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城ケ島南西部にみられる三崎層の層相

平田大ニ・相原延光・猪俣道也

Rock Facies of the Misaki Formation in the Southwest 

Area of Jogashima Island, Kanagawa Prefecture. 

Daiji HIRATA, Nobumitsu AIHARA and Michiya IN OMA TA 

はじめに 3, 4, 5）に表し， 全体については以下にまとめた。

三浦半島南部に分布する新第三系の三浦層鮮には多 層位関係：ルートにより 重複はあるが， 下位より A

量の火山砕屑物が含まれているにもかかわらず， その -B, C-D, E F, G一日の順に重なる。

岩石学的性絡は必ずしも明確ではない。筆者らは，そ 層 厚： 各ルート毎の層厚は A-Bでは 15m 72 

れを明確にするために調査研究を進めており，既にそ C皿， C-Dでみは11m41cm, E-Fでは46m33cm, G 

の予察的結果の一部について報告した（平田ほか，19 Hでは56m46C皿である。重複部分を除く木地域の三崎

84a ; 1984b ; 1986など〕。 層の会庖厚は約110mである。

今回は，三浦半島南端の城ケ島南西部隆起海食台に 岩 相： ：本地域の三崎j雷の岩相については以前報

みられる三崎屑について， 調査過程で作成した詳細な 告した（平悶ほか， 1984）が，本報告では以下のよう

地質柱状図を基に，その岩相 ・椛積構造 ・生痕化石 ・ に再区分した。 以後本報告では略記号で表す。

鍵層などの層相を記載し，それらの垂直的変化につい sl-1：シルト岩 sl-2：火山磯まじりシルト岩

て従来の研究（例えば長沼ほか， 1985など〕との比較 fs-1：細粒砂岩 fs-2：火山磯まじり細粒砂岩

をまじえ報告する。なお本報告の骨子は，日本地質学 fs-3：火砕質細粒砂岩

会第四年学術大会 （山口大学）において発表した（平 ms-1：中粒砂岩 ms 2 火山際まじり中粒砂岩

田ほか， 1985〕。本研究を進めるにあたり，文部省科 ms-3：火砕質中粒砂岩

学研究費補助金〔課題番号 ；60740468）の一部を使用 cs-1：粗粒砂岩 cs-2：火山磯まじり粗粒砂岩

した。 cs-3：火砕質粗粒砂岩 cgl：火砕質機岩

T ：細粒凝灰岩または凝灰質シノレト～細粒砂岩

層相記載 なお， fs3・ms3・cs-3・cgl層は従来のスコリア

三崎層全体については赤十品ほか（1956）など従来よ 質層に相当する。また，スランフ。l{t積層の用語につい

り数多く報告があり，本地域（図1）については，最 ては，小島 〔1980; 1981）を参考にした。

近では長沼ほか（1985）などの詳細な報告がある。 !sl-1庖i 火山砕屑物を含まないシノレト岩層。色調

本地域の三崎層は，北西ー南東方向に軸を持つ向斜 は灰白色，淡褐色， 灰紫色。 A-Bでは約1396,cー
構造とそれを寸断するよ うに発達する小断層鮮によ Dでは約 4%, E-Fでは約39ぢ， G-Hでは約0.5

1 モザイ ク状に入り組んだ地質構造をしでいる。し 必を梢成する。層厚2～40Cm。灰紫色の腐は他の層よ
かし，4）レート（A B, C-D, E-F, G-H) りも硬く チリ メン状のクラックが発達してし喝。平行

（図1）において丹念に調査した結果，西から東にむ 葉理が発達する層もある。累層関係は下位のcg!,cs, 

けて下位よ り迎続した地質柱状図を作成できた。今回 ms, fs, sl 2層から骨折移することが多い。 fs-1層との

は，各ノレートの詳細な層相については各柱状図（図2, 互層も認められる。上位に重なる.fs腐とスラ ンプ摺
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図1 調査地域と柱状図作成ノレート

山層を形成する場合もある〔例えば SN.11の層〕。 ア粒のノジ ューノレを多く含む層もある。累層関係は下

!sl-2層lスコリアや軽石などの火山｛僚を含むシノレ 位のcg!,cs, ms層などから漸移し，上位のfs-1,sl-1, 

ト岩層。 A-Bでは約8%, C-Dでは約25%, E- sl-2層に漸移することが多L、。fsl, sl層などと互層

Fでは約21%, G-Hでは約20%を構成する。 層厚2 をなすこともある。 上位に重なる fs3層とのスラン

～50C日の層が多いが60～100C皿の層もある。厚い層に プ摺曲層も認められる。

はレンズ状に挟まれるスコリアや軽石，ゴマシオ状凝 !fs-3層l主に細粒の火山砕屑物からなる細粒砂岩

灰岩の薄層，スコリア粒のノジューノレなどが認めりれ 層。 色調は暗灰～黒色。 A-Bでは約4%, c Dで
る。累層関係は下位のcg!,cs, ms, fs層に漸移的に藍 は約4%, E Fでは約0.5%, G-Hでは約0.3% 

なることが多い。fsl, sl 1層との互層も認められる。 を構成する。層厚は1～30Cm。斜長石片や輝石片など

スランプ摺曲層も認められる（例えばSN.1410の層〉。 の結晶片や火山ガラス片，軽石やシノレ ト岩の燥を含む

Ifs 1層） 火山砕屑物を含まない細粒砂岩層。A一 層もある。E-F層準よ り赤色岩片が含まれてくる。
Bでは約7%, C-Dでは約3%. E-Fでは約3弘 累層関係は下位のcgl,cs層から漸移し， 上位のfs-2,

G-Hでは約0.9%を構成する。層厚は1～2ocmであ sl-2層に漸移することが多い。 cg!,cs-3層などの直

るが1ocm以下の層が多L、。平行葉理，斜交葉理などが 下に， 均質で硬い灰色の薄層 〔層厚1～2C皿〕として

発達する層もある。累層関係は下位のcg!,cs, fs層な 伴うことがある。平行葉理，斜交葉理の発達する層も

どから漸移し，上位の sl層に漸移することが多し、。 ある。

sl 1層と互層をなす場合や， cg!,cs-3層の直下に灰色 {ms 1層） 火山砕屑物を含まない中粒砂岩層。A

で硬い薄層（層厚1～3C皿〉として伴う場合もある。 Bでは認められず， C Dでは約l%, E Fでは

sl-1, cs-1層とのスランプ摺曲層も認められる。 約0.5%, G-Hでは約0.9%を構成するにすぎなし、。

!fs-2層！ スコリア，軽石などの火山際（径最大10 層厚は1～10cm。累層関係は，下位の cs層から漸移

mm）を含む細粒砂岩層。 A Bでは約20労， E Fで し上位のslj雷に漸移する級化構造を示す屑，また逆

は約7%, G Hでは約3.5 9援を構成する。C-Dで に，下位の fs層から漸移し上位の cs層に漸移する逆

は認められなかった。層厚は 2～50Cmの層が多いが， 級化構造を示す層もある。 クラックの発達した slj雷

120 cmに達する層もある。斜長石片や黒から褐色で未 （灰色〉に挟まれることもある。平行葉理が発達する層

発泡の火山ガラス片を含むこともある。軽石，スコリ もある。上位に重なる cs-3層，あるいは下位の fs層
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との境界が不規則になってフレーム構造を示す場合が

るあ。

[ms-2層） スコリア〔径1～5mm，最大 4C皿〉や軽

石 （径1mm〕などの火山礁を含む中粒砂岩層。 A- B

では約 4%,c Dでは約3%, E-Fでは約3.59ぢ，
G Hでは約 l.3 %を構成する。層厚は3～90C皿であ

る。斜長石片や火山ガラス片を含む層もある。累層関

係は下位の cg!,cs, ms層から漸移し，上位の fs-1,

sl 2庖に漸移する級化構造を示すことが多い。 また，

下位のsl1層から漸移して上位のms3層に漸移する

逆級化構造を示すこともある。 sl1層中にレンズ状に

挟まれる場合もある。平行葉理，斜交葉理が発達する

j雷や，下位の白色細粒凝灰岩（T12）とフレーム構造

を示す層もある（SN.21の層の上位層〉。

[ms-3層l主に 中粒の火山砕屑物からなる中粒砂

岩層。色調は暗灰～黒色。A-Bでは約6%, C D 

では約4%, E-Fでは約 1%, G-Hでは約0.49ちを

構成する。層厚は2～30ご皿である。新長石片，火山ガ

ラス片ーなども含まれる。 SN.1200層には軽石ブロック

〔10×20：皿〉が認められる。 SN.2500層よ り黄褐色岩片

が含まれるようになる。累層関係は下位のcg!,cs-3, 

ms 3層から溺i移して，上位の fs,sl層に＇；移する級化

構造を示す場合が多いが， G-Hでは逆級化構造を示

す！習も認められる。斜交葉E里が発達する層もある。

[cs-1層l火山砕屑物を含まない粗粒砂岩層。 A-

Bでは約2%, E Fでは約2.5 9ぢを構成する。 C

D, G-Hノレートでは認められなかった。層厚は2～

9 cmの薄層が多いが， 50C皿以上の層も認められる。累

層関係は cg！層の直下に伴う場合， 上位の fs-1層に

漸移する場合， fs-2層と互層状に重なる場合などがあ

る。下位のfs1層とスラ ンプ摺曲層を形成したり，ス

ランプ性シノレト岩礁を含む層もある。

[cs-2層） スコリアや軽石などの火山際を含む粗粒

砂岩層。 A-Bでは約3%, E-Fでは約5.5%,G 

図2 A-Bノレート地質柱状図

（凡例は図2,3, 4, 5に共通〕
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E- Fノレー ト地質柱状図
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G-Hノレート地質柱状図
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Hでは約1%を構成する。 C-Dノレートでは認められ

なかった。層厚は10～60cmの層が多いが，3～5C皿の

簿層もある。累層関係は下イ立のcg!, cs 3層から漸移

し，上位のms, fs, slj曹に漸移する級化構造を示す場

合が多い。平行葉理，斜交葉理が発達する こともあ

り，斜交葉理に沿ってスコリアが並ぶ特徴的な層もあ

る（SN.1240層〉。スコリア粒のノジューノレ 〔径4c皿〉

も認められる（SN.1380層〉。
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(cs-3層！ 主に粗粒の火山砕屑物からなる粗粒砂岩

層。 A-Bでは約 5516. C-Dでは約1196,Eー Fで

は約5.5銘，G Hでは約6.396を構成する。層厚は2

～25Cmの層が多いが，30～100c:nの庖3もみられる。ス

コリア（平均径5～7llllll，最大50llllil〕やii詮石（最大10

cm〕などの火山際，斜長石片や火山ガラス片などを含

む。 SN.2450層よ り黄褐色岩片（径最大12澗〕を含む

ようになる。累層関係は， 下位の cg！ ］~から漸移し，

上位の cs2, ms, fs, sl層に漸移する級化構造を示す

ことが多い。そのほか， cgl層の直下に薄層として伴

う場合，fs2層iこレンス・状に挟まれる場合，下位にfs

-3層の薄層を伴う場合などがある。平行葉理，斜交葉

理が発達することもあり ，平行葉理に沿って軽石が並

ぶ特徴的な層もある（SN.112層〕。基質がほとんどな

L、層も認められる。

へんSB
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(cg-1層！ スコリア（径平均5～lOllllll，最大5crn) 

などの火山礁からなる火砕質際岩層。 A-Bでは約20

%,C-Dでは約1196,E Fでは約38%,G-Hでは

約62.4%を構成する。層厚は2～50Cmの層が多いが，

60～85CIDの層もある。スランプ層では1～lOmの厚さ

にもなる。火山礁はスコリアなどの褐色から黒色の火

山岩片， 白色から黄白色の軽石（径2～lOllllll，最大30

X50C皿〉などが主であるが，同時侵食礁であるシノレ卜

岩，数は少ないが緑色凝灰岩なども含まれる。火山岩

片は亜角礁から亜円礁で，比較的淘汰がよい。斜長石

片，火山ガラス片なども含まれる。 SN.2450層からは

褐黄色岩片が含まれるようになる。基質は細粒から粗

粒砂岩であるが， 基質がない層も認められた。累層関

係は上位はcs, ms, fs, sl層に漸移する級化構造を示

すことが多い。直下に fs-3,ms-3, cs 3層などの薄

層が伴う場合がある。平行葉理，斜交薬理の発達する

層もある。 E-F, G Hでは，層厚の側方変化，斜

交層理，pebble～cobble大の多量のシノレト岩礁など

によって特徴づけられるスランプ性堆積層として厚く

発達する層がある。

!T層） 会ノレートで以下の21層が確認でき，下位よ
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り順に番号をつけた。A-Bでは約896, C-Dでは

約3596,E-Fでは約2.6%,G-Hでは約0.9%を構

成する。 (Tl ） 白色凝灰質細位砂岩J~1 c層厚7cm）。
下位は斜交葉理が発達した ms3層（屑厚iocm），上位

は塊状のms-3層（居厚8cm）に挟まれる。 iT2）白色

凝灰質細粒砂岩庖〔層厚 5cm）。 Tl直上のms-3庖〔層

厚8c皿）1；重なる。 Tlとセ ットで確認できる。lT3) 

コ’マシオ状凝灰岩j密（層厚5C皿〕。 fs-2居中に介在する。

fs-2層中には T3I到来の結品片が散在する。（T4）コザマ

シオ状凝灰岩層（層厚 3C皿〕。白色から黄白色。 T3の

上位約45C皿にある。 T3とセッ トで確認できる。（T5)

下部は軽石質凝灰岩，上部は軽石まじりシルト岩より

なり，その境界はスランプ摺曲状の形態を示す。層厚

はlOC皿。 lT6) ij珪石質凝灰岩層〔層厚 1cm〕。 T5の上

位約15C皿lこ認められる。 T5とセットで確認できる。

(T7）細粒凝灰岩層（層厚lQC皿〕。上下がピンク色，

中聞が茶白色を 呈する。サンドパイプ型の生痕化石

〔径IOmm・長さ 4cm）が認められる。 T6の上位約 150

cmに認められる。｛TS）下部は軽石質コ’マシオ状凝灰

岩，上部は軽石ま じり中粒砂岩からなる（層厚15Cm）。

サンドパイプ型の生痕化石〔径7mm・長さ5cm）が認

められる。 T7の上位約2ocmに認められる。 T7とセ

ットで確認できる。 lT9）黄白色細粒凝灰岩層（層厚

35cm）。下位に灰色の ms-3層（層厚 3cm〕が伴う。下

部lQcmには斜交葉迎が発達する。生痕化石は下位より

lQCmと15C皿にある層理に平行なもの（径3剛・ 長さ 2

C皿〉，上部にある層型に斜交するもの（径3剛・長さ 2

cm，径 5mm・長さ10cm）が顕著に認められる。 lTlO）紅

灰白色ガラス質凝灰岩層。 A Bの最上位層（層厚17

cm〕であり ，C Dの最下位層（層厚20ocm),E-F 

の最下位層〔庖厚lQCm）である。層厚の側方変化が著

しい。斜交葉!111が発達する。 {Tll）凝灰質シルト岩

層（層厚10cm）。上下をms-2層に挟まれる。｛Tl2）白

色凝灰質砂岩層と紅灰白色ガラス質凝灰岩層の互層。

A-Bでは屑厚 165cm, C-Dでは層厚socmである。

中部と上部に斜交薬理が発達する。層理面にそってサ

ンドパイプ型（径10～15mm・長さ7ocm）の生痕化石が

認められる。 （Tl3)A Bでは白色凝灰質砂岩層（層

厚 5C皿）， 軽石質シノレ卜岩層（層厚 3C皿〉，白色凝灰質

砂岩層（層厚lQcm）の三層によって構成され，C-D

でも認められる（層厚 3cm）。Tl2の上位 5cmにある。

{T14）白色細粒凝灰岩層。 A Bでは層厚15Cm, C 

-Dでは層厚lQCmである。上位のms-2腐とのフレーム

構造が特徴的である。 Tl2, Tl3, Tl4層はセットで

8 

確認できる。 iTl5）白色凝灰質砂岩層（SN.2480脳〕

（腐厚12Cm）。下部は中粒，上部は細粒の級化構造を示

す。 Tl4の上位約4.5mにあり， 直下のfs層と slj霞

のスランプー摺I助層とにより確認できる。 {Tl6）コ’マ

シオまじり中粒～細粒砂岩層 （SN.2570層）（厚層10

cm）。下位は fs層と slj習の互層 （層厚socm），上位は

スランフ。性シノレト岩礁層（長沼ほか， 1984のK9屑に

相当〉が重なる。（Tl7）ゴマシオまじりシノレト岩層。

Eー Fの最上位〈層厚8cm）と， G-Hの下部に認め

られる〔層厚12C皿〉。結晶片を多量に含む。平行葉理

が発達する。下位の軽石を多量に含む斜交葉理の発達

したcg!j冒とセットで確認できる。（Tl8）軽石まじり

コ酔マシオ状細粒砂岩層（庖厚15Cm）。 Tl7の上位約13

mにある。｛Tl9）コーマシオ状凝灰岩層（層厚 5cm〕。

チャネノレ状のスランプ性堆積層の下部に認められる。

(T20) ii珪石質凝灰岩層（層厚2ocm）。 （T21）淡紅灰色

細粒凝灰岩層（層厚3cm）。

以上のなかで，鍵層として有効な凝灰質層は T9,

TIO, Tl2・13・14セットなとである。

本報告の凝灰質鍵層と，従来の研究との対応は次の

とおりである。T3・4＝長沼ほか（1984）のKl層，

T7・8＝三梨 ・矢崎〔1968〕の Bs；長沼ほか (1984)

のK2層， T9＝小玉ほか (1980）の12；長沼ほか

(1984〕のK3層，TIO＝小玉ほか（1980〕のJ3；長

沼ほか（1984）のK4層，Tl2＝三梨 ・矢崎〔1968〕

の Mr；小玉ほか (1980）のJ5；：堀内 ・斉藤（1982〕

のNo.29・30；長沼ほか (1984〕のK6層； 堀内 ・谷

口（1985〕の No.26・27, Tl4＝小玉ほか（1980〕

の］6；長沼ほか（1984〕のK7層， Tl5＝長沼ほか

(1984〕のKS層。そのほか，凝灰質鍵層ではないが

長沼ほか（1984〕のK5層，K9 miは，本研究の SN.6 
層， SN.2575層にそれぞれ相当する。

化 石． 肉眼では生痕化石が多く認められるほか

は， ；f1質i毎綿の仲間であるサガリテス （Sagarites〕が

わずかに認められるにすぎない。しかし，各層の構成

物質を調べるために作成した岩石薄片の鏡下観察で

は，微化石片が多くの層準で認められた（平田ほか，

1984a）。

生痕化石は数種類に分けられると思われるが，本報

告ではサント、パイフ。型〔径5～25mm大〕 と細管型（径

2～3 mm大〉に大別するにとどめた。

サンドパイプ型は，径 5剛・ 長さ 2C皿（sl-1,sl-2, 

ms-2屑〉，径 5mm・長さ 7～10cm(sl-1, sl 2, ms-1, 

cs-2, cs 3, cg！層〉，径 5mm・長さ2ocm〔ms-2,cs 3 
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図6 城ケ島南西部の三｜｜崎層の総合柱状図と火砕質層出現頻度図
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造 csBスランプポーノレ型 ・SFスランプ摺曲型 ・
c B斜交層J:lli• F Lフレーム構造〕， F：岩相区分，
C：柱状図の層位関係

T 20 

T11 

i
・
！
t
・g
・－－－g
i
g
－－－
z
・「し

T 16 

T ts 



層〉，径7llllD・長さ5～13こm(sl 2, fs 2, ms 2, ms-3 

層〉， 径lOmrn・長さ4～2o:m(sl-1, sl-2, fs-1, fs-2, 

ms-2, ms-3, cs-1, cs-2, cg！庖〕，径151111D・長さ20～

5Qcm (fs-3, ms-2, cs-3層〕，径2omm・長さ 4C田 (fs-

2, fs-3層〉，径2omm・長さ20～10o:m(sl-2, cs-3, T 

12層〕，径25加・長さ13C皿（cs3層〉などが認められる。

細管型は， 径2mm・長さ3～5C皿（sト1,sl 2, fs-

l, fs-2, ms 3層），径3llllD・長さ 2～3C皿（sl-2,cs 

-1層〕，径1llllD・長さ 51111D(fs-1,fs-2層），径3llllD・

長さ201111D(ms-3層〕 などが認められる。 fs-3,ms-1, 

ms 2, cs-2, cs-3, cg! ）習には認められなかった。

サガリテスは， E-F,G-Hノレートの sl-2, fs 2, 

fs-3層に認められ，また生物j変乱構造も随所で認めら

れる。

層棺の垂直的変化

全層準における層相の垂直的変化について検討する

ために， T層，スランプ構造，生痕化石などの出現頻

度を表した総合柱状図と，火砕質層の出現頻度と層厚

を示すグラフをあわせた図を作成した（図 6）。

火砕質層の出現とその層厚との関係からみると，本

地域の三崎層の岩相は下位より I～IVまでの4層準に

区分できる。

I層準 ，層厚100C回以下の火砕質庖と，同程度の層

厚のシノレト岩 ・砂岩との互層を 主体とする岩相であ

10 

る。T層は TlからT16までが介在する。スランプ構

造は，スランプ摺出1層（SF), 小規模なスラン7'l1線岩

層（SB〕が多く認められる。T14に代表されるフレー

ム構造（FL）も認められる。この層準はさらに下位よ

り， Ia,lb, leに細分できる。 Ia,leは層厚so:m以下

の火砕質層が多く，シノレト岩 ・砂岩との細互層を主体

とする。lbはT9から T16までの層準で， 層厚5QCm以

上の火砕質層が多い。

II層準 ：層厚 100cmをこえる大規模なスランプ磯岩

層を主体とする 岩相である。これらの層にはスラン

プ性シノレト岩燥が多量に含まれる。 また， 斜交層迎

(CB）， フレーム構造も認められる。 T腐は T17層だ

けが存在する。

III層準； I層準と同様に， 層厚 100cm以下の火砕質

層とシノレト岩 ・砂岩層との互層からなる。斜交層現！の

発達が特徴的である。小規模なスランプ磯岩層も認め

られる。T層はT18からT21まで4層が存在する。

IV層準，層厚100cm以上の大規模なスランプ際岩層

と，シノレ ト岩 ・砂岩の薄層からなり， II層準と似た岩

相を示す。スランプ性シノレ ト岩礁を多量に含む層が多

く認められる。

スランプ構造の垂直的変化は， SBは下位の I層準

では小規模な層が多く ，中位から上位にかけてのII,

IV層準では大規模な層が顕著となる。SF,FLは下位

のI層準の互層状岩相に多く認められ，中位から上位



図8 城ケ島南西部の三崎層のI層準の岩相

図9 城ケ島南西部の三崎層のE層準の岩手目

のII,III, IV層準では少ない。 ルト岩と砂岩の互層にわずかに認められるだけで， I,

T層は，下位のI層準に全層準21層中16層までが存 III層準にくらべて少ない。

在し，しかも鍵層として有効な層が多いが， II,III, 

IV層準には少なし、。 従来の岩相区分との比較

生痕化石は全層準を通じて，火砕質岩とシノレト岩 ・ 本地域の三崎層については，その岩相により下位の

砂岩との互層状の岩相に多く認められる。各層準との 三崎町砂岩シノレト岩互層と， 上位の泊査火砕岩層とに

関係は， I,III層準では細互層の状岩本目に多く認めら 区分する見解がある（赤嶺ほか， 1956など〕。高橋・

れ， II,IV層準では厚い火砕質岩層の聞にはさまるシ 広石〔1967）は本地域で両層を断層関係としている

11 



が， 筆者らの調査ではそのような断層の存在は認めら 物館研究報告〔自然科学），(15): 111-119. 

れなかった。また，長沼ほか (1984）は鎚屑K6層を 平田大二 ・相原延光 ・瀦俣道也 1984b三浦層群中の

境として漸移関係で両庖の分布を示しているが，長沼 鎚庖の構成物質．日本地質学会第91年学術大

・長浜 (1985〕が示した油壷層の岩相と筆者らの岩相 会講演要旨：137.

区分から判断すると，両層の境は長沼らのK6層より 平田大ニ ・相原延光 ・猪俣道也 1985 三浦半島城ケ

もかなり上位にするのが適当であろう。 島における三崎層の層相．日本地質学会第92

筆者らの岩相区分と上記の報告の区分とを比較する 年学術大会講演要旨： 121.

と， I層準は三崎町砂岩シノレト岩互層に， II,III, IV 平回大二 ・相原延光 ・猪俣道也 1986 城ケ島の三崎

層準が油牽火砕岩層に相当することになる。しかし， 層の構成物質について（その3〕． 日本地質

IとIII層準が類弧し，IIとIV層準が類似しているこ 学会第93年学術大会講演要旨 ：163. 

と，木地域で従来油壷火砕岩層に区分されている地層 堀内一利 ・斉藤京子 1982 三浦半島南部，三浦層鮮

はスランプ際岩層を主体とした岩相であること，Iか における凝灰岩層の重鉱物組成 日本大学文

らIV居準まで構成物質に大きな変化が認められない 山学部自然科学研究所研究紀要，（17〕：47ー

ことなどから，筆者らは本地域の地層を三崎j習の一連 58. 

とし，油壷火砕岩層は三崎層中のスランプ性地積層準 堀内一利 ・谷口英嗣 1985 三浦半島南部， 三浦層群

としてとらえるのが適当と考える。このことは，小島 中の凝灰岩鍵層の対比に関する基礎的研究．

(1980; 1981〕が三浦半島南西部の三崎庖において， 日本大学文理学部自然科学研究所研究紀要，

各層準における乱堆積層の発達を明らかにしたことに (20〕：11-31.

よっても支持される。 小玉喜三郎 ・岡 重文 ・三梨河 1980 三崎地域の

地質．地域地質研究報告c5万分のl図1J1il¥),
まとめ 地質調査所，38ρ．

1. 木研究の調査地域は， 城ケ島南西部にみられる三 小島伸夫 1980 三浦半島南西部の三崎累層にみられ

崎庖の上位層準約110C加である。 る乱椴積層について（第l報〉．地質学雑誌，

2. 調査地域の三崎層の岩相は， 下位より I～IV層準 86 (5〕：313-326.

に区分でき，IとIII,IIとIVが同様な岩相を示す 小島伸夫 1981 三浦半烏南西部の三崎累層にみられ

（図6）。化石は生痕化石が多く認められるほか，サ る乱±ft積層について（第2報〉．地質学雑誌，

ガリテスや微化石が各層準て＊認められる。 87 (4〕： 197-210. 

3. 調査地域における従来の油壷層は，三崎屑中のス 三梨品 ・矢Iii奇清貫編 1968 日本油田・ガス田図 6'

ランプ性堆積層準と考えられる。 三浦半島．地質調査所．

今後の課題は， 構成物質の検討と地質図の作成であ 長沼幸男 ・一良浜春夫 ・斉藤洋彦 1984 神奈川県城ケ

るが，if［積環境を論じる上でト重要な要素となる生痕化 島付近における地学実＇,ff,＇コース〔その2〕．
石の形態と岩本目との関係，スランプ性i{li積層の解析な 士山学教育，37(5) : 145 154. 

どの検討も必要である。 長沼幸男 ・長浜春夫 1985 三浦半島城ケ島，油蛮！Iii
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長沼層の地質について

神保幸則

Geological Study of the Naganuma Formation, Yokohama City. 

Yukinori JIMBO 

はじめに し，東海道本線が柏尾川に沿って走っている。長沼層

関東地方南部に位置する横浜付近は，新第三系，第 の分布域は東海道本線を挟んで東倶I)（東部）と西側

四系の発達が著しく，古くから地質学・古生物学的研 〔西部〉に二分される。

究が数多く行われてきた。それらについては最近の成 1. 東部地域の長沼層

果を 含めて， 日本の地質 「関東地方」編集委員会編 本地域では11地点で露頭観察を行なった。以下に主

(1986）に詳しくまとめられている。ところが， 桃浜 な地点の地質環境について述べる。

周辺は昭和30年代から宅地開発が盛んに行なわれ，長 戸塚区下倉田町永勝寺 （図3の2地点，図1）〔以

沼層分布地域も旧来から知られた露頭はほとんと失わ 下，下倉田2地点とする。〉

れてしまった。また・方，宅地造成工事に伴なう事！？露 本地点は永勝寺東側，すみれ幼稚園裏の小川沿いの

頭が現われ，従来不明とされていた地域から新知l見が 露頭である。ここて芯は， 長沼層の砂礁岩層が上総庖＇i伴

得られることもあった。しかし，現在ではさ らに宅地 に重なっている。砂礁岩層は厚さ50C皿以上あり， 基自主

化が進み，これらの新露頭でさえ失われ， 地質学 ・古 の上総層群から由来したと恩われる泥岩の巨際（径30

生物学的資料の収集は困難になってしまった。 cm以上〕 の聞を， 径10～15c皿前後の円礁が埋めてい

筆者は長沼層の化石採取を主に昭和36～45年頃，露 る。また，基鍛の上総層群の泥岩の表面には，多数の

頭観察を主に昭和45～50年にかけて行った。調査地域 穿孔貝の巣穴化石が見られる（図 1）。

は宅地造成が盛んになりつつある時期で，旧71とからの 戸塚区下倉田町永勝寺西側 （図3の3地点，図2)

露頭がまだ残っており，その上新露頭の出現もあって （下倉田3地点、〕

長沼層を詳しく調査することができた。そこで，その 本地点での長沼層は， 層理の発達しない茶褐色砂岩

調査により収集した資料を整理 ・保存し，記録に残す 層が観察できる。この砂岩層中には，小枝や葉などの

ことが今後の長沼庖の研究にとって有意義であると考 破片がわずかに見られる。長沼層の上位には， 著しい

え，ここに長沼周の地質と化石という内容でまとめる 凹凸のある不整合面を境として扉風ケi甫層が重なる。

ことにした。今回は地質について報告し，化石につい 界風ケ浦層のきを底部には，大きさが数m前後の発泡の

ては次回報告する予定である。 良い角際状の軽石からなる白色軽石層が見られる。こ

調査地域と露頭観察

筆者の調査地域は横浜市戸塚区下倉田町から栄区長

沼町，その西の金井111rから田谷町，さらに鎌倉市関谷

から藤沢市渡内に至る幅約2km，長さ約7kmの範図ても

ある（図 3）。調査地域のほぼ中央には柏尾川が南流

の軽石層は，横浜サブ団研グループ (1978）の下倉｜到

ガラパ ミ層に相当する。この軽石層の厚さは，本士山点

では約1mtこ達する。軽石層の上位には，厚さ 2mの

泥炭層が発達する。この泥炭層は，かつて下倉圧lill!炭

層と呼ばれていたものである。

下倉田町の東，図3の1地点では長沼層を欠き，If{

13 



風ケ浦層が直接上総層群の」二lこ重なる。また， 戸塚区
にしやと

小菅ケ谷町西谷〔図3の4地点〉では，長沼層の砂機

岩層を確認した。

栄区長沼町豊田小学校前 （図3のG地点，図 5)

（豊田小6地点）

この地点の露頭は，現在その大部分がコンクリート

壁で被われてしま っている。調査時には長沼層の泥岩

層が最下位に imほど見られ，その上に厚さ約5mの

長沼層の砂際岩層が重なり ，さらに上位に界風ケ浦層

がsmの厚さをも って重なっているのを観察した。長

沼層の泥岩層は無層迎で青灰色のやや砂質泥岩からな

り，貝化石を豊富に合んでいる。その上位の砂探岩層

は主に茶褐色の砂岩からなり， 層理はなく化石も合ま

ない。この泥岩層とli沙際岩層との」克は不明瞭て志漸移関

係にある。尚，扉B¥lケ浦層の下部には厚さ40～5Qcmの

白色軽石層（下倉田ガラパミ層） が見られる。

本地点の泥岩層最上部の 層準（図4のF5〕から

14 

図1 戸塚区下倉田町水勝寺〔図3の2地点〉

N U：長沼層上部の砂採岩層， K：上総層群 〔記

号は以下の図に共通〕。 図左上には上総層群か

らの泥岩の巨礁が，不整合面下の泥岩には穿孔

貝の巣穴が見られる。昭和52年3月撮影。

図2 戸塚区下倉田町永勝寺西1J!IJ（図3
の3地点〉

N U ：長沼層上部の砂岩層，B:

界風ケ浦層， PU：白色軽石層。

昭和52年4月撮影。

は，多数の貝化石を採取できた。その主なものは，キ

サゴ Suchiumcostatum (KIENER〕，エゾタマガイCry-

ρtonatica janthostomoides〔KURODA & RABE〕，コロ

モガイ Cancellariasρengleriana DERHAYES, モミジ

ボラ Inquisitorjeffreysii (SMITH (E. A.)), ＜ メウ

ラシマ Ringiculadoliaris GouLD，ゲンロクソデガイ

Saccella confusa〔HANLEY），トリガイ Fulviamutica 

(REEVE）等である。

栄区長沼町久保〔図 3の7地点〕 〔久保7地点〉

本地点の長沼層は小円悪者まじりの青灰色泥岩層から

なり，多数の貝化石を含む。ここでは基盤との不整合

商を確認て、きないが，礁を多く含むこと，付近の長沼

層の分布や岩相なとから判断して，この泥岩層の層準

は不整合宿直上にあたると思われる。

本地点では泥岩層の下部層準 （図4のF1）より貝

化石を採取した。主なものは， セコボラ Siphonalia

modificata(REEvE〕，ノくイ Babyloniaja戸onica(REEVE)'
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ハイガイ Anadaragranosa (L'NNAEus），アズマニシ

キ Chlamysfarreri nψρonensis KuRODA, カズウネ

イタヤガイPectenalbicans naganumanus YoKOY AMA, 

トウキョウホタテガイPatinopectentokyoensis ToKu 

NAGA，マガキ Crassostreagigas (TAUNBEHG），スダ

レモシォ Crassatellanana ADAMS & REEVE，クチベ

ニCaryocorbulaVenusta (GoUI.o）等である。この中

で，スダレモンオは左右両殻の合さったものが多く，

現地性l{t積を示すものであろう。

栄区飯島町貝殻坂南方（図3の8地点〉〔貝殻坂8

地点）

本地点の長沼層は，スコリアの薄庖を挟む青灰色泥

岩）習が見られる。この泥岩層には員化石が多く含まれ

るが，特に上述のスコ リア層の下位 5mの層準に多い。

この層準（図4のF4地点〕より採取した主なものは，

ハナムシロ Nassariuscaelatus(AoAMs(A.）），ヨコヤ

マミミエガイ Striarcainterplicata〔GRABAU& K ING〕，

カズウネイタヤガイ，マノレシオガマ Cycladicamasem-

iasperoides (NOMURA〕，ハ ナガイ Clausinellatiara 

(Drしf,WYN），ズングリアゲマキ Azorinusabbreviatus 

(GouLD), トガリカタビラ Myadorayokoya問。i(0-

'l'UKA）等である。 この中でヨコヤマミミエガイ，ズン

グリアゲマキは両殻の合さった個体が非常に多い。
みなみや＞

栄区飯島町南谷 （図3の9地点）（南谷9地点）

この露頭は宅地造成工事lニ伴ない出現したが，現在

はコンクリートで被われてしま っている。＊地点で

は， 長沼層のスコリアの薄層を挟む無層l盟の青灰色泥

岩j習を観察できた。この泥岩層は厚さ15mを有し，長

沼~IJ付近に比べてかなり厚く発達している。貝化石が

豊富に含まれ，本地点ではスコリア層から約5m下位

の層準（図4のF3地点〕より採取した。その主なも

図5 栄豆長沼町豊田小学校前（図3の6地点〕

長沼層下部の泥岩層（NL），上自I）の砂磯
岩層（NU），界風ケ浦層（B〕，白色軽石層

(PU）が見られる。化石採取地点（F5) 

は下部の泥岩層の上限付近。昭和40年3
月撮影。

のは，セコボラ，カズウネイタヤガイ，スダレモシオ

ガイ，ウチムラサキガイ Saxidoinusρurpurata(S:i-

WEHBY）などである。

栄区飯島町滝ケ久保 （図3の10地点，図6)c滝ケ
久保10地点〉

本地点は国鉄根岸線ガードより約100m南の県道切

通で，滝ケ久保11地点と問機な状態の不盤合が観祭さ

れる。ここの長沼層は茶～黒灰色の泥岩層と，厚さ約

50CIIlの基底際岩層からなる。基底1深岩層に含まれる1採

は， 径約2～3cm前後の円！深が多、J。

栄区飯島町滝ケ久保の団地西方 （図3の11地点，図

7) （滝ケ久保11地点〉

本地点では，長沼層基底の不整合（＼ 、わゆる長沼不

整合）が観察できる。ここでの長沼庖は茶色の砂礁岩

層からなる。一方，下位の上総層群は無届理の灰色泥

岩層からなる。長沼層の基底は著しい凹凸のある境界

で上総層群に重なっており，基底機岩層の発達が著し

い。この基底弾事岩層は厚さ約50：皿であり ，1傑径2～3

C皿前後の円礁を多く含む。また，一部には下位の上総

層群から由来したと思われる泥岩礁も見られる。これ

らには径lQC皿に達するものもある。図7の左端の不整

合面直上の礁がそれである。

このほかに，滝ケ久保周辺では同様な不獲合をさら

に3ケ所で確認し，また，久保7地点の南東約200m 

の地点でも不整合を観祭した。

2. 西部地域の長沼層

西部地域では17地点で露頭観察を行なったが，その

中から主な地点の地質環境について述へる。

栄区田谷町 （図3の16地点）（田谷16地点〕

本地点は田谷洞窟の西側に位置する。ここの長沼層

は，厚さlOmの泥岩層と，漸移部を挟んでその上に重

17 



なる砂際岩層からなる。泥岩層は灰色で，貝化石を豊

富に含んでいる。また，泥岩層の中部には仲之谷地域

で見られるものと同じスコリア層が含まれる。上位の

砂1旅岩層はここより北側で良く発達する。図3の17地

点では茶褐色の砂岩層に変化するが，更に北の千秀小

学校付近では，再び厚い事者岩層となる。千秀小学校グ

ランド下の露頭（図3の15地点〉における礁岩層は，

径2～3cm前後の円礁が圧倒的に多い。磯種はチャー

卜， 砂岩，粘板岩などで，特にチャー トが多い。礁の

密集した部分は固結度が高く，湧水を伴なっている。

この磯岩層は鎌倉市関谷付近まで断片的に観察でき

る。

戸塚区小雀町仲之谷付近 （図3の18,19, 20地点〉

〔仲之谷18,19, 20地点）

この地域の長沼層は， 無層理の青灰色泥岩層と，そ

の上に重なる厚さ13mの砂磯岩層を観察できる。泥岩

層には貝化石が豊富に含まれ， 東部地域の貝殻坂8地

点や南谷9地点などで観察したスコリア層も確認し

18 

図6 栄区飯島町滝ケ久保 （図3の10地点〕

昭和42年5月撮影。

図7 栄区飯島町滝ケ久保（図3の11地点〉

昭和52年3月撮影。

た。砂採岩層は，径1～2cmの小礁を含む砂岩層に上

方移化する。 仲之谷19地点では，上総層鮮との不整合

が観察できた。仲之谷18地点では，泥岩層から砂1球岩

層に漸移する様子が良く観察でき，その漸移部は砂質

となり，巣穴と忠、われるサンドパイ プ状の生痕化石が

多数見られた。 また，殻の溶けた員化石も見られた

が， 保存状態が不良で種の判定までできなかった。仲

之谷20地点では， 長沼層のI沙機岩層の上に界風ケ浦層

が不整合に重なる。不整合商直上の扉風ケ浦層は青灰

色の泥岩層からなり，厚さ約2mで，小枝，葉の破片

を含む。その上には厚さ1.2mの白色軽石層が重なる。

この軽石層は，東部地域の下倉田3地点の界風ケ浦層

基底に見られるものと同じもの，下倉田ガラパミ層で

ある。さらにその上位には，茶色の砂岩層が重なる。

この砂岩層は小雀浄水場付近及び関谷から中村まで追

跡できる。

鎌倉市関谷 （図3の21地点， 図8' 22地点〉（関谷

21, 22地点）



関谷付近では2ケ所で長沼層を観察した。両地点で

は，長沼層下部を特徴づける泥岩層は見られず， 基盤

の上総層群〔泥岩層〕の上に長沼層上部の砂磯岩層が

直接重なっている。長沼層の砂磯岩層は， 黒味がかっ

た茶色を呈し，磯径の最大約15C皿のものまでを含む。

なお，砂機岩層の砂質部には，小枝，幹1)破片が稀に

含まれる。

この砂磯岩層の上位には，界風ケ浦層が重なる。こ

この扉風ケ浦層は砂岩と泥岩の互層からなり， 基底部

直上には，仲之谷20地点で見られたものと同じ白色軽

石層が介在する。 この軽石層は横浜市戸塚区金井町

（図3の12,13, 14地点〕においても観察した。

鎌倉市中村 〔図3の23地点，図9）〔中村23地点）

ここでも長沼不整合を観察した。長沼層は下位よ り

基底礁岩層，泥質砂岩層，砂礁岩層がみられる。基底

傑岩層は厚さ30cmで，礁は径 5mm前後の門事告が多い。

泥質砂岩層は厚さが lmで， 青灰色を帯び，小枝の破

片を多量に含む。砂1深岩層は厚さ約3.5mで， 茶褐色

を呈し， 層理，クロスラミナが発達している。泥質砂

岩層と砂際岩層の境は明瞭である。なお， 砂磯岩層の

最上部は層理の良く発達した泥岩と砂岩の互層に変化

する。互層中の砂岩層には， 径 3cm前後の円礁からな

る礁岩層がレンズ状に含まれる。

長沼層の上位には，凹凸のある境界をもって界風ケ

浦層が重なっている。この扉風ケ浦層は厚さ1.8mの

青灰色砂質泥岩層と，その上に重なる厚さ 3m以上に

達するクロスラミナの発達した礁を含む固結度の低い

砂岩層からなる。この砂岩層は，仲之谷から小雀浄水

場，さらに関谷西方まで追跡できた。

鎌倉市植木 （図3の24地点〉（植木24地点〕

本地点でも長沼不整合を観察した。ここの長沼層は

厚さ50Cmの基底礁岩層と，その上位の厚さ12mの泥岩

層からなる。基底磯岩j留は径3C皿前後の 円礁からな

る。泥岩層には化石を確認することができなかった。

この地点より西方約200mlこある貞宗寺裏手の露頭

でも，不整合が観察できた。不整合面はほとんど水平

である。この地点の長沼層は24地点と同織に，その基

底部に厚さ約lOC皿の基底！徐岩層が認められた。礁は径

5 mm前後のチャートの円傑が多L、。基底礁岩層の上に

は，暗灰色の砂質泥岩層がみられるが，化石は認めら

れない。

藤沢市渡内（図3の26地点，図10)c渡内26地点）
およひe藤沢市高谷（図3の27地点） （高谷27地点〉

渡内では長沼層の泥岩j習がみられ，その上部には貝

化石が豊富に含まれる（図4の26地点のF9）。 この

地点から採取した主な貝化石は， コロモガイ Cance-

llaria sρengleriana DESHAYES, ヒメカガミガイ Do-

sinia sericea (REEVE）などである。

この泥岩層の上には， 凹凸のある境をも って扉風ケ

浦層が重なる。界風ケ浦層は下位より，層厚約50CIDの

砂泥互層，層厚約50～aocmの白色軽石層，層厚lmの

泥炭層，砂泥互層からなる。

高谷でも渡内でも同様に，長沼層のやや砂質の青灰

色泥岩層が見られ，その上部から貝化石を採取した。

（図4のF8〕その主なものは，エゾタマガイ Crypto-

natica janthosto押wides(KuRODA & HABE), セコボ

ラ，タマキガイ Gかcymerisvestita〔DUNKER), カズ

ウネイタヤガイ，スダレモシオガイ，フミガイ Vene-

ricardia ferruginosa (ADAMS & R&EvE）などである。

峰の下 （藤沢市村岡〕（図3の28地点〕（峰の下28地

図8 鎌倉市関谷（図3の21地点〕
昭和52年3月撮影。
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点〕

本地点は，現在の藤沢市村岡東三丁目の造成地であ

る。この地点の長沼層は基底磯岩！iiiを欠き，基盤の上
総層群（砂岩泥岩の互層〉の上に，j字。さ 3mの茶褐色

の粗粒砂岩層が重なる。 この砂岩層にはオキシジミ

Cyclina orientalis (SowERBY）， ヒメシラ トリMacoma

incongrua v. M ARTENS などが産出した（図4のF7 

地点〕。基底の砂岩層の上位には，数m以上の厚さを

もっ泥岩層が重なる。この泥岩層の下部には，厚さ30

cmの砂岩層が挟ま り， 渡内の切通しまで追跡できた。

長沼層の岩相

今回の筆者の調査から長沼！震の岩相は，大きく とら

えると下位よ り基底礁岩層，泥岩層，J沙1際岩層に分け

られる。

基底礁岩層： 本層は調査地域の中では東部の下倉田

2地点から滝ケ久保10地点，商部の中村23地点から植

木24地点，さらに峰の下28地点など14地点で観察でき

20 

図9 鎌倉市中村（図 3の23地点〉

ハン7ーの柄の部分が長沼層の基底軍事岩層

昭和52年3月撮影。

図10 藤沢市波内（図3の26地点〉

Pe ：泥炭層。 昭和50年3月撮影。

た。それによると磯岩層を構成する礁の大きさと種類

とに地域的な違いが認められる。すなわち， 最も北東

に位置する下倉田町では基盤の上総層群から由来した

径30C回以上の泥岩礁と，その聞を埋める径10～15CID大

の円機で特徴づけられる。滝ケ久保10,11地点では，

径が2～3cm大の円礁となる。これと同様な磯径をも

っ弾事岩層は西部地域の植木24地点てもも認められた。中

村23地点や植木貞宗寺では磯径は 5mm前後となる。さ

らに，調査地域の南西端である峰の下28地点では，基

底礁岩層は発達せず粗粒砂岩層となっている。

不整合商の形状は東部の戸塚区下倉田町，栄区飯島

町滝ケ久保付近では著しい凹凸を示すが，南西へ向う

に従い凹凸の商は徐々に平坦なものになり， 最南西端

の藤沢市村岡（1峰の下〉付近ではほとんど水平なもの

となる。

泥岩層： 本層は大塚（1938）の長沼層に相当し，そ

の模式地の長沼町貝殻坂を中心に発達する貝化石を型

富に含む青灰色の泥岩層であり， 下位の基底礁岩層の



上に重なる。東部地域5地点での観察では，本層は全

般に細かいj尼から成り ，乾くと灰白色，湿った状態で

は青灰色を呈する。本層の最も厚い所では厚さ18mと

なる。無層理のため走向，傾斜を測定するのが困難で

あるが，一般的に走向は NE～SW 方向，傾斜は NW

～NNW方向に10。未j前の緩傾斜を示す。西部地域で

は10地点で本層を観察した。その結果，田谷町から仲

之谷にかけては，東部地域と同様な岩相を示すが，調

査地域南西部の植木から村岡〔峰の下〉にかけてはや

や砂質となっている。本層の最も厚く発達する渡内付

近では約30mの層厚を示す。

本層中には厚さが最大15Cmにおよぶスコリ ア層が見

られる。このスコリア層は，黒色角際状の径2～3C皿

のスコリア粒から成り，部分的に密集する。風化に強

く，露頭では突出していることが多L、。 8地点で観察

した。調査地域のほぼ全域で観察でき（図4), 長沼

層の層序対比に有効となった。なお，このスコリア層

は満岡ほか （1977）のタヤスコに相当する。

本層から産出する貝化石は，基底に近い層準〔久保

7地点，峰の下28地点など），スコリア層の下位約5

mの層準（貝殻坂南方8地点，南谷9地点など〉と泥

岩層の上部の層準（豊田小6地点，渡内26地点，高谷

27地点など）より採取した。 これら採集した貝化石に

ついては次回に詳細に報告する予定である。

砂磯岩層： ；本層は前述の泥岩層の上に重なる茶褐色

の砂磯岩層である。 この砂磯岩層は大塚(1937）の田谷

砂l深層を含めたものである。東部地域では4地点、で観

察した。 その中で最も露出のよい豊旧小6地点では，

層厚5mであり下位の泥岩層より漸移する。岩相は

般に無層理で砂質部が優勢である。稀に小枝や葉化石

を含む。 西部地域では18地点で本層を観察した。田谷

町から仲之谷にかけては下位の泥岩層から砂質部を挟

んで漸移する。この地域の岩相は礁岩が優勢であるが

小糠まじりの砂岩となる。関谷では下位の泥岩層を欠

き，基盤の上総層群に不整合に重なる。本砂磯層の上

位はほぼ調査地域の全域で不整合で界風ケ浦層に被わ

れることを確認した。

まとめ

1 長沼層は 岩相から，下位よ り基底傑岩層， 泥岩

層，砂磯岩層に分けられる。

2 長沼層と上総層群との不整合の形態は東部では凹

凸が大きく，西部に向うにしたがって小さくなり，南

西部ではほとんど平坦化している。

3 基底磯岩層の礁は分布の北東部では10～15C回大の

円礁から成るが，南西部に向うほど粒径が小さくなる

傾向を示す。

4 長沼層の主体をなす泥岩層は，全般に青灰色を呈

し， 貝化石を基金富に含む。分布の東部では細泥，南西

部ではやや砂質となる。本層中には黒色のスコリア層

が挟在し，ほぽ全域で確認できた。

5 長沼層の上部を占める砂磯層は茶褐色を呈し，東

部では砂質部が優勢となり，南西部では機質部が優勢

となる。詳しく追跡検討すると側方変化が著しし、。

謝辞． 本論をまとめるにあたり， 発表の機会を与え

て下さり，原稿の校閲までいただいた神奈川県立博物

館松島義章先生，平田大二先生，また， 終始助言をい

ただいた国立科学博物館藤山家徳先生，さらに平素か

らいろいろと御教示いただいた斉藤報恩会自然史博物

館尾崎博先生，前埼玉大学新井重三先生に厚く御礼
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山北町日向付近の地質と地質構造

今 永 勇

Geological Structure of Hinata Area, Yamakita chδ， 

Kanagawa Prefecture 

Isamu IMANAGA 

は じめ に

この小文の調査対象は， 山北町東京電力山北発電所

から，日向の高瀬橋にかけての酒匂川河床及び沿岸に

露出する足柄層群最下部層の日向凝灰質砂岩泥岩層に

ついてである（図 1,2）。

足柄層群は，山北町城山を中心lこ北西lこplungeす

る背斜構造が発達し，調査した地域は，その背斜構造

の雨翼部にあたっている。同地域の西端の東電山北発

電所対岸では， N37°E,56°NWの走向 ・傾斜を示す

平山断層が背斜軸を切って存在する。調査地域外の背

斜構造北翼部で同斜構造を示すのに対し，調査地域で

ある南翼部は逆転したり， 破砕されたりして地質構造

が激しく乱されている。このような地質構造について

記載し，その成因について若干の考察を行なった。

調査地域の地質と地質構造

本地域の地質については， 山崎（1971），塩JIJ他

(1982）等の報告がある。東電山北発電所対岸にあら

われる平山断層については，山崎（1971）， 今永（1981),

伊藤他〔1982〕により研究されている。上盤側の瀬戸

際岩層は，酒匂川河岸沿いで走向約 N40°E，傾斜40°

～60°NWで同斜構造を示している。 一方下健側は，

断層から東の足柄橋まで約100mにわたって日向凝灰

質砂岩泥岩層の頁岩が露出し，断層から離れるに従が

ラン 卜に至る NNW-SSE方向の道路に沿う断続的な

露頭には，日向凝灰質砂岩泥岩層の砂質泥岩と粗粒～

中粒砂岩の数cm厚の互層が主に露出し，北から南へ上

位層があらわれ， N60°W,58。W,E-W，垂直，N55。

E, 85。N（逆転）と移り替る。砕石プラントの砂質泥

岩層は，主に東西性の小断層群により激しく破砕され

ている。

酒匂川河床 ・河岸の露頭は足柄橋から下流300～400

mの問途切れ，日向の高瀬橋上流約250m 地点から高

瀬橋までの聞に再び露れる。上流から下流に青灰色砂

質泥岩から安山岩質大礁からなる火砕岩が分布する。

青灰色砂質泥岩は， 厚さ 5C皿程度の褐色の細粒粗粒砂

岩層が約10～50C皿間隔てや泥岩に挟在し，稀に pebble

～cobble大の Greentu任磯からなる礁岩層を挟在す

る。 grading,load cast等から砂岩層の走向傾斜はほ

ぼ E-Wで60。～90°N傾斜（逆転〉か高角 S傾斜を

示す。火砕岩は安山岩の角礁が密に集合し，基質は黒

色泥岩である。火砕岩層中の細粒砂岩の薄層は N60°

70°E, 60°～70°Sの走向傾斜を示す。火砕岩層には沸

石脈の良く発達する斜長石質溶岩が挟在する。

足柄層群は高瀬橋より下流に露出せず，関本丘陵を

構成する堆積物が連続露出する。

考 察

って N13°E,65。W,N-S, 85°E （逆転）， N20°E30° 平山断層は， 神縄断層まで伸びているか明らかでな

W, N30°W50。W と変化する。また頁岩層に挟在す い。同断層は地蔵堂において NE SW走向の内川断

る厚さ 3～4mの普通輝石安山岩岩床は，NE-SW性 層（今永，1976）を切って変位させるとともに箱根古

の逆断層によりす断され，見掛け上東西方向に地層が 期外輪山噴出物の傾斜を垂直に変位させている（天野

短縮している（図3）。 他， 1984）。伊藤他（1982）は， 酒匂川東電発電所対

国道246号線の新樋口橋東端から城山首麓の砕石プ 岸の同断層を詳細に研究し 2万年前～1万年前の問の
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図1 足柄層群地質図と調査範囲 a：箱根古期外輪山噴出物 b：駿河磯
層 c：矢倉岳石英閃緑岩 d：巨磯角磯岩 e ：丹沢層群 Al-
A4：足柄層群（Al：日向凝灰質砂岩泥岩層 A2：瀬戸様岩層 A3:

畑砂岩泥岩層 A4：塩沢礁岩層〉

鉛直変位量が約7m，最近1万年間はほとんど活動し （図2）。

ていないことを明らかにした。同断層が足柄層群の摺 高瀬橋から約500m下流より南には，関本正陵を構

曲のi/il!J部を横切る付近は， 上盤側の士山層が西方へ同斜 成する主に軽石流からなるi乱積物が露出し，これより

構造を示しているのに対して， 下盤側の地層は，走向 南の足柄層群の構造は不明でみある。

・傾斜がともに不規則に変動している。しかし摺曲の 関本丘陵をつくる軽石流の分布と狩川の谷地形の伸

軸部から約500m南に離れた酒水の滝沢， さらに500m びの方向とを見ると軽石流が大量に流下するような原

南に離れた雁沢では，下級側の走向NE SW，傾斜が 地形は， NE-SW方向の内川断層と 調和的であり，

40°～80°W で激しい変形を受けていない。 内川断層の作った断層地形であると考えられる。しか

これらのことから平山断層の活動は，地蔵堂付近で し，軽石流i弘積後の内川断層の活動は，見いだされて

箱根火山古期外輪山噴出物に大きな変形を与え，また おらず（鈴木， 1963),（西島，1985）活動はなかった

足柄層群が NWに pl叩 geする摺曲軸部において強 のであろう。

く影響し地質楠造を大きく変形させた。また両地域の 足柄橋治、ら高瀬橋にかけての日向凝灰質砂岩泥岩層

間では，地層の傾斜と調和して，見掛け上の変形が現 の逆転，破砕された構造と，その変形の分布範囲から

われなかったものと考えられる。この影響を与えた時 みると，これらの構造は，平山断層運動により形成さ

期は，摺曲軸の形成後でl万年前以前と考えられる。 れたものではなく，地蔵堂付近から関本丘陵下に伸び

城山西麓の砕石プラントから高瀬橋にかけては，砂 ると推定される内川断層により形成された可能性が強

泥質岩層が破砕され，走向 NEEで傾斜は垂直から逆 L、。足柄層群のNWにplungeする摺I肋の翼部が内川

転し，周囲の走向 ・傾斜と考えあわせると足柄橋と高 断層の左横ずれ応力により引きずり破砕され変形した

瀬橋との聞に SW方向を軸とする背斜が推定される ものと推定される。そしてこの構造は約50,000年前以
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前に形成されたと考えられる。関本丘陵を造る軽石流 神奈川自然誌資料，〔2): 66. 

により南側の構造が不明であるため，あるいは， これ 伊藤谷生 ・上杉｜場・米沢 宏 ・狩野謙一 ・染野誠

らの変形がより大きな構造運動によるものである可能 ・森慎一 ・原因晶一 ・千葉達明 ・木村敏雄

性も否定できない。内川断層 ・関本丘陵についてさら 1982 平山断層（神奈川県 山北町〕の最近

に詳細な調査が必要である。 20000年間における非線形的な変位累積過程
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神奈川自然誌資料 (8〕：27～32,Mar. 1987 

神奈川県足柄上郡松田町猪越産菱沸石

加藤 昭・平田大ニ

Chabazite from Shishikoshi, Matsuda-machi, 

Ashigara-kami gun, Kanagawa Prefecture 

Akira KATO and Daiji HIRATA 

序 学組成に関する情報が必要である旨その理由について

菱沸石は理想化学組成式 Ca(Al2 Si4 012〕・6H20 説明した。

で与えられる沸石であるが，非常に幅広い化学組成変 報文作成に当たり，化学分析をされた国立科学博物

化を示し，特に Si/(Si十Al〕比の変化幅は0.59から 館松原聴博士，標本採集に協力された神奈川県立博

0.81の聞で（GOTT叫 01and GALLI, 1985），沸石と し 物館松島義章博士，現地の菱沸石に関する情報を提供

ては最も広いものである。彼らはその数値と成因との された無名会山本亮一氏に厚く御礼申し上げる次第で

聞に密接な関係のあることを指摘しており，彼らが熱 ある。

＊性菱沸石としてものの Si/(Si+Al）比は0.70より

小さく，これに対しi{fr積性菱沸石とされたものはこれ

より大きくなっている。しかし実際は0.70付近では両

方の成因のものが重複しており，このことを指摘した

PASSAGL!A and VEZZALINI (1985）は堆積性愛沸石で

この値の小さいものはイタリー産のもので，その地域

性と関係した岩石学的特徴の影響の可能性を論じてい

る。なお彼らは，この数値が菱沸石を三方晶系とした

場合の Coもと直線的相関性をもって変化することを

示した。

筆者らは神奈川県足柄上郡松田町猪越産の玄武岩質

組粒凝灰岩中に細脈をなして発達する菱沸石が，本邦

産のものとしては比較的小さい格子定数（ao=13.790, 

Co=l4.948A），特にc。を持つことを知ってその化学

分析を行い，Si/(Si+Al)=O.71を得た。わが国の菱

沸石としては，比較的大きい値である。この菱沸石が

(SEKI et al., 1969）の丹沢山地における変成分帯中の

沸石相に属する変成岩のうち，最低に次く変成度を持

つZoneIIとZoneIIIに含まれる岩石中に細脈をなし

て産することは，既に彼らによって報告されてはいる

が，鉱物学的諸性質については記載されていなかった

ので，ここにその化学組成及び格子定数について記載

し， この種の沸石の記述に際しては，鉱物名の他に化

産 状

産地は国鉄御殿場線松田駅の北北東直線距離約3km 

の地点で，国道246号線から寄方面へ通ずる道路を

1. 5 km程北西へ進んだ地点と中津川との聞の西向きの

斜面にある露頭（第1図〕からのものと思われる転石

から得られた。付近一帯は新第三紀中新世中期の丹沢

層群本谷層に属する塩基性から酸性の火砕岩類が分布

している（見上，1978）。これら火砕岩類は丹沢山地

に貫入した深成岩体を中心とした広域変成岩の作る変

成分帯の最も外側に位置し， 産地付近では沸石相に属

する変成作用を受けている（SEKIet al., 1969）。その

変成分帯では，産地は最も低変成度の ZoneIとこれ

に次いで低変成度の ZoneIIの境界付近に位置してい

る。この境界は濁沸石の出現によって引かれている

が，記載された菱沸石は ZoneII及び ZoneIIIに属

する 変成岩の中に脈としてのみ産するとされている

(SEKI et al., 1969）。

菱沸石は暗緑灰色粗粒部と細粒部とを含むやや不均

質な凝灰岩を切る無色ないし白色の細脈をなし，最大

幅2mm程度，空隙では最大径1mm程の菱面体の自形結

晶をなしている。鋭下で認められた凝灰岩の構成鉱物

は，量的に少ない方から輝石・赤鉄鉱・首長石化され
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た斜長石 ・鉄サボナイトなどである（第1図〕。なお

一部で濁沸石脈が菱沸石脈によ って切られている所も

観察された。

鏡下では，脈は菱沸石以外の鉱物を含まず，観察さ

れた脈は，幅O.lmrn程度，このr!rilJがーないし二個の結晶

で占められており，このような結品粒が脈の延長方向

に沿って速なっている。色は無色，複屈折は極めて小

さく，浸液法によって測定された屈折率は n=l.484, 

( + )2V～30。であり，分散は殆ど無い。 菱i'Jf；石の屈折

率はSi/(Si十Al）比が等しい場合には，（Na,K〕20の

量が Caoと比べて少ない程高くなることが指摘され

ており（PASSAGLJA,1970），この傾向は本産地のもの

についても成立している。

化学分析

化学分析は Link社製エネノレギ一分散型X線スベク

トロメーターを用い， H20以外の主成分について定量

された。結果を第 l表に示す。合計と 100%との差を

すべて H20として実験式を計算すると， Cao.76Nao・15

28 

1. 2. 

Si02 50,99 斗.26

Al 0 17.斗9 1. 72 
2 J 
Cao 8.斗7 0.76 

Na20 0.9J 0.15 

K2o 0.9J 0.10 

H20(diff.) 21.19 工工.82

total 100.00 

第1表神奈川県猪越産菱沸石化学分析値．

l.重量比 2分子数（計算基準 ：1!¥¥
水部の酸素原子の合計数＝12)

Ko.10 Al1.12 Si4・26012・5.91H20〔基準は無水部分の酸

素原子の合計数＝12）となり， Si/(Si+Al)=O. 712 

で，既に述べたように，GoTTARDrand GALLI (1985〕

の指摘した sedimentarychabaziteの持つ領域に入

ることになる。なお，分析は一つの脈から分離された

数個の結品について行われたが3 有意義な差は殆ど認

められなかった。
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第2表菱沸石のX線粉末回折値．
X線種 ：Cu/Ni. X線自記粉末回折計使用 1.菱

沸石.Fossil Canyon, California（第3表No.IO〕．

ao=13. 705, Co=14. 870A. GuDE and SHEPPARD 

(1966）による. 2.菱沸石．神奈川県猪越. ao= 
13. 790, Co= 14. 948A. 
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X線粉末回折値

双眼顕微鏡下で選別された試料について，X線粉末

回折計を用いて粉末回折値を得，格子定数を計算した

第2表にこれを示す。この表では， 今回記載のものよ

り更に Si02に富み，格子定数の小さい米国California

州SanBernardino County, Fossil Canyon産の菱沸

石の値と比較した。なお格子定数の計算は，むについ

ては〔440）から， c，については〔009）から直接計算

したが，これらを用いて指数づけしても 誤差は小さ

く， また 三方晶系からのずれは殆ど認められなかっ

た。従って，このものは光学的には三方品系より低対

称であるが，一応三方品系に属するものとして取り扱

った。 2. 927 
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第3図は公表された菱酒｜；石の c，と Si/(Si+Al〕比

の関係を示す図で，両者はほぼ直線的関係をもって変

化していることがわかる。なおここに採用した数値は

すべて最近の文献によるものであるが〔第3表〉，す

べて三方品系の格子に基づいたらである。 またこの

図の作成に先立って，金属イオンの磁類や量が Ciに

及ぼす影響を吟味したが，明瞭な関係は認められなか

ったので， ここでは化学組成変化の内，Si/(Si十Al)

比の変化のみに注目 した。

菱沸石型の〔Si,Al)5012の frameworkを持つ合

成の沸石については，陽イオンが単一種である場合に

は，Si/(Si+Al〕比の変化と単位格子の体積の聞に密

接な関係があり（PASSAGLIA,1978），この比の増大と

体積の縮小との聞には直線的な関係が存在するが，天

然物においては，これに対応する傾向はあるものの，

直線的関係は見られなL、。これは， 天然物の場合には

合成実験の場合より遥かに変化に富んだ条件の産物が

含まれており， 当然 Siと Alの orderingの程度に

も色々な段階のものがあることが予想され，これが単

位格子の体積に直接影響しているものと判断される。

考察

菱沸石の変成鉱物としての産出については，深度に

よって変化する沸石類の組み合わせを持つ菱沸石を含

む堆積岩の存在は知られているものの，それが実際に

渉ll石相に属する変成岩の変成鉱物として考えられては

し、ない （GoTTARDIand GALLI, 1985）。今回のもの

は，濁沸石の生成されている火砕岩を切る脈として作

られているので，物質の移動を伴っていると考えなけ

ればならない。即ち，菱沸石の生成領域の中のある温

度 ・圧力条件下の物質の移動に関係した産物というこ



番号

記号 産地 三L _Al_ 主丘主土但i~ i斗主L 文献

1 Casal Brunori, Italy 7.05 4.93 0.588 13.773 15.389 1) 

2 Acitrezza, Italy 7.40 4.53 0.620 13.683 15.165 1) 

3 Vesuvio, Italy 7.60 4.37 0.635 13.849 15.165 2) 

4 国賀｛島根） 7.77 4.28 0.645 13.790 15.065 3)' 4) 

5 Bagnoregio, Italy 8.29 3.66 0.694 13.815 15.021 5) 

6 Melfi, llaly 8.39 3.58 0. 701 13.804 15.041 5) 

7 Stigl iano, Italy 8.45 3.58 0.702 13.807 15.008 5) 

8 Riano, 1 taly 8.46 3.49 0.708 13.808 15.033 5) 

9 S. Mango sul Ca lore, Italy 8.78 3.22 0.732 13.788 14.993 5) 

10 Fossi I Canyon, California 9.51 2.46 0.794 13.705 14.870 6) 

11 Grant Co. , Oregon 9.65 2.31 0.807 13. 721 14.795 7) 

十 猪越（神奈川） 8.52 3.44 0.712 13.790 14.948 本研究

文献：

1) Passagl ia (1970). 2) De Gennaro e Franco 0976). 3) Ti ba and Matsubara 0977). 

4）加藤0987).5)Passaglia and Vezzalini0985). 5)Gude and Sheppard0966). 

7) Sheppard and Gude 0970) . 

第3表 菱沸石のSi量，Al量（基準は無水部の酸素原子の総数＝12),Si/(Si十Al）比および裕子定数

とになると，これは変成鉱物というよりもむしろ統成 0.774），輝沸石（0.740-0.812）および剥沸石（0.734

作用の産物という方がふさわしいことになる。 0.772）のようで，輝沸石の一部を除いて菱沸石の

実際菱沸石としづ種は沸石の中でも， framework 変化幅の中に含まれることになる。一方，菱沸石の

内の酸素の総原子数の割には多量の H20を含んでい H20 含量変化幅は，これらの種の幅より広L、。即ち，

る。従って，その生成に際しては充分に高い静水圧を framework内の酸素の総数を12として H20の分子

期待しなければならない。 数は Go・1"rARDTand GALLI (1985）によって引用され

GoTTARDI and G企LLI(1985〕のいう sedimentary た分析値によれば，4.6から 6.6の間に入り， Si/(Si

chabaziteが hydrothermalchabaziteより高い Si02 +Al）比の大きいものでは小さい傾向がある。上記＝

含量を示すということは， 一つの可能性としてこのよ 沸石について同じ基準で H20の分子数を求めると，

うな組成のものの生成が hydrothermaloriginのも それぞれ4.3-5.4,4. 1-4.5および3.6-4.lとなる。

のより低温条件下に限られるということである。しか Si/(Si+Al）比と H20の両方でほぼ近い数字をもっ

し，これを実験的に確かめることはまだなされていな ている菱沸石と束沸石の化学組成を比較すると，前者

い。このことに関連して言及する必要のあることは， は KzOに富んでいることがわかる。

類似組成のいくつかの沸石，特に束沸石 ・輝沸石 ・剥 これらのことを考慮に入れると，沸石相に属する変

沸石などとの関係である。即ちこれらの Si/(Si十Al〕 成岩を構成する沸石の内，濁沸石は確実に変成鉱物と

比〔実燦にはFe3＋も加えるべきであるが量が少ないの して取扱い得るとして，より低温側におけるこの沸石

で除外）は，たとえば GoTTARDIand GALLI (1985) の代替物は， 今回の場合はむしろ束沸石あるし、は輝沸

によって引用された分析値によると，束沸石（O.706一 石である（SEKIet al., 1969). とすると菱沸石はL、
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かなる；場合に生成されるか，そして変成鉱物と しての

産出の可能性はあるかどうかということを考え，それ

をも って今回記載されたものの成因としなければなら

ない。

菱沸石は白形結晶と して産出することが極めて普通

の沸石である。また既にのべたように，類似組成の出｜；

石類に比ii安して多量の H20を合んでいる。この二つ

の事実と産状とを結び付けると，菱沸石はその生成に

当たっては液体の形での H20の存在を必要とし， そ

第2図菱沸石脈の顕微鏡写真玄武岩質の岩石

片を切るもの．中央無色部は曹長石．点

在する灰色のものは鉄サボナイ ト． 単ニ

コノレ．視野幅左右約2mm. 

c。

15.40 ． 
1. 

15.20 ．． 
2. 3. 

It 

'1. 

15.00 

14.80 

の結品化の最終段階にいたるまでそれが失われること

がなかったのではないかということが考えられる。実

際多くの菱羽｜；石の産地において，このものは空隙ある

L、は脈の中で沸石として最終生成物である場合が殆ど

である。勿論こうしたことは必要条件であって 卜分条

件ではないと恩われる。これが， sedimentarychaba-

ziteのみについて言えることなのか，あるL、は hydro-

thermal chabazit巴についても言えるものなのかは明

らかでないが，少なくとも今回のような沸石相に属す

る変成岩の場合には十分起こりうることであろう。

菱沸石は理想化学組成式市、ら見れば濁沸石に二分子

の H20が加えられたものであるが， 実際にはこのよ

うな場合の菱沸石は金属イ オンの内容の変化，とくに

イオン価の総和の減少の他に Si/(Si+Al）比の増加

がなければならない。濁沸石の代替物として， 更に低

温低圧条件下で生成される割｜；石として菱沸石よりも束

沸石あるいは輝沸石が選ばれるのであれば，それに対

してはこのような 定量的なことより定性的な現象，

例えば K20の不足といったことも原因となるかも知

れない。また その生成の際 Si/(Si+Al）比の大きい

沸石が生成されるためには， 岩石全体として Si02に

過剰でなければならない。但し 沸石相の場合の Si02

の過剰か否かの判定の基準は，例えば造岩鉱物の鉄苦

土鉱物の場合の金属イオンと珪素の比1: 1とは明ら

かに異なる。今問題にしている濁沸石の場合は Al:

nu －
 

FL

・－
7・1 。

9. ＋ 

． 
10. 

－ 

11. 

0.60 0.65 0.75 0.70 0.80 Si/(Si+.叫）

第3図 菱沸石の Si/(Si+Al）比と c。との関係．図の番号は第3表のものと同じ．
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Si～1:2であるので，これを一つの目安としている。 California. Amer. Miner., 51 : 909-915. 

一方菱沸石の変成鉱物と しての存立については，今 加藤間 1987 鳥根県隠岐郡西ノ島町国賀産沸石類

まで述べて来た事項に基づく限り否定的である。先に の化学組成．ゼオライト（印刷中〕

も述べたように，菱沸石の生成に際しては十分な水が 見上敬三 1978 丹沢山地とその前山，地質．神奈川

液体の形で必要ではないかと考えられ，これが事実と 県史各論編4自然，116189. 

すれば菱沸石は特に沸石相の変成岩中では脈として生 PムSS止GLIA,E. 1970 The crystal chemistry of 

成するのが当然であり，そうすれば先ずその溶液に浴 chabazites. Amer. Miner., 55: 1278-1301. 

解している物質の移動を考えなければならな くなり， PASSAGLJA, E. 1978 Lattice constant variations in 

変成鉱物として取り扱えなくなるからである。 cation exhanged chabazites. In L. B. Sand 

なお今一つ注目に値する事実に言及しておく。 それ & F. A. Mumpton〔ed.〕NaturalZeolites. 

は， 菱沸石と共存するがI＼石はかなり種類が限定され， Pergamon Press, Oxford, 45 52. 

とくに濁沸石との共存は今回のような脈同士の切れ合 P.¥SSAGしIA,E. and G. VEZZALINI 1985 The crystal 

い以外には報告が無いことである。これは火山岩の空 chemistry of zeolites in sedimentary de-

隙などにおいても同様であって，この説明のためには posits of Italy. Contr. Miner. Petro. 90 : 

いくつかの情報とくに渇沸石の生成条件あるいは生成 190-198. 

領域に関するものが必要であるが，これが十分でない SEKI, Y., Y. 0KJ, T. MATSUDA, K. MIKAMI and K. 

現在では，注目は出来ても説明出来ない部分の方が多 OKUMURA 1969 Metamorphism in the 

Tanzawa Mountains, central Japan (I). 

Jour. Japanese Ass. Miner. Petro. Econ. 

文 献 G巴ol.,61 : 1 24. 

D巴GENNARO,M. e E. FRANCO 1976 La K-cabasite SHEPPARD, R. A. and A. J. GunE, 3rd 1970 Calcic 

di alcuni“Tufi de! Vesuvio”Rend. Accad. siliceous chabazite from th巴 John Day 

Naz. Lincei, Classe Sci. Fis. Mat. Nat. Ser. formation, Grant County, Oregon. U. S. 

8, 60 : 490 497. 175-192. Geo!. Surv. Prof. Pap巴r.550D : D50 D55. 

GoTTAHDT, G. and E. GALLI 1985 Natural Zeolites. T.BA, T. and S. MATSUBARA 1977 Levyne from 

Springer-Verlag, Berlin. Dδzen (Oki Islands), Japan. Can. Miner., 

GunE, A. J., 3rd and R. A. SHEPPARD 1966 Silica- 15 : 536-539. 

rich chabazite from the Barstow forma （加藤昭：国立科学博物館・平田大二：神奈川県立

tion, San Bernardino County, Southern 博物館〉
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神奈川自然誌資料 c 8) : 33～36, Mar. 1987 

中津層群から産出したホホジロザメ

の歯化石について

松島義章

A Shark Tooth Remain of Carcharodon from 

Nakatsu Group, Kanagawa Prefecture 

Yoshiaki MATSUSHIMA 

丹沢山地の東縁を南流する相模川と中津川沿岸に 標本番号 ：KPMG 6595 

は， ！鮮新一更新統の中津層群が分布する。本層鮮から 本標本は歯恨の大部分と前後切縁の歯根付近をわず

は保存の良い良化石や有孔虫化石の産出することで早 かに欠く。歯の形は後切縁の方向にやや傾斜した正三

くから知られてきた（たとえば，鈴木，1932，中世古 角形に近い。さらに切縁の鋸歯の大き さが切縁全体に

・沢井，1950，小島， 1955など〉。先ごろ， 本j菌群の わたってほぼ等しい（咳頭付近はやや小さしつことな

下部層準から貝化石と一緒にホホジロザメ，ヨロイザ どの特徴からホホジロザメ属のものに同定される。こ

メなどの歯化石が産出した（上野 ・松島，1974）。 さ れは， t野 ・松島（1979）によればホホジロザメ右上

らに，甲殻類のオオグソクム~の・種〔旅JlJ' 1982) 顎の第5～7番目の歯にあたるものと判断した。

やフ ジツポ類の化石（山口，1987）なども明らかにな 木標本について，前切縁はほぼ中央部でわずかに湾

ってきて，本層群にみられる海生生物の様子がだんだー 入する。I佼頭頂から歯頚前端聞の距離は約401Il11l（実測

ん明確になってきた。今回，新たに本層鮮の上部層準 可能な部分が37肌）である。後切縁は歯根に近い約%

よりホホジロザメの歯化石が得られたので，ここに記 の部分でゆるやかに湾入して末広がりに歯根に達して

載し，中津層群における海生生物相を知るためのー資 いる。l佼頭頂から歯頚後端聞の距離は約341Il11lc実測可
料としたL、。 能な部分が31皿〉である。鋸切数は約37〔欠損部分を

3とした〉である。歯冠外側面はほぼ扇平で，外側へ

化石の記載 わずかに屈曲する。歯根付近には5～6本のしわのよ

記載するホホジロザメの歯化石は，神奈川県愛甲1m うな浅い潜がある。吹頭頂から歯頚の中央まで計測し
愛川町中津六ツ倉の県道際のシノレト岩周から採取され たエナメノレの高さは，外側が30.41Il11l内側が29.Ommであ

たものである。 る。内側面は中央が盛り上り，咳頭頂に向ってゆるや

軟骨魚類 ClassChondrichtyes かに減じる。実測可能部分の歯冠の幅は28.9四，｜歯冠

ネズミザ メ目 OrderLamniformes 

ネズミ ザメ科 FamilyLamnidae 

の最大の厚みは6.21Il11lであり，歯根の厚みは6.5四で

ある。

ホホジロザメ属 Genus Carcharodon 以上の測定値をもとに，現生標本の歯のエナメノレの

ホホジロザメ Carcharodon carcharias (LTNN 高さ と全長の比から，本標本を保持していた個体の全

AEUS) 長を算出すると，約4m前後の全長であったと思われ

産 地：神奈川県愛甲郡愛川IIIJ中津六ツ倉 る。

士山 層 ：中津層群大塚層 （!To,1985) 

採集 者 ：平出恵子（愛川町立菅原小学校六年）楳 産出地点の地質概要

本は神奈川県立博物館iこ寄贈〉 化石の産出地点は， 図1に示すように相模川の中流

採集年月 ：1985年7月13日 の右岸側， 愛川町小沢の高田橋から下流の厚木市上依
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図2 愛川町中津六ツ倉〔×印 5）から産出したホホジ

ロザメの歯化石（現寸大）

は，第1' 2図の有孔虫化石資料採集地点28であり， また，山田勲氏には，日頃から中津層群について詳し

層位と岩相は中津層上部の大塚凝灰質泥岩である。小 ' 、情報を提供いただいた。末尾ながら心から御礼申し

島 (1955〕では，第1' 2図，第2表の貝化石産出地 上げる。

点15（愛甲郡中津村六倉北方の突角〉であり，層位と

岩相は中津累層上部の大塚凝灰質シノレト岩層の上位， 文 献

六ツ倉凝灰質シノレ ト岩亜層となる。最近の !To(1985) 勝山家徳 1982 新生代 昆虫類 （2) 甲殻類 G芝脚

の研究では，Fig.3の調査地点 Loc.14であり，庖位 類，等脚類〉 ・クモ類.I篠山家徳，浜田隆士，

と岩相は中津層群上部の大塚層である。以上のことか 111際延夫監修 学生版日本古生物図鑑．北隆

弘本地点は中津層群の上部層準に位置することが確 館，東京.368-369. 

められた。 I-ro, M. 1985 The Nakatsu Group : a Plio・Pleisto・

中津層群のサメ類

図lにこれまで明らかになったサメの歯化石の産出

地点を示す。Loc.l～4 (x 印1～x印4）は， 上野・

松島 (1975〕が報告したホホジロザメ，ヨロイザメ，

メジロザメ属の一種の歯化石の産出した地点である。

その層準はすべて中津層鮮の下部層準のものである。

今回のホホジ．ロザメの歯化石〔x印5〕は，上述のよ

うに中津層群の上部層準より得られている。 したがっ

て，これまでに中津層群から産出したサメの化石の点

数は，まだ非常に少ないが，大胆に推測して本層群の

堆積した海域には，常に暖海に分布する外洋性のホホ

ジロザメが生息していたことを示唆する。この点につ

いて，今後新しい資料が加わればさらにはっきりする

であろ7。

謝辞：この小文を記すにあたり， 愛川町ー中津の平出

恵子氏には採集された貴重な楳本を寄目郎、ただいた。

cene transgressive nearshore to slope se-

quence embracing multiple slump scars 

in southeastern margin of the Kanto Ma-

untains, central Honshu, Japan. ]our. Ge-

ol. Soc. Japan, 91 : 213-232. 

小島伸夫 1955 中津累層に含まれる貝化石群につい

て． 地質学雑誌，61: 449-456. 

中世古幸次郎 ・沢井清 1950 中津層の化石有孔虫

群について．地質学雑誌， 55: 205-210. 

鈴木好一 1932 神奈川県厚木町北方の鮮新統（ー，

二〉．地質学雑誌，39: 49-70, 97-132. 

上野輝弥 ・松島義章 1975 神奈川県北部の中津累層

（鮮新統上部〉産出ホホジロザメ， ヨロイザ

メなどの化石について． 神奈川県立博物館研

究報告（自然科学）， (8) : 41-55. 

山口寿之 1987 日本のフジツポ類の時空分布．日本

古生物学会年年会講演予稿集，16-17.

（神奈川県立博物館〉
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追記：本文の脱稿後，山田勲氏より中津層群から新 歯の形態から判断してホホジロザメの歯と考えられる

たにみつかったサメの歯化石が届けられた。標本は柏 が， 詳細については別稿にて報告する予定である。今

雅偉氏〔厚木市下荻野）が愛川町小沢室久保， 高田橋 回この標本が加わったことにより，中津層群では 3属

の上流約200m地点，相模川右岸の中津層群の露頭よ 3種6標本のサメ類化石が明らかになった。なお，本

り採取した〔1985年9月22日）ものである。サメの歯 襟本は神奈川県立博物館に寄贈された。貴重な標本を

化石の産出層準は，中津層群最下部の砂岩層である。 寄贈し、ただいた柏雅偉氏に心から感謝する。
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神奈川自然誌資料 ( 8) : 37～40, Mar. 1987 

横浜市内沖積層産の貝化石と泥炭の 14c 年代

松島義章・山口佳秀

Radiocarbon Ages of the Molluscan Fossils and Peat 

from the Alluvial Deposits in Yokohama City 

Yoshiaki MATSUSHIMA and Yoshihide YAMAGUCHI 

はじめに

先に，筆者らは横浜港付近に分布する沖積層から産

出したニホンジカ化石と貝化石について，自然誌資料

6に報告した（山口 ・松島， 1985〕。

今回， この調査の際採集した員化石と泥炭を使っ

て，それぞれの 14c 年代測定をおこない，その絶対年

代が明らかになったのでここに報告する。この年代資

料は，今後，横浜港の南西方面に広がる大阿川低地の

沖積層を解明するのに，大いに貢献すると思われる。

本稿をまとめるにあたり，ボーリング資料の提供と

貝化石の採集に御協力いただいた熊谷組横浜支店カネ

オカピノレ作業所の芝田吉之所長代理をはじめ作業所の

方々に深く感謝する。 14c 年代iJllJ定は学習院大学理学

部の木越邦彦教授にお庫品、した。なお，本研究に使用

した費用の一部は，昭和60年度文部省科学研究費補助

金一般研究 （C）課題番号60540511による。

14c 年代測定値

試料 （1〕

測定値 ：11,380± 220 y. B. P. (9, 430 B. C.〕

測定番号 ：GaK-12107

測定者 ：木越邦彦 （学習院大学理学部）

測定試料 ：泥炭（peat)

採集者 ：竹本梨，園田喜積

採集日 ：1984年7月6日

採 築 士山： 横浜市中区太田町6丁目79番地カネオカ

ヒソレ，北緯35°26’45ぺ 東経139°38'28ぺ 地表か
ら37.15～37.45m下方の海抜一34.75～－35.05m 

試料の産状 ；試料はボーリング調査で明らかにされ

た泥炭層である。海抜－34.6～ 36.3mに分布す

る泥炭層で，その厚さは 1～1.7 mあり， 黒灰色

から暗灰色を呈する。泥炭層直上の地層は，砂質

シノレトからなり，腐植物と貝殻を合む海成層であ

る。明らかになった貝の種類はヒメシラ トリMa-

coma incongrua，ムシロガイNiothalivescensで

ある。一方，泥炭層直下の地層は， cobble大の円

礁からなる！深層で，その中からイ タヤガイ Peeten 

図1 14C年代測定試料の産出地点
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図2 沖積層の層序断面と HC年代測定値及びニホンジカ下顎骨産出地点
1；砂礁 2，シルト 3；腐植物 4；貝化石 5，細砂岩 6；ニホ
ンジカ 7; 14C年代測定値

(Notovola〕albicans，アカニシ Rapanathomasia-

na，礁に固着したオオヘビガイ Seゆulorbis( Cla-

doρoda〕imbricataとニホンジカ Cervusnzρρon 

の下顎骨が得られた（山口・松島， 1985〕。貝化

石の産状と層相から推定して，この際層も海成層

であることが判った。

試料（2〕

測定値： 2,180土lOOy.B. P. (230B. C.) 

測定番号： GaK-12108

測定者：木越邦彦（学習院大学理学部〉
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測定試料：ハマグリ Meretrixlusoria〔R凸DING]

採集者：松島義章・山口佳秀

採集日： 1984年11月7日

採集地点：試料〔1〕と同地点，地表から 4.5m下方

の海抜 2. lm 

試料の産状：試料はヒツレ建設工事に伴い地表から深

さ5mまで掘り下げられた露頭より産出したハマ

グリである。 cobble大の 円礁を主体とする 厚さ

約13mの上部砂際層上部層準から得られたもので

ある。このハマグリは，砂際層中にレンズ状に扶



図3 上部砂層中のみられる貝殻層

在する長さ 1.5 m厚さ lOC皿前後で，マガキ Cra-

ssostrea gigasを主体とする貝殻層から採取され

た。この貝殻層から明らかになった貝類は，オオ

ヘピガイ，スガイ Lunellacorona/a，イシダタミ

Monodonta labi co明tusa, タマキピ Littorina

breviculaなどの巻貝13穫，マガキ， ハマグリ，

アサリ Tapes(Amygdala) philippinarum，カガ

ミガイ Phacosoma jaρonicaなどの二枚貝12種

の計25種である（山口・松島，1985）。これらの

貝化石は，岩礁ないし岩礁底に生息する種と内湾

の砂泥地に生息する種が共産する。しかし，貝殻

の保存状態や各種の産状から判断して，大部分の

ものは現地性あるL、は生息地からほとんど移動し

ていない場所で堆積したものと考えられる。

なお，本地点における海成層の上限は，この上

部砂磯層の上限と一致し，海抜－ 1. 5 mである。

この海成層の上には江戸時代末から明治時代はじ

めにかけておこなわれた埋立による砂際層がみら

れる。

14C年代測定値の検討

調査地点の沖積層は，図2のように約42mの層厚を

示す。本層は層相から，上位より厚さ約13mの上部砂

層，厚さ22～23mの中部シノレ ト層，厚さl～1.7 mの

下部泥炭層と厚さ約3mの最下部砂採層となる。 14c

年代測定試料は，上述のように下部泥炭層の泥炭と

上部砂礁層上部層準から得られたノ、マグリである。日月

らかになった測定値は11,380土22014C年前（GaK-

12107）と2,180土10014C年前（GaK 12108）であり，

それぞれの地層の形成年代を示すものといえよう。

すなわち，下部泥炭層の約11,400年前の年代は，更

新世最末期を示すもので，これまで横浜港付近の沖積

層より明らかにされている 14c年代測定値（松島，

1979 ; Ota et. al., 1981）の中で最も古い値である。

先に筆者らは， 最下部砂磯層と本泥炭層について，更

新世最末期の海成層とそれを覆被する汽水性ないし泥

炭地性の±jt積物として， 東京の下町に分布する七号地

層（青木・柴崎，1966〕と同時期に形成された地層で

あると考え対比してきた。この対比は，層位的にだけ

ではなく，14c年代測定値のうえからも正しいことが

証明された。

一方，上部砂磯層上部層準の堆積年代は，間接的な

資料として， 産出した正確な資料としておさえられな

いが，貝化石とほぼ同じ層準よ り産出したと考えられ
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る古邸時代前期の五領式土器片から推定して，約1,500

年前以降のものとした。さらに，木地点から東方に約

400 m/1jlfれた中区海岸通りで，上部l沙礁周よ り得られ

た貝化石の測定値 1,560士9014C年前（GaK-2545〕

（松島，1973）からも，約1,500年前ごろに形成された

堆積物と考えてきた。しかし， 今回の測定値は約2,200

年前であり， これまでの推定値より約700年ほど古

い。この上部砂礁層は，その分布からみて横浜港の南

西側に広がる古大岡湾（松島，1973; 1979，現在は埋

立られ大岡川低地となっている〉をききぐように形成さ

れた砂11tljの本体をなすものである。この砂吻は山手，

本牧の台地の縁から北西方向の沿岸流により運ばれ堆

積した砂礁からなり，1859年の横浜港開港当時には，

まだその姿はみられた （復興局建設部， 1929；岩田，

1973）。 このことから推定して， 上部砂J深層は最も新

ぃ、時代まで形成されていたことを示し，特に約2,200

年前から 1,500年前にかけて上部庖準の堆積が著しか

ったことを物語るものであろう。

まとめ

横浜港の南西側に分布する沖積層から得られた泥炭

と貝化石を用いて 14c 年代測定をおこなったところ，

下部泥炭層の泥炭は 11,380土220HC年前（GaK-

12107〕，上部砂機層の上部層準のハマグリは 2,180士

100 14C年前（GaK 12108〕とLづ年代値が明らかに

なった。これらの年代値と層序から，本地点付近の最

下部隊層と下部泥炭層は更新世最末期に形成された地
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層で，東京の七号地層に対比されることがわかった。

一方，上部砂｛深層の上部層準は約2,200年前から約

1,500年前にかけて形成された砂l暁の堆積物であるこ

とがわかった。
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神奈川自然誌資料 ( 8) : 41～44, Mar. 1987 

ウシオツメクサ属の帰化種，ウシオハナツメクサ

大場達之

A Naturalized Species of the Genus Sρer gularia. 

Tatsuyuki 0HBA 

A naturalized species of the genus Spergularia established in central and southern Japan 

since 1949, has b巴巴nconsidered as Sρergularia salina by many J apanease florists. However, 

it has been definitely shown by the author that S. bocconii has been confus巴dwith Japanease 

native Spergularia saliηa. 

東京湾沿岸の埋立地や，河口部などの塩分を含んだ 名古屋市の町中で記録しているように，その生態から

土地に，植物体全体に腺毛が多く， j炎紅色の花を着け して本州、｜中部以南にも時折は発生するものと推測でき

るウシオツメクサの 種が，かなり普通に見られ，今 る。しかし神奈川県植物誌の調査ではまだ見つかって

回の神奈川県植物誌調査でもあちこちから採集されて いない。大井：日本植物誌でIi, 吹海岸の湿った砂地

L、る。この植物はウスべニツメクサ （新版千葉県植物 にはえる”とあるが，これは間違っている。ヨーロ ッ

誌，宮脇ほか 1975など〉と呼ばれていることが多い パにおいてもウスべニツメクサは内陸の人為的環境に

が，ワシオツメクサ（長田1976，浅井ほか1986など） みられ，むしろ乾いた砂質の土地を好む。ウスベニツ

とされていることもある。 長田1976には良い図があ メクサは托葉が離生して，長く，先端は細かく裂ける

る。ただし名前はウシオツメクサとなっている。著者 こと， 業は葉肢に短い無花枝があるために数枚の葉が

はかつて白木の海岸植生を調査した経験から，これが 一節に集まって着くこと，花弁は基部から先端まで淡

ウシオツメクサとは異なるもので，またウスベニツメ 紅紫色で，雄しべが10本あることなどで，問題のウシ

クサとも全く違うものであることに気付き， Spergu- オハナツメクサと区別できる。

!aria bocconii〔ScnNEELE〕AscnERE.et GRAEBN.では ウシオツメクサ（オニツメクサ〕は，北海道の塩湿

ないかと考えて，ネハリシオツメクサと仮称し神奈川 地にかなり普通にみられ，アッケシソウやチシマドジ

県植物誌調査会の標本もその名前で整理していた。し ョウツナギなどのあるところには大抵生えている。そ

かし一般には相変わらずウシオツメクサやウスベニツ の生態はアッケシソウにやや似ていて，チシマドジ ヨ

メクサと誤られているようなので， 改めて調べ直して ウツナギなどの多年生の塩湿地草原のあいだの，裸出

みたところ，この植物に対してはすでに桧山庫三氏が した泥土上に， 単独で小群落をつくることが多い。ま

1949年に， 江戸川放水路での採集品をもとにウシオハ た標本によると，かつては本州から四国，九州にかけ

ナツメクサの名を与えていることを知った。 ての塩湿地にも広く分布していたらしい。また千島，

ウスべニツメクサ csρergularza仰 bra(LINN.) PR- 朝鮮半島，中国の北部にも分布する（図1〕。
ESL.）は，北半球の温帯に広く分布する植物で，わが ウシオツメクサとウシオハナツメクサとの相違点を

国では北海道，東北地方などにしられ，駅の構内の石 挙け、ると次のようになる。

炭がらを敷いたところや，乾きやすい路上などの人為 ウシオツメクサ 茎および葉はおおむね無毛で，時

的な環境にみられ，明治以降の新しい帰化植物である として花序部の茎や葉に脱毛があるものがある。花序

ことは間違し、ないと考えられる。最近， 井波一雄氏が はあまり枝分かれせず，もし分校があれば狭い角度で
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図1

＼ 
図2 ウシオハナツメクサの花，花弁は淡紅色で

あるが基部は白色である。川崎市六郷。

図3 ウシオハナツメクサの花序。花は片方に偏
I O醐 って着く。

図4 A.ウシオノ、ナツメクサ（Jf11/1崎市六郷産）と B，ウシオツメクサ（北海道網走卯原内産〉の花序上部．

ウシオハナツメクサでは花序上部の葉が短く ，托業と合着する。
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斜上する。葉の断面は上面が凸状。葉は上部に至るま が混在する点も同じである。ウシオツメクサは満潮時

で長く，花序の葉は花柄より長い。最上部の葉でも托 に冠水するような湿った所だけにみられるが，ウシオ

葉と合着することはない。琴は長さ3～4.5 mm。花弁 ハナツメクサは，塩分のある水溜りから，かなり乾い

は白色で時に先端が淡紅色を帯びる。果実は長さ 4.5 た所にまでみられ，湿った所のものは，葉が長く多肉

～6 mmで琴より明らかに長く超出する。 質で，ウシオツメクサに良く似た姿になるが，上記の

ワシオハナツメクサ植物体の下部を除き，茎およ 特徴で容易に識別できる。

び葉は密に腺毛がある。花序はしばしば校わかれし， ウシオハナツメクサは戦後日本にひろがったものら

枝は広い角度で開出する。葉の断面は上面が平凹であ しく，著者がみた標本で最も古いのは，上記桧山庫三氏

る。花序部の葉は短縮し，花柄よりも短く，花序は総 の1949年のものである。これが日本在来のウシオツメ

状にみえ，花はー側に偏して着く。花序上部の葉は托 クサとは全く別の種類であることは明らかであるが，

葉と合着する。 琴は長さ 5～6mm。花弁は基部白色で その学名を定めるのはかなり困難である。もっとも近

先端に向かつて次第に首長L、淡紅紫色。果実は長さ 5.5 いのは南ヨーロッパ原産で，北アメリカの一部にも帰

～6.5肌で琴より僅かに長い。 化している Sperugulariabocconiiであるが，これは

このほかウシオハナツメクサでは琴片と琴片の基部 Flora Europaeaなどによると，雄しべが10本あるこ

接合部あたりに，はっきりとした濃紫点があることも とになっている。しかるにウシオハナツメクサでは雄

特徴のように恩われるが，この特徴は標本では失われ しべは 3～5本である。またヨーロッパなどの各種フ

ていることが多い。種子は両者とも褐色で腺毛があ ロラをみると， Sperugulariabocconiiの記載には互

り，大きさも大差ない。また時に膜質の翼のある種子 いに矛盾する点も少なくない。例えばZohary: Flora 

ζコ~

図5 ウシオハナツメクサの日本における分布。その地域における最も早い採集記録年を付加しである。

己証ク
44。

図6 ウツオツメクサの日本における分布。
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Palaestinaでは勾ergulariabocconiiの図に雄しべ この報告には， 国立科学博物館，神奈川県立博物

が5本になっているといったぐあいてやある。また Flo- 館，神奈川県植物誌調査会の標本を参照した。

ra of the British Islesによれば海岸の乾し、た砂地や

岩場に生えるとある。しかし茎葉の脱毛の多さ，偏側 文 献

生の総状花序，琴片よりわずかに長い朔果，などのウ 浅井康宏 ・飯泉優・加藤｛喜重 ・山田隆E主 1986 続

シオハナツメクサの特徴は Sρergulariabocco削 ilこ 江東区の野草.P. 37. 

もっともよく一致する。 CLAPHAM, A. R., T. G. TU'l'IN & E. F. WARBURG 1962 

桧山1949i;J:，ウシオハナツメクサはウシオツメグサ Flora of the British Isles. 2 ed. 258-261. 

に似ているが少し大形であるとしており，学名にSper FRTEDLICH, H. C. 1979 Caryophyllaceae, Hegi, G. 

gularia marina GmEsEBACHをあて，欧州原産とし Illustrierte Flora von Mitteleuropa Bd. 3, 

ている。これは HARA1937が，日本のウシオツメク Teil 2 : 782-789. 

サはヨーロッパの S戸ergulariasalina (S. marina〕 HARA, H. 1937 Observationes ad Plantae Aaiae 

ではなく ，それよりも主要が小さく，花序の葉が長いと Oriental is 13. J ourn. J ap. Bot. 13 : 171ー

して， Spergula打。 salinavar. asiatica HARA （のち 178. 

に Spergulariamarina var. asiatica (HARA) HARA HITCHCOCK, C. L. & J. R. CRONQUIST 1971 Vas-

と組かえ）という名を与えたことを受けたものであろ cular Plants of the Pacific Northwest. pt 

う。 Sρergulariamarinaとウシオツメグサの関イ系は， 2. 296-302. 

北アメリカの S戸ergulariacanadensisをふくめて， 桧山庫三 1949 野外植物新知見．野草， 15(4〕：］－

広域的に再検討すべきではあるが，現段階ではウシオ 2. 

ツメクサは Spergulariamarinaに含めるのが妥当で 宮脇日百 ・奥田重俊 ・鈴木邦雄 1975 東京湾臨海部

あろう。ただヨーロッパや北アメリカでは Spergula勾 の植生.119PP. 

ria問arinaと呼ばれているものの内容は必ずしも単 MONNIER, P. & J. A. RATTER 1964 sρergularia (P;;:-
ーではなく，若干混乱があるょっにも考えられる。し RE・ J. & c. P1もESL・TuT1N, T. G. et al (ed.) 
かし日本のウシオツメクサとヨーロッパの Spergula- Flora Europaea 1 : 154-156. 

打。 marinaの問には HARA1973が指摘したよ 7な差 0BERDORFER, E. 1980 Pflanzensoziologische Ex-

が認められるので，日本のウシオツメクサには Sρ町一 kursionsflora fiir Suddeutschland und an-

gularia marina var. asiatica (HARA) HARAを用L、 grenzenden Gebiete 4 Auflage. 365-366. 

るのが良いと思う。 大井次三郎 ・北川政夫 1983 新日本植物誌顕花街，

桧山1949のウシオハナツメ クサという和名は，Sρer 647 648. 

gulai・ia marinaに対する名であると断わっているが， 奥山春季編 1979 寺｜｜時日本植物図譜．第21仮，16:

その実際の標本はここに 述べたように Sρergularia 2-163. 

marinaではなく勾ergulariabocconiiと目されるも 長田武正 1976 原色日本帰化植物図鑑 316317. 

のである。この和名をどちらに使うか迷うところであ PrcNA'l'Tr, S. 1982 Flora d’Italia 1 : 234-236. 

るが，Spergulariabocconiiの実体に対する最初の和 遼寧省林業土政研究所 1975 東北草木植物誌.3: 2 

名であると考えられるから， 一応この和名を採ること -3. 

にしたい。それに疑義があるとすればネノ〈リシオツメ Ross CRAIG, STELLA 1951 Drawings of British 

クサと呼びたい。 Plants. 62 66. 

東京湾の埋立地から採られたこの類の標本は，著者 東京都大田区 1982 大田区自然環境保全基礎調査報

の見たかきりでは，すべてウシオハナツメクサである 告書一大井埋立地南部の自然一.75PP. 

が，かつては日本在来のウシオツメクサも分布してい ZoHARY, M. 1966 Elora Palaestina T巴xt: 122-

たと考えられるから，その生き残りがみつかる可能性 125, Plates : 171-175. 

はある。 〔神奈川県立博物館〉

44 



神奈川自然誌資料 〔8〕： 45～47,Mar. 1987 

ワニグチソウとナルコユリの自然雑種，

ワニグチナルコユリ

大場達之

On Natural Hybrid between Polygonatum involucratu1冗 andP. f alcatum. 

Ta tsuyuki 0HBA 

Polygonatum falcatum-like plant was observed in Yokohama. Its specimen is distinguished 

from P. falcatum by the presence of bracts. It was considerd to be a hybrid between P. in・ 

volucratum and P. falcatum. 

神奈川県のアマドコロ属の植物は，ミヤマナノレコユ 出してつく。 をは狭卵形で1脈があって反曲する，先

リ，ヤマアマドコロ，オオナルコユリ，ナノレコユリ， 端は尖る。をの最大のものは長さ14～22mrn，幅5～8

ワニグチソウの5種類が知られていたが，中尾真弓さ 則。花は一つの花序に2～4個着き， 長さ5～7mmの

んが，多摩丘陵の一角である横浜市緑区新治町でナノレ 花柄がある。花笥は長さl7mrn内外，太さ 3～4mm，基

コユリとワニグチソウの雑種と考えられるものを発見 部から%あたりの部分がもっとも太く，先端部で急、に

された。全形はややナノレコユリに似ているが， 業は短 細まり，裂片は開出し，先端の縁に細毛がある。全体

く，花序に大きなを葉があり ，ほかのアマドコロ属の に帯緑白色で，肱と裂片の先は帯緑色。花柱は無毛で

植物からはっきりと区別できる。一応ワニグチナルコ 花筒より超出，雄しべは花筒の上部%のところに着

ユリの名前を与えて記録しておく。 き，花糸は長さ4mm内外で細かい突起がある。約は長

ワニグチナノレコユリ（新称〉 ワニグチソウ ×ナノレ さ2.5 mm。果実はまだ観察していなし、。

コユリ 和名はワニグチソウとナノレコ手リの間種とし寸意味

Polygonotu例 involucratum×P.falcatum であるが，花部は鰐口とし、うよりは理硲とし刊、たい感

根茎は白色で太さ1～ 1.2 cmほどの円柱状で，ワニ じがある。

グチソウの根茎の形状に似てそれより太く短い。ミヤ 日本には花序にをを有するアマドコロ属の種類とし

マナノレコユリやナノレコユリのような述球状にはならな て，ワニグチソウのほかにミドリヨウラク，ウスギワ

い。 茎は丸く隆条はなく ，下部は帯紅紫色，上部は緑 ニグチソウ，コウライワニグチソウ，コワニグチソウ

色で細かい紫点が多く，汚れた緑色に見える。 高さ80 などがあるが，ここに報告したものがその何れとも異

～100 cmで下部直立，上部は斜上。葉は8～15枚。長 なることは明らかで，ワニクチソウを片親とする自然

楕円形で，最も大きい葉の長さは 76～137cm，幅21～ 雑種と考えるのが最も穏当であろう。をの存在，花の

36Cm。主脈と 2 本の倶~脈が顕著で 3 行脈に見える。葉 形などから，この片親がワニグチソウであることは悶

の色はやや青みがかった緑色でナノレコユリに近い。 下 違いないとおもわれるが，もう一方の親はナノレコユリ

面脈上は平滑。花は5月下旬。花序は茎の下部から2 ともオオナノレコユリとも考えられる。新治町lこはナル

～3節めから上に， 3～9節にわたって着く。花序の コユリは普通であるが，オオナノレコユリはまだ見てい

柄は長さ16～30mrnで， 先に輪生状に2～4枚の在が開 ない。花糸に細突起があるのと，葉の下面が平滑なの
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山1,. 

図1 ワニグチナノレコユリ（横浜

市緑区新治町， 1986.6. 7. 

中尾真弓採集〉

図3 ワニグチナノレコユリの栂茎



図4 壱；片数の多いワニグチソウ， ~＇］＇；＇が開花に至らな

Lものが多い。（緑区新治町， 1985.5.26) 

はワニグチソウに由来するものと考えておき，花筒の

長さ，地下茎の形状，花糸や蔚の長さなどから，一方

の親はナノレコユリ と推定しておく。この関係はさらに

染色体などの面からも追求してみたL、。なおこの植物

の採集された新治町にはアマドコロ属の植物としてワ

ニグチソウ，ナルコユリ，ヤマアマドコロ，ミヤマナ

ノレコユリが産出し，ワニグチソウは在が4～7枚もあ

るイブキワニグチソウ型のものがあるが，これはワニ

グチソウの多数の標本をみていると，区別すべきほど

のものではないと考えられる。なおこのを片の多いワ

ニ グチソウは花つきが悪く， ~£；＇が途中でb萎縮して開花

に至らないものが多い。

ここで一つ気がかりなのは，多摩丘陵の北部でタカ

オワニグチソウというをを有する種類が記録されてい

ることである。これはコウライワニグチソウの変種と

されているが，大井〔1973）， 佐竹（1978）などのタ

のカバーにおさめられている， それには採集者の手

でワニグチミヤマナノレコユ リの名が付けてある。これ

はその形態がワニグチソウとミヤマナノレコユ リの中間

で，その雑種ではないかとし寸採集者の推測を表した

ものであろう。国立科学｜専物館に収蔵されている 4枚

のタカオワニグチソウの標本をみると，やはりタカオ

ワニグチソウはワニグチソウとミヤマナノレコユリの封I

種であるといえそうである。厳密には雑種を造ってみ

て証明すべき問題であろう。

同じ多摩正陵にワニグチソ ウの雑種が2つも見つか

るというのも面白いが，その多摩丘陵の自然が開発で

急速に破壊され，新治町の自然も風前の灯であるとい

う。多摩丘陵の自然はもうこれ以上破壊すべきではな

L、と考える。

文 献

カオワニグチソ ウの写真を見ると，植物休の感じがい 大井次三郎 1965 日本植物誌．改訂新版， 写真12.

かにも ミヤマナルコユリに似ていることが気に かか 佐竹義和ll 1891 ユリ科，佐竹義輔ほか編 日本の野

る。国立科学博物舘には，林弥栄氏が1963年5月に， 生植物．草木，1:Pl. 42, fi:. 2. 

南高尾の峯の薬師で採った標本がタカオワニグチソウ （神奈川県立博物館）
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丹沢山地におけるアザミ属の自然雑種

高橋秀男

Natural Hybrids between the Species of Cirsium from the Tanzawa Mountains 

Hideo TAKAHASHI 

フジアザミは関東，中部地方に分布域をもっ日本固 る。セドノ沢は崩壊が著しく，現在砂防用の堰堤の工

有種で，fif(花は幅8.5 c皿， 葉は厚く長さ 60 ~mにも達す 事中であったが，沢の崩壊斜面には毎年秋にフジアザ

る巨大なアザミである。県内では丹沢 ・箱根山地に分 ミの大群落が見られる。1983年9月にアジアザミ群落

布し，普通は海抜400m 以上iこ生え，しばしば中津川 を写真撮影中に，フジアザミに混じって小形の頭花を

の河川敷（海抜70～90m〕のような低海抜地にも見ら もっ個体が点在しているのを見出した。崩壊地の周辺

れる。箱恨には生育地は少ないが，丹沢山地では1928 にはホソエノアザミが生育しているのを見ていたの

年の関東大震災によってできた崩壊地が各所にあり， で，その雑種であることはすぐに解った。そこで雑種

フジアザミ ，ヤマホタノレプクロ，パライチゴなどの土 群を採集してきて，丹沢産のフジアザミ及びホソエノ

砂のi{I積に耐えられるような種煩で1結成される多年生 アザミとの外部形態の比較を試みたところ，表1のよ

草本や小低木の植被が見られる。なかでも秋はアジア つな結果が得られた。この表で解るように雑種l伴は全

ザミが大群獲をなし，一際目だった景観をつくりだし ての形質において，両種の中間的な形態を持ってい

ている。 る。頭花の着き方はフジアザミに似て，花柄lま長く伸

筆者は1983年9月に丹沢山でフジアザミとホソエノ び，先に l～2花を着けるものからホソエノアザミ的

アザミとの雑種， 1984年10月には西丹沢の西沢でフジ に細L、花柄の先に多数または少数の頭花を着けるもの

アザミとアス．マヤマアザミとの雑種を見いだした。い がある。雑種群は一般に葉の刺が長く著しく，総をは

ずれも今まで記録されて山ないと思われるので報告す 紅紫色で，片は縁辺に刺を列生する。果実は不稔だが

ることにした。日本産アザミ属のなかでは最も大きな まれに成熟するものを見かける。ホソエノアザミは神

頭花を持つフジアザミ と最も小形に属するホソエノア 奈川，静岡，山梨，東京などの各都県に分布している

ザミやアズマヤマアザミとの問に出来た雑種と言う点 ので，両極が同所的に生育しているところでは今後事IE

で興味深い課題を抱えている。アジアザミの自然雑種 種が発見される可能性がある。

については， タイアザミと の雑種 ・ミサワアザミが

1933年，中井猛之進によって，日光から報告され，県 フジアザミ xアス’マヤマアザミ・アジアズマヤマア

内では丹沢山地の道志川流域より報告されている。最 ザミ （新称〕Cirsiumpu問 ρuratum(MAXIM.) MA-

近，北村四郎 （1986）は岐阜県下で，フ ジアザミXサ TUM. x C. microsρicatum NAKAI 

ワアザミ，ホ ッコクアザミ Xフジアザミの2新雑種を 西丹沢中川川の支沢である西沢は，著しい隔離分布

報告している。 をするヤシャイノデの自生地として知られ， 1984年10

月にその生育状態の調査を，神奈川県植物誌調査会の

フジアザミ ×ホソエノアザミ・タンザワアザミ 〔新 長谷川義人氏らとともに実施した。その帰途，西沢の

称）Cirsium戸uru戸uratum(MAXIM.) M ATUM. x C. Jil辺や林縁にアズマヤマアザミ が，河川敷にはフジア

effusum (M AXIM.〕MATUM. ザミの群生しているところがあったので， 雑種の生育

丹沢山へ調査に入るには， 堂平入り口の車道終点 を予想して探したところ，アジアザミに混生している

(lOOOm）よりヒノキの植栽されている県有林を経て， アズマヤマアザミとの雑穫を数個体見いだすことがで

セドノ沢を検切り， プナの立ち並ぶ急坂を頂上に達す きた。雑種とその両親を比較したのが表2であるが，
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前雑種と同様に両種の中間的な形態を持っていること る。

がわかる。頭花の着き方はアズマヤマアザミに似て，

花柄の短いものから，花柄が長く伸び先に大きな頭花 文 献

を1個着けるアジアザミ的なものなど変化は多い。雑 北村四郎 1933 Compositae Novae Japonicae 6 

種群は一般に葉の刺が著しく，また頭花の数も少なく 植物分類地理， 2:175. 

総をは赤紫色を帯びる。総を片の縁辺に刺を列生する KrTAMURA, S. 1937 Compositae Japonicae. Mem. 

ことはフジアザミの形質を受け継いでいる。果実は大 Coll. Sci. Kyoto Univ. ser. B, 1・130.

部分は不稔であるが，ときに成熟しているものが見ら 北村四郎 1986 岐阜県飛騨のアザミの自然雑種櫛

れる。アズマヤマアザミは関東地方から鈴鹿山脈まで 物分類地理，37:57-58. 

分布するので，関東地方でフジアザミとアズ7 ヤマア 大井次三郎 1975 改訂増補新版 日本植物誌東京

ザミ と同所的に生える所では 今後発見の可能性があ （神奈川県立博物館〉

表1 フジアザ ミとホソエノアザミ及びその雑種群との外部形態の比較

kそアジ
根出菜の有無 花期に宿存する。

根l起業または 羽状に中裂し，裂片は 5

茎の下部の葉 ～7対，縁辺は長さ 2～

7 mmの刺がある。裏面は

灰白色。

柄 太く長い花柄がある。

を 扇球形

幅65～85'111Il

札〈、い、、 モE 片 中部付近で幅5～9mm, 
縁辺は長さ 0.5～3mmの

硬く太い刺を列生する。

片は反り返り，先は長さ

3～4 mmの刺が着く。く

も毛は無い。

花

冠

果
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アジアザミ Xホソエノアザミ
〔タンザワアザミ〕

花期に宿存するかまたは枯れて

無い個体がある。

羽状に深裂し，裂片は7～8対，

縁辺の刺は著しく， 長さ5～15

mで硬く太い。裏面は淡色また

は白L、。

やや太く長い花柄か，または短

い花柄がある。

鐘形

幅12～30mrn

中部付近でq1~ 2～3 mm，縁辺は

0.5～3 mmの刺を列生する。片

は反り返り，先は長さ2mmほど

の刺が着く。縁辺はくも毛があ

るか，または無い。

長さ17～22mrn

長さ17～18mrn

長さ 4mm 

ホソエノアザミ

花期に枯れて無い。

羽状に深裂し，裂片は8

対，縁辺は長さ 5～lOmrn

の太い車ljがある。裏面は

淡色。

短く車郎、花柄があるか，

または無＼'o 

狭い筒形

幅8～2omrn

中部付近で帽1～2mm。

縁辺は普通は刺が無いが，

ときに 1～2個の小さな

刺がある。片は反り返り

先は長さ 1mmほどの刺が

着く。縁辺はくも毛があ

る。

長さ17～18mn

長さ15mrn

長さ 3mm 



フジアザ ミ， アズマヤマアザミ及びその雑種群との外部形態の比較表2

江そ｜ アズマヤマアザミ
フジアザミ×アズマヤマアザミ
（アジアズ7ヤマアザミ〉ザアンフ

J
t｜
つ
引
！
日
町
｜

花期に枯れてf郎、。

根出業または 羽状に中裂し， 裂片は 5 羽状に浅～中裂し，裂片は 5～ 羽状に浅～中裂し，裂片

茎の下部の葉 ～7対， 縁辺は長さ 2～ 6対，縁辺は刺が著しく ，長さ は4～5対， 縁辺は長さ

7 mmの刺がある。裏面は 6～2ommある。裏面は白い。 4～7 mmの刺がある。裳

灰白色。 面は淡色。

花 柄 太く長い花柄がある。 花柄は短いか，または無く，と 花柄は普通は無い。

きに：長い花柄がある。

4巾》」、、 を 扇球形 鐙形 狭い筒形で上部は少し細

幅65～85畑 ！｜属15～35凹 くなり，幅8～12醐

総、 査 片 中部付近で幅5～9mm, 中部付近で幅2.5～3畑， 縁辺 中部付近で幅1.0～1.5mm, 

縁辺は長さ 0.5～3mmの は0.5阻ほどの刺を列生または は縁辺刺が無く著い 、く

硬く太い刺を列生する。 1～2個着ける。片の先は長さ も毛に被われる。片の先

片は反り返り ，先は長さ 2～3 mmの刺が着き，多くは反 はo.5 mmほどの刺が着き，

3～4 mmの刺が着く。く り返るが，と きに直立する。 反り返らない。

も毛は無い。 縁辺または背面はくも毛がある。

花期に枯れて無い。花期に宿存する。

長さ17～18mm長さ20～25mm長さ23～29mm花

長さ14～15mm長さ18mm長さ21～22mrn冠

長さ3捌

51 

長さ 4皿長さ 4mm 果
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写真 1' 4，ホソエノアザミ.2, 

5，フ ジアザミとホソエノ アザミ

の雑穫．タンザワアザミ .3, 6, 

フジアザミ 1～3，頭花.4～6, 
総在片. (phot. 0HBA) 



神奈川自然誌資料 ( 8) : 53～58, Mar. 1987 

神奈川県産のテンニンソウについて

城 川四 郎

On Leucosceρtrum japonicum (Miq.) Kitam. et Murata 

of Kanagawa Prefecture 

Shiro KIGAWA 

はじめに なL、。各先生に深謝申し上げる。

テンニンソウはシソ科テンニンソウ属の多年生他物

で，北海道から九州、｜までの広い分布域を持ち，生育地 テンニンソウの概要

では大きな群落を構成することが多い。本県でも丹沢 テンニンソウ属はアジアに数種が分布するとされ，

・箱根の山地に豊富に自生する。山地では極めてあり わが国にはミカエリソウとテンニンソウの2極があ

ふれた植物であるが，毛の状態などに変化が多く，数 る。ミカエリソウの分布は本州中部以西に限られ，神

品種に細分されることがある。 1956年頃から筆者は丹 奈川県にはテンニンソウだけが産する。

沢山地のテンニンソウに接する機会が多く ，正確な テンニンソウはシイ ・カシ千作からプナ帯にかけての

（変種縞物名）を調べよ うと試みたが手許の文献のテ 林縁 ・渓側に大きな群落を作り g 秋に穂状淡黄色の花

ンニンソウに関する記述からは不可能であった。当 を開いて地上部は枯れる。

I時，横須賀市博物館で御活躍中の大谷茂先生にこの テンニンソウの品穫の分類は何れも茎や葉に生ずる

ことを御報告申し上げ御指導全願った。大谷先生は鈴 毛の状態によるので，母種であるテンニンソウ〔Leu-

木重隆氏と共にこの研究をまとめ1965年，横須賀市博 cosceptrum jaρonicum）の茎薬の毛の状態を把握して

物館研究報告（自然科学）第11号に 「丹沢山塊のテン おく必要があるが，そのことについての手許の各文献

ニンソウについて」の論文として発表され，これによ は次のように述べてしゅ。日本植物誌（大井〕と日本

って神奈川県内のテンニンソ ウの研究は大きく前進し の野生植物（平凡社〉は 「やや無毛で若い時だけ少し

た。しかし， 筆者の疑問が十分に解明されたわけでな 星状毛を持つ」， 白木野外植物図譜（奥山〉は 茎につ

く，相変らず眼前に群生するテンニンソウの同定に迷 いて 「無毛又はあらい開出毛が出るものあり」葉につ

い続けた。 1979年神奈川県植物誌編さんを 目指して始 いて 「やや無毛J，牧野新日本植物図鑑（牧野〉は茎
まった神奈川県組物誌調査会の活動によって，県内各 について 「無毛または上部に星状毛あり」葉について

士山のテンニンソウの資料標本もふえ，成：長各段階の点 は「初め星状毛があるが後に落ちる」。

検も合め多数の1禁本の精密〈＝検討が可能になつた。こ 品額としてl立葉の裏而に開出組毛の出るものがフジ

れによつてテンニンソウの発育にともなう植物体各部 テンニンソウ（formabarbinervis KrTAM. 茎と葉裏

の変化を明ら治、にすることができたように思う。その 脈上に開出粗毛と星状－毛を有するものがホソパテンニ

1唄点治、ら神奈川県産テンニンソウの肥握を試みたい。 ンソウ（formaholwnensis 0KUYAMA），茎と葉裏脈上

各位の各rrnι正を賜わることができれば幸甚である。本 に星状毛のみを 有するものがタンザワテンニンソ ウ

稿をまとめ得たのは故大谷 茂先生に御指導頂いた基 (forma kigawae S. 0H'l'ANI et S. SuzuKJ）とされて

礎があったからであり，国立科学博物館で金井弘夫先 いる。

生に標本の検討を許され，神奈川県立博物館の高橋 ・ なお，テンニンソウ属の植物は，少なくとも花序に

大場両先生にたえず助言指導を得ているからに外なら は星状毛があることが知られている。
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テンニンソウの成長に伴う毛の消長

前述したようにテンニンソウの品種の分類では茎莱

の毛の状態を重視しているが，テンニンソウにおいて

は1株の中でも， 業によって毛の状態が著しく違い，

ある葉を見れば開出粗毛がかなり密にあり，別の葉を

見れば開出粗毛が無くて星状毛が現われ，また別の葉

を見れば無毛に近い状態もある。 従って，単に葉裏の

毛の有無を特徴として品種の分類を記述してある文献

によっては多くの場合，同定は不可能である。

テンニンソウの開出粗毛や星状毛は， 生育過程を通

じて次のように変化する。

テンニンソウはやや木化した根茎を持ち，春季その

節から発芽する。芽鱗に包まれた芽から茎が伸び出し

てくるがその基部には節聞が短縮されて，その節ごと

にはじめ小さな鱗片葉，次に合生鱗片葉，そして大き

L、鱗片業が着色数節目に小型の葉が出る。

この生育段階までは根茎にも鱗片葉にも，茎にも，

根茎から出ている根にさえも星状毛が観察され，鱗片

葉に最も密に分布する。これを下部星状毛と呼んでお

く。この星状毛の量はかなりの個体差があり ，多いも

のでは小型の葉にまで星状毛をつけるものがあるが普

通，鱗片葉段階で星状毛は消える。この頃には節間も

長くなり数cmになり成葉が出はじめ，数節は節聞も伸

び最大の節聞でlOCmを超え，葉も大きくなり発育の良

しものでは25Cmに達する。この成葉の1枚目あるいは

2枚目ぐらし、から茎の節部及び葉裏脈上に開出粗毛が

現われ， 次第に毛の量がふえ密になる。多くの場合，

10節目あたり（成葉になってから 4～5枚目〉が開出

粗毛の最も旺盛なときで，この頃の葉裏には閲出粗毛

が密生している。この時期を過ぎると一般に節聞は短

くなりはじめ，開出粗毛が減ると共に星状毛が現われ

はじめる。この開出粗毛の消長にも個体差があること

は勿論で，数節目の第1成業のときから開出粗毛が多

く， 10節目を越えても茎や葉裏中肋の開出粗毛があま

り減らない個体も少くない。同じように星状毛の出現

にも個体差があり 10節目以前から現われはじめるもの

から13～14節の花序出穂の直前まで現われないものも

ある。しかし， 14～15節目の花序直下の節の葉では開

出粗毛は消え， 星状毛が密になっているのが普通でト，

それに続く花序の軸や査は例外なく星状毛を密布す

る。

これを］頁部星状毛と呼んでおく。花序直下2節目ま

で開出粗毛をかなり密に持っていたものが次の節の花

序直下の莱では劇的に開出粗毛が消え，星状毛を密布
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するものや，開出粗毛が数節にわたって序 に々滅り，

星状毛が序々にふえるものなど個体差は大きし、。しか

し，量の多少はあっても鱗片葉段階の幼植物時代と花

序出穂前の成熟時代に星状毛を持つことに例外はな

く，成長の中期には開出粗毛が出ることも確かなよう

である。なお，開出粗毛の極端に少ないものにあって

も葉の基部ではなく葉の先端部近くの裏面中肋を精査

すればその存在がわかるものである。

多毛型で開出粗毛の著しいものでは花序直下の葉裏

中肋に粗毛が密生しているため星状毛の観察が困難で

あるが側脈や支脈を見ればその存在がわかる。なお，

テンニンソウの星状毛は粉状であって生えているとい

うより付着しているとし寸方が正しい。 従って星状粉

と称した方が実態をよく伝えると思うが，従来，星状

毛と呼ばれているので本稿でもそれに従った。

テンニンソウの分類

前述した開出粗毛や星状毛の消長に関する知見から

各文献のテンニンソウに関する記述を点検すると，若

L吐きだけ星状毛があるとか， 茎の上部に星状毛があ

るとか，やや無毛であるとか， 茎が無毛またはあらい

開出毛があるとか，やや統ーを欠く表現になっている

理由が理解できるように思われる。しかし，何れも部

分的観察に基づくもので全体的把握に欠けているから

母種テンニンソウ （Leucoscφtrumjaponicum〕とそ

れから分化したとする品種の相違点が明らかになって

いない。 さらに 開出粗毛と星状毛は全く異質のもの

で，それらの消長は一見すると交代的に見えるがそれ

ぞれ独自に発現するものであることに留意する必要が

ある。

国立科学博物館に収納されているテンニンソウの標

本31点を検討すると花序下数節目の葉に開出毛を全く

欠いているものは l点もな く，花序直下の葉裏にはす

べての標本に星状毛が見られた。神奈川県内の多くの

標本やフィールドにおける観察もすべてそうであるか

ら先にテンニンソウの成長に伴う毛の消長に述べた発

育過程を経るのがテンニンソウの基本的形質であるこ

とを先ず基本としたい。従って1965年横須賀市博物館

研究報告11号 「丹沢山塊のテンニンソウについて」

〔大谷 ・鈴木〕は開出粗毛と星状毛を有するものがホ

ソパテンニンソウ （formahakonensis〕としているが，

これは正にテンニンソウの基本的形質で， 量の多少は

あってもすべてのテンニンソウにあてはまる。日本野

外植物図譜（奥山〉は星形の毛が密生するものをホソ



パテンニンソウとしている。その場合どの部分の葉に している。1965年横須賀市博物館研究報告（大谷・鈴

星状毛が密生するものをいうのか記されていないが花 木〉は従来の文献にある丹沢山のテンニンソウは観察

序近くの菜の矧祭の結果であろっと推論され，それは の誤まりか，文献の連続的誤まりではないかとし，殆

又テンニンソウの基本的形質であることは前述の通り んどはホソパテンニンソウでー部はタンザワテンニン

である。このことはテンニンソウの分化した品種とし ソウであるとした。さらにフジテンニンソウは確認で

てホソパテンニンソウがあるのではなく，テンニンソ きなかったが分布の可能性はあるとしている。テンニ

ワの形質が十分把握されないままホソパテンニンソウ ンソウとホソパテンニンソウの混乱は前の墳で詳述し

が記載されたのではないかと思わざるを得ない。 た通りである。 ホソパテンニンソウ（formahokone 

さらに前述の大谷 ・鈴木が葉裏中肋上に星状毛のみ nsis）の学名からも神奈川県との縁は深いが， その母

を有するものとしてタンザワテンニンソウ（forma 種テンニンソウの形質や分布が明らかにされないと品

kigawae）と記載したものについても開出粗毛の特に 種として扱うには無理があろう。丹沢山塊の植物調査

少ないタイプに注目 したと思われる。開花期にはすで 報告で、は丹沢山の全山にフジテンニンソウの分布があ

に枯失していることも多いが株の中部付近の葉を精査 るとし， 大谷 ・鈴木はフジテンニンソウの分布を確認

すれば開出毛を持っているであろうと思う。要するに できなかったとしているのは対照的である。両者とも

テンニンソウの少毛型と理解すべきものであろ 7。 にそれぞれ同定の混乱があったのではないかと推論す

葉裏中肋に開出粗毛の密生するものをフジテンニン る。 葉裏に開出粗毛があるものをフジテンニンソウと

ソウ（formabarbinervis）とされていることについ すれば丹沢全山に記録されるであろうし， 開出粗毛が

て，確かに植物体全体を通して開出粗毛の著しく多い 密生していても，同時に星状毛を持っているものは，

ものが存在し，分化した系統とみなし得るものがある その論文の所説から察するにホソパテンニンソウと同

のでフジテンニンソウと呼ぶ品種の存在を否定しな 定したて込あろうから， フジテンニンソウを見つけるこ

とができなかったのは当然と思われる。

しかし，その特徴を葉裏中肋に開出粗毛が密生する 神奈川県におけるテンニンソウの分布は植物誌調査

というだけの表現ではこの多毛品を特定できない。く 会員の精力的活動によ って図のよ うに明らかになって

りかえし述べるが10節目ぐらいの葉はテンニンソウの いる。フジテンニンソウは前記の多毛条件を満足する

殆んどの個体で開出粗毛がかなり密に生えているもの ものに限ってそれと同定し，開出粗毛の著しく少ない

であることを心得ていないと成業4～5節の発育段階 タンザワテンニンソウ型のものの分布も参考として図

の植物はすへてフジテンニンソウと見誤まることにな に示した。何れも分布域は箱根 ・丹沢及びその周辺の

る。葉裏の開出粗毛の量については相当の個体変異の 山地である。大磯町高麗にも採集例（守矢1982）があ

l隔があり，フジテンニンソウからタンザワテンニンソ るが休養林事業で移i怖されたイロハモミジと共に移入

ウまで連続するものであると理解すべきである。 した疑L、がある。現在は消滅しているとしづ。

多毛品としてのフジテンニンソウは鱗片葉段階の若

い時代から茎に開出粗毛が生え，茎は節だけでなく節 おわリに

聞にも多く， Z震は花序直下（成葉の最上節〕のものま テンニンソウの毛の消長は変化に富んでいる。星状

で裏に開出粗毛が多く，花序の柄にも開出粗毛が出る 毛は本文中に記したように，毛というより星状粉と呼

ものとすれば多毛の程度が限定されて，フジテンニン びたL、ほどに開出毛とは質が違う。生えているという

ソウを他と識別することができる。 より付着している状態だから，剥落し易い。 をも落ち

花も散って，がくだけの花穏を立てている晩秋のテン

神奈川県におけるテンニンソウの分布 ニンソウで茎基部の星状毛を見るにはかなりの注意が

1958年の神奈川県植物誌では箱根 ・山北等山地にテ 要る。同じ星状毛でも茎基部のそれと，花序部のそれ

ンニンソウ，フジテンニンソウが分布すると し， 1961 とは様子が違う。茎基部の星状毛は針状結晶のようで

年丹沢山塊の植物調査報告（林・小林・小山 ・大河原） あり花序部の星状毛は粉状であるなどなかなか興味深

でもテンニンソウ，フジテンニンソウが殆んど丹沢全 い。

山に分布するとしている。 1958年箱根植物目録（松浦 大山産（守矢，1980）のように極く稀に開出粗毛が

茂寿〕もテンニンソウとフジテンニンソウの分布を記 変異して縮毛になっているものもあったがここでは奇
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型として扱っておく。

本稿では神奈川のテンニンソウを明らかにするため

に，テンニンソウそのものの解明が必要であることを

問題提起した形になった。文中，先学諸賢に非礼にわ

たる点もあるがお許しを乞う。
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図1 若いテンニンソウの茎の基部（ 5月〉

A 木化している地下茎

B 前年度の茎の基部

c 合生鱗片葉
D 鱗片葉

E 基部第一葉

図2 アジテンニンソウの若い花穂（ 7月〕

A 星状毛を密布している萱
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B 花序の柄〔開出毛 ・星状毛・どちらも多しつ

56 

c 花序下第一葉 〔裏面は開出毛星状毛どちらも多Lワ
図3 がくだけが残るテンニンソウの花穂〔10月〕

A 星状毛は殆んど剥落しているがく

B 花序の柄〔開出毛を欠き， 星状毛は多しつ

c 花序下第－葉 （開出毛を欠き，星状毛がある〉
図4 多毛型テンニンソウの茎の基部（11月）

A 地下茎

B 芽鱗に包まれた冬芽

c 開：±：毛の多い茎（この部分を見るとフジテンソウのようであるが，この個体の花序下二節目
までは開出毛を欠くテンニンソウの多毛品である）

図5 葉裏中JJ力の毛〔a開出毛 b星状毛〕

A テンニンソウ（ホソパテンニンソウ〉

B フジテンニンソウ

c テンニンソウ（タンザワテンニンソウ〕
1. 花序下第一葉 2. 花序下第二葉

3. 花序下第三葉 4. 花序下第五葉〔基部からほぼ10節目〕

図6 テンニンソウの植物体構成模式図と毛の消長

星状毛 ：3種とも同じ， 実線

開出毛 ：タンザワテンニンソウ（実線〕，ホソバテンニンソウ〔一点i波線〕， フジテンニンソウ（破線〕

図7 県内分布図



図4

図1

図2
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神奈川自然誌資料 (8〕：59～60, Mar. 1987 

三浦半島のオオハクウンラン

山内好孝

Vexz・!labiumfissum F, MAEKAWA Recorded from Miura 

Peninsula, Kanagawa Prefecture 

Yoshitaka y AMAUCHI 

はじめに

神奈川県植物誌調査会（1986〕によると，県内のハ

タウンラン （Vexillabiumnakaianum F. M AEKAWA) 

の産地として大山，厚木，清JI[，山北，箱根があげら

れている（図 1）。現在までの分布地は，県西部に偏

在しているが， 筆者はかつて東京都日野市にウメガサ

ソウが自生することをヒントに逗子市神武寺において

本種を見出した経験から，ハクウンランも三浦半島に

自生する可能性があるのではないかと考え， 注意を払

っていた。

オオハクウンランとの出合い

1986年8月8日に，植物誌調査会三浦プロ ックの合

同調査が行われた。葉山町長柄橋から森戸川に沿って

二子山に登り，東逗子駅に至るコースであった。 筆者

は，コースの終わり頃，オオシマザク ラやスダジイの

混交したうす日部 、林（逗子市桜山〉に入り， ミヤマウ

ズラの写真を写そうとした。その林の林床にはヤプラ

ンなどに混じってミヤマウズラが点々と見えたが， ま

だつぼみの状態であった。諦めて林を 出ょうとした

時，どこからと もない川、香りがしてきて，一瞬ラン

だと思った。暗い林床を足元から周囲へ目を向ける

と，白花をつけた4本のランが見つかった。このラン

を地下茎を残して採集し，持ち帰った。

現場ではこのランの同定ができなかったので，一本

を浜中義治氏に托して，県立博物館の大場達之氏に届

けた。筆者が前JI[(1975）によって調べたところでは

ハクウンランに似ているが，これとは異なる種類であ

るとし寸印象を持った。

大場達之氏の同定結果は， オオハクウンラン （Ve-

xillabium fzssum F. M AEKAWA〕というものであり，

県内では初めての記録となる種類であった （図3〕。

ハクウンランとオオハクウンラン

ハクウンラン属はラン科の小形の多年草で，我が国

には2種を産する。最も広く分布するハクウンランは

白雲蘭で，もと東京大学の演習林のあった朝鮮慶尚南

道白雲山で採集されたものに，中井猛之進博士が名づ

けられたとし寸。発見は他のラン科植物に比べて比較

的遅いが，アリドオシランに似ているので，それと長

く混同されてきたことによるとし寸。ハグウ ンランは

本州北部のヒパ林から，九州北部の常緑，落葉樹混交

林に生えるやや小形の地生ランで，根は生えず，分校

した地下茎から茎を伸ばし， 8月頃，花序を作る。花

序にはl～4花をつけ，花は白色，長方形で中央がへ

こんだ唇弁が特徴的である。側がく片の長さは4.5～

5 mm。葉は卵円形で鋭頭，長さは3～7mm，幅2.5～

7 mmで茎の下部に2～4葉をつける。

一方， オオハクウンランは，伊豆七島の利島，新

島，三宅島，御蔵島で確認されている種類で，葉は長

さ9～13mm，傾8～11mmでハクウンランよりやや大き

く，形は卵状椅円形で，両端は円形か鈍頭で3脈があ

り，側がく片の長さは 5～6mm，花序には自の花をつ

ける。染色体数も異なり ，ハクウンランが2n=26, 

オオハクウ ンランが2n=40てもある。

現在まで，島し ょ部のみから知られていたオオハク

ウンラン（図2〕が三浦半島で記録されたことは，特

筆すべき知見であり，ここに報告した次第である。

文献

前川文夫 1971 原色日本のラン，誠文堂新光干上

神奈川県植物誌調査会 1986 神奈川県植物誌分布図

集ーシダ類．裸子植物．単子菜類

里見信生 1982 ラン科．日本の野生植物I，平凡社

（神奈川県植物調査会）
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神奈川自然誌資料 ( 8 ) : 61～66, Mar. 1987 

丹沢山塊のニホンザルについて

飯村 武

Notes on the Japanese Monkey in Tanzawa Mountains 

Takeshi IIMURA 

はじめに

ニホンザノレMacacafuscata BLYTH, 1875 （以下サ

ノレ〉 は霊長§I, オナガザノレ科，サノレ属の中型獣で， 樹

上楼に適しており，また多くは昼行性，雑食性である

（今泉，1978）。

丹沢山塊にサノレが生息することは古くから知られて

いた。例えば土山峠 〔清川村〕ではときど きサノレが観

察されるが，その日はたいてい曇天で雨が降り 出す直

前であるとか，崩壊地復旧のための渓間工事をしてい

たら，次からつぎに小石が落下してくるので，見上げ

てみたらサノレの悪戯でトあったとか，山仕事の作業員が

木の校に弁当を吊しておいたらサノレに持ち去られてし

まったとか，サノレと人との奇妙で険悪なかかわりの話

はっきない。

筆者は1964年以来今日まで， 丹沢山塊のサノレの動態

について観察を記録し，鋭意資料の集積に努めてきた

が，ここにその知見をとりまとめたので報告する。

と日子ぶこととした。

つぎに，各群の行動閤，生息数〔推定〕および動態

に関する観察事項の概要を摘記する。括弧内の数字は

群れ番号〔図1参照〕である。

ア鍋嵐群 〔I〕

川音川源流の鍋嵐を本拠として生息し，その行動圏

の北縁は仏果111，南縁は七沢に及び， i毎抜高は最低

170m，最高SOOmで， 面積は約18.Ok!fi，個体数は約70

頭であった。なお，本j洋についてはより詳しい調査を

行っているので，別途項をあらためて述べることとし

た。

イ．南大山沢群c]I) 
j膏沢川源流の南大山沢を本拠として生息し，その行

動｜習の西縁は石尊沢，東縁は大沢川源流に及び，海抜

高は最低400m，最高900mで，面積は約4.0 kJfi，個

体数は約10頭であった。

ウ 宮ガ瀬金沢群 （lII〕

宮ガ瀬金沢流域を本拠として生息し，その行動｜習の

調査方法 西縁は本間ノ頭に及び，海抜高は最低300m，最高

現地における生息状況は， 1964年以来筆者により記 1, 300mで，荷積は約6.0k!fiであった。1968年12月25日

録されたもので，獣の直接観察のほか，樹突の食べ残 10時，高旗山の北斜面を金沢方面に移動する群れを観

しや糞などの， いわゆる行動跡が把握され，分布図 察し，このと きには21頭が数えられた。

（各群の行動圏〉はこれらの記録により作成された。 エ 塩水JI［群 CN〕

なお，動態や生息数に関する情報は地元民によるとこ 塩水川流域を本拠として生息し，その行動圏の函縁

ろが多い。 は堂平に及び， 海抜高は最低500m，最高1,2oomで，

面積は約3.5附，個体数は約10頭であった。

調査結果

1. 分布と動態

1〕 群れの概要

調査の結果，丹沢山塊ではこれまでに11個のサノレの

群れが記録された。各群の行動圏を図1に示す。群れ

は便宜的に行動圏における代表的地名を付して00群

1966年8月10日11時，天王寺尾根を登挙中，モミの

枯木 （樹高約3.5m）から飛びおり，逃走した孤猿に遭

遇した。その位置からして塩水川群にかかわりのある

個体と考えられた。また華丸を認めたことにより，雄

と判定された。

オ． 伊勢沢群 CV)
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図1. 丹沢山塊におけるサノレの群れ

J, 1＼~J嵐群 ； E ， 南大山沢群 ， E ， 宮ガ瀬金沢群 ； N， 塩水川群； V，伊勢沢群 ， W， 榛ノ
木丸群 ；W，平日ー杉沢群 ；1唖，雨山群 ；IX，石小屋ノ頭群 ；X，矢駄沢群 ；：沼，界風岩山群

表1. 各群の佑i体数と行動図伊勢沢流域を本拠として生息し，その行動｜翠｜の北縁

は焼山沢，南縁は大平に及び， 海抜高は最低400m，最

高700mで，面積は4.Oktfi, fl同体数は約10頭であった。

カ． 篠ノ木丸群（羽）

榛ノ；木丸一帯を本拠として生息し，その行動闘の北

縁は八丁j反ノ頭，南縁は雷平に及び，海抜高は最低

700 m，最高1,300mで，面積は4.0 ktfi，個体数は約

20頭であった。

1966年3月20日，雷平の河原（早戸川源流〉て、サノレ

の頭骨を採取した。 この頭骨の各部の測定値は項をあ

らため記載することとした。

キ．待杉沢群 （Vll)

守帯杉沢流域一帯を本拠として生息し，その行動圏の

西縁は幽神，北東縁は丹沢山，南東縁は塔ガ岳に及び

海抜高は最低soom，最高1,500mで， 面積は6.3 ktfi, 

個体数は約15頭であった。 石小屋ノ頭一帯を本拠として生息し，その行動閣の

ク．雨山群 CVJll〕 北東縁は同角ノ頭，南西縁は女郎小屋i沢源流に及び，

雨山一帯を本拠と して生息し，その行動圏の東縁は 海抜高は最低soom，最高 1,400mで， 面積は4.3ktfi, 

鍋割山， 酉縁は桧岳に及び， 海抜高は最低600m，最高 個体数は約15頭であった。

1, 2oomで，面積は3.8凶，個体数は約10頭であった。 コ．矢駄沢群’CX）’

ケ．石小屋ノ頭群 （IX) 矢駄沢流域を本拠として生息し，その行動l習の北西
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ぷ~
行海 動闘の

個体数行動圏 抜高 高度差
（推定）の面積

最低付開 ω(b）ー（a)

頭 凶 π1 m ロ1
鍋 嵐 群（ I) 70 18. 0 170 800 630 

南大山沢群〔ID 10 4.0 400 900 500 
宮ガ瀬金沢群（ill) 21 6.0 300 1,300 1,000 

塩水川 群cw〕 10 3.5 500 1,200 700 
伊勢沢群CV〕 10 4.0 400 700 300 
J篠ノ木丸群CVD 20 4.0 700 1,300 600 
等！杉沢群(VJ[) 15 6.3 800 1,500 700 

雨 止｜ 群（国） 10 3.8 600 1,200 600 、
石小屋ノ頭群（JX) 15 4.3 800 l,400 600 

矢駄沢群ex〕 10 4.0 600 1,200 600 
界風岩山群（耳〉 10 4.0 400 1,000 600 



しノ江戸 七·~

図2. ニホンザノレ鍋嵐群の行動幽

黒破線，夏の行動圏（面積約7同〕，自破線，冬の行動圏（面積約18凶〉；値l休数，

60～80頭；丸斜線，シイ タケ露地栽培被害地；四角斜線，i農作物（大根）被害地

ヨコーゲ

縁は日蔭沢，南西縁は小穿，南東縁はヒワタ沢に及び， 最高 1,000 mで，面積は 4.0 krft，個体数約は10頭であ

海抜高は最低600m，最高l,200mで，面積は4.Okrfi, った。

個体数は約15頭であった。 1986年1月9日14時40分，中Jl!JIJの上流域（中川温

サ．界風岩山群（耳） 泉の北方〉で群れに遭遇した。直接観察出来たのは 4

IJf(o風岩山東部の尾根一帯を本拠として生息し，その 騒で，成獣2頭，幼獣2頭であった。成獣1頭は県道

行動｜習の西縁は界風岩山，北縁は大滝沢，束縁は中川 上を歩行していたもので，筆者の接近により斜面の落

JIJ，南縁はイデイリ沢に及び，海抜高は最低400m, 土防止網を伝って森林中に没姿した。幼獣との関係か
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ら成獣は2頭ともltl£であることは明らかであった。 1982年の片倉および法論堂での観察によると，サノレ

2） 群れと自然環境等 の群れは 3月21日から同23日までの3日間片倉に滞在

丹沢山地では，これまでに11個のサノレ群が認められ し，翌24日には去論堂を通過して仏果山の方向に移動

たが，これら各群の状況を要約して表1に示す。個体 した。また，同年3月15日に谷戸に出現した群れは，

数は，鍋胤鮮の70頭を除いては10～20頭で，11群のう この地区に 2日間滞在したのち，不動尻の方向に移動

ち6群は10頭，行動図面積は小さいものが3.5 kifi，大 した。

きいものが18.Oklfiで， 平均は5.63緬であった。 法論堂集落の上部には 1軒の旅館があるが，この旅

若手れの行動閤を海抜高度の点からみてみると，最低 館の周囲には頻度高く孤猿が現われていた。また，雨の

が170m，最高が1,500mで，群れの多くが海抜500m 降る 1～2目前や，雪が降っているときには山麓の農

以上の地域を行動閣にしていた。また，各群の行動圏 耕地など，人目につきやすいところに出現するとし 、う。

における際高差についてみると約600mであるが，宮 3) 食餌植物および被害

ガj頼金沢j洋では1,000 mにも及んで， 著しい標高差が これまでに記録された食餌植物をつぎに示す。アン

示されていた。 ダーラインは栽培植物で，いわゆる被害を示す。

なお， 丹沢山塊の植生は大まかに広葉樹林と針葉樹 ユズ，キンカン，ミカン，ナツミカン，チャ（実），

林（スギ，ヒノキの人工林）に大別されるが，サノレの ラッキョウ（葉），ダイコン（聖護院大根），シイタケ，

群れは広葉樹林の多くある地域〔70%以上〉を行動頭 之2i盟庄〉，ネムノキ（樹皮〉，ニワトコ〔樹皮〕
としていた。また，行動圏内には各所に岩場が存在し 以上の食餌植物のうち，ユズおよびクワ〔樹皮〕は

ていた。 好んで食べていた。チャは実の採食であったので実害

はなかった。キンカンおよびダイコンの食害は1982年

2. 鍋嵐群の動態 1月～3月に初めて観察された（図2参照〉。 ダイコン

鍋｝車［鮮の概要については第l項で述べたが，動態の の品極は聖護院であるから，これは簡単に引き抜くこ

詳細についてこれまでに得られた知見はつぎのとおり とができ，サノレはこれを噛っていた。

であった。 被害の大きいのは露地栽培のシイタケであった。煤

l） 行動固と個体数の現状 ガ谷地区におけるシイタケ栽培は1955年ごろから始ま

行動閤は夏期と冬期で異なる。 1985年現在の行動圏 り，その栽培者は現在8名，楠木数は約 100,000本で

を図2に示す。夏期の行動圏は商縁が唐沢付近，西縁 あった。シイタケを栽培している場所の位置を併せて

が中津川，北縁は県道藤野伊勢原線を越えて仏果山の 図2に示す。

南山腹，束縁が辺室山に及び，その面積は 7.0同であ シイタケ子実体の発生は2月中旬に始まり，4月ま

った。 で続いた。サノレは子実体が約ldの大き さになったも

冬期の行：拶J闘は夏期のそれに比べて著しく広くなっ のを抗ざ取り ，好んで食べていた。また傘の開いたも

た。拡大の方向は北縁が半原（愛川町〕，東縁が片倉 のは傘の部分を捨て，柄（茎〕だけ食べていた。なお

（清川村〉付近，南縁が金麹 （清川村〕で，まれに不 ；煤ガ谷地区におけるシイタケの被害は，1974年ごろか

動尻（厚木市〕に達することがあり，その面積は18.0婦 ら発現し始めた。

で，夏j明の行動図面積の約2.6倍であった。

この数年来，法論堂，片倉，柿ノ木平および谷戸 3. 頭骨および下顎骨の測定

（以上清川村〉の住民が，それぞれの場所で30～40頭 1966年8月23日，早戸川源流域の雷平（津久井町鳥

の群れを観察した。その時期は12月から翌年3月の問 屋，図1参照〕の河原でサノレの頭骨を採取した。この

であった。地理的位置および時期からして， 法論堂と 頭骨および下顎骨（図3〕の測定結果はつぎのとおり

片倉での観察，柿ノ木平と谷戸での観察はそれぞれ同 であった。

ーの群れと推察されたが， 法論堂と谷戸での観察は明 最大長（頭骨全長） 120. ornm，基底長81.0畑，鼻骨

らかに別々 のグノレープ（鍋嵐群が一時的に 2つにわか 長40.5rnm，前頭骨長53.Ornm，頭頂育長2i.o;n皿， 歯

れたもので，それぞれ30～40頭）であり，これらを合 隙部長8.5 mm，上臼歯列長31.O mm，聴胞最大長

計ーした結果的内80c平均70頭〉になった。 43. ornm，上臼街列幅37.5rnm, r吻幅39.5rnm，頬骨弓

2） 動態l乙関するその他 2' 3の知見 帽20:5rnm，頭骨！憾65.0rnm，頭骨高65.ornm，下歯隙
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部長11.omm，下臼歯列長36.0mm，下顎骨長81.0皿，

下顎骨高50.5mm

考察

1. 行動圏の配置

動物の個体数は，種の増殖能力および生態側（生物

が生存しうる環境条件の幅〉によって決められ，一種

の平衡状態が保たれているとL寸。環境抵抗は動物の

増殖を抑制する因子の総合作用であるが，とくにつぎ

の3つを重要なものとしてぬき出すことができる。す

なわち，（a〕食餌，（b〕気象条件，（c〕天敵である。

ほとんどの動物はこれらの要因によってほぼ一定の生

息密度に維持されている（立花 ・西口， 1968）。崎乳

動物は恒温動物なので，変温動物に比較して気象条件

の変動によく耐え得る。したがって，崎乳動物の個体

数変動に及ぼす影響は気象条件によるよりも，食餌，

天敵による方が大きいと考えられる。このようなこと

から，わが国にサルが生き残った地域の環境の基本的

条件として，（a）広葉樹林が豊富に存在していること，

(b）岩場が存在すること，〔c）その地域にサノレを撃つ

猟朗iがいなかったことの3つがあげられている。広葉

樹林は針葉樹林に比べ，豊富に，周年安定して食物を

供給する森林である。岩場はサノレの運動機能がよく発

揮され，天敵を防衛する場所である。野生鳥獣の個体

数変動に及ぼす狩17i＼の影響の大きなことは言をまたな

い。丹沢山塊ではこれまてすこ11個のサノレの群れが認め

られた。群れサイズは決して大きいものではないが，

比較的安定したサイズで群れが維持されているように

推察された。このようなことから丹沢山塊の自然的，

人為的条件はサノレの生息地として一応満たされている

と評価される。

ところで丹・沢山塊の自然植生は，海抜750mを境と

してその下部がカシ類を主とする常緑広葉樹林帯，上

部がプナを主とする落葉広葉樹林帯となっており，両

帯の移行帝にはモミ ・ツガ林が成立している（宮脇ら，

1964）。一方，丹沢山塊のサル群はこの移行帯を下限

図3

九
十
句
一
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とし， その上部に行動圏をもっているものが多く，行

動圏の上限の最高は管杉沢群の1,500mで，他lこ1,200

～1,400 mが6l洋ある。丹沢山塊の最高峰は蛭カe岳の

1, 673 mであるから，サノレ群は主稜部おも生活の場と

してかなり利用しているわけである。

積雪を初めとし，冬期の気候的条件などから推察し

てサル群は落葉広葉樹林帯よりも常緑広葉樹林帯を生

息環境として選好しているものと考えられるが，丹沢

山塊において以上のような配置を示すのは，自然植生

が常緑広葉樹林帯，すなわち低海抜高の地域がサノレ群

の生息に適さないスギやヒノキなどの人工林の面積が

多くなっているためであると考えられる。換言すれば，

丹沢山塊のサノレ群は山麓地帯の植生の人為的改変の影

響を受け， 生息の場を落葉広葉樹林帯に求めることを

余儀なくされているのである。

各群の行動閣の外縁は一般に2～3km離れており ，

部分的にも重なり合っている状況はなし、。それゆえ，

餌づけされた群れなどでよく観察される群れ聞の衝突

はないと考えられる。一方，サノレはリーダーのもとに

強し、群れ性をもっているが，このような中で注目され

るものに孤猿があり，その存在は丹沢山塊のサノレでトも

認められた。孤猿の性格や機能については種々の論議

がなされているが，その役目の一つに群れ問の遺伝子

の交換が指摘されている（河合， 1964）。丹沢山塊の多

くの群れのサイズはかなり小さく，この点で近親交配

による群れの崩壊が懸念される。 しかし， 群れの実態

は比較的安定して維持されており ，このことから推察

村ら (1973〕は1972年から73年にかけて鍋嵐一帯のサ

ルの動態を調査し，その数30～40頭と推定し，農作物

被害が発現していたことを報じているが，これは前述

の地元民の言を裏づけるものである。

一般に動物個体群の発展衰退の主動的要因として，

植生の改変とその後の遜移があげられる。 1950年代以

降において鍋嵐群の生息環境を大きく変えたものとし

て， 1960年代から ’70年代に辺室山一帯で行われたス

ギ，ヒノキの大面積（約lOOha〕造林があげられる。こ

れは広葉樹林を伐採することにより行われたもので，

鍋嵐群はこのため重要な生活の場の一部を失った。当

然のことながらその代償と して鍋嵐鮮は群れを維持す

るために山麓地帯に放浪するようになり ，やがてシイ

タケ栽培地や農耕地の一部をも行動閣に組み入れるよ

うになったと考えられる。結論的に，この群れは農作

物等で今までよりも食物の豊かさが保証てれ，かくて

1960年代以降徐々に群れサイズを大きく していったも

のであろう。

3. 頭骨等の測定値

榛ノ木丸群の所属と思われるサノレの頭骨と下顎骨が

収集され，各部が測定されたが，このうち最大長（頭

骨全長〕は 120.O mmであった。今泉 (1978）はニホン

ザノレの頭骨全長と して138～145mmをあげているが，こ

れに比べればかなり小さく ，おそらく未成熟個体の頭

骨と考えられる。

文 献

して孤猿は普遍的に存在し，遺伝子の交換を頻繁に行 飯村武 1977 箱恨山塊のニホンザノレに関する調査

っているのではないかと考えられる。 報告書．神奈川県．

2. 鍋嵐群について 今泉吉典 1978 原色日本晴乳類図鑑．保育社，東京．

丹沢山塊のサノレ群の中で， 鍋j鼠群のサイズは他の群 神奈川県 1978 動物分布調査第2回自然環境保全

れに比べて著しく大きく，したがって行動圏も広いこ 基礎調査一．環境庁委託，神奈川県．

とは注目 しておかなければならなし、。 河合雅雄 1964 ニホンサソレの生態 河出書房新社，

サルの群れが観光の目的で餌づけされ，その結果伺 東京．

体数が増加して農作物を荒らしたり， 人に噛みついた 川村俊蔵 ・村松正敏 ・福田史夫 ・田中 進 1973 清

りするなど，わが国の各地で問題を起こしている（日 川村ニホンザノレ調査報告書．清川村委託，京

本自然保護協会，1975）。鍋嵐群はいまのところ人に 都大学霊長類研究所 ・マカク研究会．

馴れてはいず，この点では野生を維持しているが，農 宮脇昭 ・大場達之 ・村瀬信義 1964 丹沢山塊の植

作物等の一部に被害を与えている点では丹沢山塊の他 生．丹沢大山学術調査報告書，神奈川県．

の10群とはかなり異なっているといえる。 日本自然保護協会 1975 野生鳥獣の餌づけ問題に関

地元民によると，鍋風を中心とした一帯の1955年ご する研究報告．東京．

ろまでのサノレの個体数は25～30頭で，数はあまり変化 立花観二 ・西口親雄 1968 森林衛生学．地球出版，

がなかったが， 1960年代に入って個体数が徐々に増え 東京．

始め，人里に現われるようになったと語っていた。川 （神奈川県立自然保護センター）
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鎌倉市周辺におけるタイワンリスの近況

小 林峯 生

Recent Status of the Formosan Squirrel (Callosciurus erythraeus 

thaiwanenensis) in Kamakura City and Its Adjacent Area 

Mineo KOBA y ASHI 

はじ め に

台湾を原産地とするタイワンリス Callosciurusery-

thraeus thaiwanensisの野生化が，本邦で初めて確認

されたのは1964年頃の伊豆大島で，動物闘で飼育中の

もが逃走して増殖し， ツバキの実，ミズキなどに著し

L、被害を見るようになった（今泉，1969〕。その後，侵

入径路は明らかでないが，各方面からタイワンリスの

野生化が報じられるようになり，現在では伊豆大島の

ほかに，東京都上野公園，神奈川県鎌倉市（横浜市野

岳山公園にも生息しているが，これは意識的に放たれ

たものである〕，兵庫県（岩坂 ・谷川，1981）などに生

息、している。

鎌倉市に見られるタイワンリスについては小原（19

72），中村 (1977），小林 （1983), TAMURA & M IYA-

SHITA (1984〕などが，生態，分布について報じている

が，いずれも断片的で， 生態については現在，都立大

学の田村典子氏が，本格的に調査をおこなっている段

階である。

鎌倉市に生息するタイワンリスの侵入径路について

は二説がある。その一つは1951年に伊豆大島から江ノ

島に移し飼育中の数頭が，いつごろか年代は定かでな

いが逃走し， 野生化したというものと，もう一つは鎌

倉市の住民が飼育していたものが逃走し，野生化した

という説である。

先にも述べたよ うに， 鎌倉市に生息するタイワンリ

スの実態は，いまも不明な点が多いのが実情であるが，

10年ほど前から多くの個体が人目につくようになった

といわれている。 また鎌倉市に隣接する逗子や横浜市

金沢区，戸塚区，港南区の隣接地帯の環境は，鎌倉市

のタイワンリスの生息環境に似ているにもかかわら

ず，いまのところ生息が確認されていないとL寸。

そこで，1983年に鎌倉市を中心に多くの読者層をも

っている地方新聞 R鎌倉朝日”に鎌倉に生息するタイ

ワンリスとタヌキについて解説記事を書いた際，タイ

ワンリスの分布情報を集めるために，リスの情報をお

寄せくださいという次のような依頼文を掲載させてい

ただいた。

「リスの分布状態を解明するために， 本紙をかりて

情報提供をお原郎、することにいたしました。リスの姿

を見たことのある方々から，何時頃，どこで見たかと

し寸情報をお寄せくださるよ うお願いいたします」。

この記事に対する反響は思いのほか大き く， 電話に

よるもの31件，郵送によるもの22件，計53件の情報を

得ることができた。情報提供供者のほとんどは，鎌倉

市に住居する方々で，1件だけ藤沢市片瀬から寄せら

れている。

今回の調査は分布状態を主に調へることを目的とし

たため，分布に関する情報の提供以外はお即応、しなか

ったが， 餌づけ，移動行動，被害状況， 食物について

も数件の情報を得ることができた。そこで，集まった

情報のいくつかを原文のまま紹介しながら，分布，餌

づけ，移動行動，被害状況，食物の各項に渡って，鎌

倉市に生息するタイワンリスの近況をまとめてみた。

本文に先きだち，情報をお寄せくださった多くの方

に々，心から感謝する次第である。

分 布

分布について寄せられた情報は53件で， それに基ず

き得た分布図は図lのとおりである。 情報収集依頼文

を掲載させていただいた ”鎌倉朝日”は鎌倉市，藤沢

市，逗子市，横浜市の西部などに読者をもっている。

しかし，タイワンリスを目撃したとLづ情報は，藤沢
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図1 情報で得たリスの生息地点

1.藤沢市片瀬目白山334, 2.手広558,3.腰越猫i池，4.津1179,5. フラワーセンタ
ー， 6.常盤梶原口6,7.笛田1929, s. ・m田1628, 9.鎌倉山， 10.極楽寺3-2, 11. 極
楽寺3, 12.稲村ケ崎4, 13. 稲村ケ崎2,14.稲村ケ崎1,15. 常盤493,16.長谷切り

通し， 17.坂の下5,18.極楽町1,19.極楽町1,2. ．佐助稲荷， 21.笹目町10,22.六

国見山， 23.円親寺，24. 山ノ内 450, 25. 山ノ内明月院， 26. 山ノ内上野， 27.建長

寺，28.海蔵寺， 29.扇ヶ谷 l,30.佐助 l, 31.佐助 1, 32.雪ノ下， 33.小町小IIIT通

り， 34.御成小学校， 35.由ケ浜2,36.二階堂百八やぐら， 37.西御門2,39.鎌倉宮，

40.浄明寺2,41.材木座1。

市片瀬にすむ方の1件を除いて，すへてが鎌倉市の方

々によるものである。鎌倉市内でトは稲村ケ崎，笛田，

佐助，扇ヶ谷，山ノ内，西御門，雪ノ下の各地域に集

中し，藤沢市に隣接する西鎌倉，津西，七里ケ浜，横

浜市西部に隣接する大船，十二所，逗子市に隣接する

浄明寺，大町，材木座の各地からの情報は各1～2件の

みである。鎌倉市で，タイワンリスが生息する主な地

域の植生は，中村（1977〕によれば宮脇（1973）がヤブ

コウジースダジイ群集としてまとめられているところ

だとL寸。このような植物群集は，今回の調査で情報

が得られなかった地域にも残されているにもかかわら

ず，なぜ目撃した人がいないのか（タイワンリスなど
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に興味がlないのかも知れないが〕，大いに疑問である。

この結果を1984年4月13日の朝日新聞夕刊の 「もしも

し不通。かわいい犯人へ」。リスが電話線をかじるの記

事に掲載された分布図（図 2）と比較すると，分布状況

は，今回の結果〔図 1）の方が， 1年先におこなったもの

であるともかかわらず，図2より西部に分布の広がり

が見られる。これらのことからJ鎌倉市に生息する分

布状況を把握するには，今後もなお詳細に調査を続け

る必要がある。今後の分布状況の推移に注目したい。

移動行動

鎌倉市街地では，タイワンリスが飛び石的に生息し



情報①． 「私の住居は鎌倉に隣接する片瀬目白山で

すが， 栗鼠の姿が樹々の間に見かけるので，7' 8年

前から餌づけをしたら，近年は 2' 3匹がきまって餌

を食べに;jとます。前に博物館でしらべたところ，縞栗

鼠でも台湾菜鼠でもなく，北栗鼠らしいてやす。餌はド

ングリ，維の実， パン屑，リンゴの皮です。長年にな

るのに，仲々答戒心がつよく，主人の手から一匹だけ

餌をとる位です」（藤沢市片瀬）。

情報⑦． 「リスの姿を見るのはも う10年以上前ーから

で，今は庭のえさ台におくパンの耳等に食べに殆ど毎

日，時間は早朝から 3時頃までに 1匹，或は 2匹で来

ます。猫が草むらにひそんでいますと， 樹の上から威

嚇しています。春には小さいリスも来ます。家から住

宅伝いに，或いは向い側の小学校ぎわの電線を伝わっ

て山へ帰るようです」（御成町）。

情報①． 「小生宅の庭には野鳥のエサをやる目的で

餌台を作っておりまして，冬季には毎日エサを置くこ

とにしておりますが，近年，これがリスに占領される

結果となり， このため，l～3月はエサを ピーナッツ

等，リスの好みそうなものにしていまので，冬季は毎

日多数のリスが来てくれます。現在まで確認した最多

数は同時に 5匹でした。 3～4匹は毎日です。時刻は

エサを与えるのが8～9時頃で，その頃にはすでに庭

で待っておりますし，エサを食べつくす午前中は常に

何匹かが入れ主寄り，立ち答りとL寸状態、がつづきま

す」（山ノ内〕。

この外に，餌づけしている方々から，次のような興

味ある情報が寄せられている。①冬になるとガラス戸

を叩き餌をねだる（ 1件〕，②餌をねだって雨戸を叩く

(3件〕，①俳壇に入って，そなえ物を食べる（ 1件〉，

①郵便受けに餌を運ぶ（ 1件〕，①小さなどワをどこか

え運んでドしまう（ 1件〉，⑤洗たく物を汚す（ 1件〉，⑦

手を打つと，どこからなくともやってくる〔1件〉， ①

ハンド ・パックを開けておく と，その中に入りなかな

かでようとしない（ 1件）。

また， 4,5年前から餌づけをしているか，なかな

か餌づかないとLづ情報も 1件寄せられている。

鎌倉市におけるタイワンリスの分布域と電

話ケーフツレ被害10rr111所（朝日新聞より〕

図2

（
鎮
定
調
暗殺
電
話
局
作
、
さ

ていることが知られている。この現象は電線を波ると

L寸 情報が13件も寄せられたことからj怪定して，主に

電線に伝って移動し生息するものと恩われる。

情報① 「リス．我が家の庭に 5' 6年前から殆ど毎

日来ております。川喜多邸の山から電線，木をったわ

って車道を渡って来ます（雪の下）。

情報②「木から電線を伝い，屋根を歩いている時も

あります。木のあいている所はとび移りますので早い

こと，とてもつかまえることは出来ません」（極楽寺〕。

情報①「私が以前から気にしておりますことは，駅

前のそば屋の庭一円覚寺入口 にもリスが現れるの

で，この店の主人も庭にエサ台を作ってノfン屑やうど

んの屑などを置いていると，野鳥といっしょにリスが

現われるとし川、ます。やはり多い時は3匹ぐらい来る

そうです。問題はこの 「そば屋」のある場所に，リス

がどうやって到達するか，また，どうしてここに行く

がです。この地域の北側は横須賀線の線路ですし，南

側は鎌倉街道の道路，西側は北鎌倉駅前広場，東側は

道路をへだてて池，さらに駐車場となって，リスにと

っては全く隔離された区域になります。そば屋の主人

とも話してみま したが，リスは電話線ケーブノレを伝っ

て，この地域に入ることは間違いないようです。小生

宅の周辺でも数lOmの長さの電線をリスが綱渡りする

ことは珍らしくありません。リスが交通のはげしい道

路の空中をどのような目的で綱渡りをするか，あるい

はlOm以上手前から，そこに餌があることを知る能力

があるか，一応興味ある問題です」（山ノ内〕。

食物

食物については25件の情報が寄せられた。

情報①． 「特に多く見かけるのは冬，山に木の実な

どなくなるのでし ょうか，庭の甘夏みかんがなる 1月

から3月頃までが一番多く見られます。庭にはみかん

の木が3本とゆずなどがありますが， これが殆どリス
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餌づけ

佐助稲荷で，タイワンリスを餌づけして観光客の目

を楽しませていることは，よく知られている。今回の

調査では13件の餌づけ情報が寄せられた。餌づけして

し、る箇所が意外に多いことがわかった。



の餌となっています。食べ方はみかんを木から落さな 小獣というわけにはゆかず，なにかよい退治する方法

し、ように，下から穴をあけるように，中を上手にくり はないかと少々閉口しております」（山ノ内〕。

ぬいて食べ，皮をまるく残しますので横からみると， これ以外に，「①洗たく物を汚されるので昼間干すこ

みんな穴をあけられて，ガランドウになっています。 とができない。②ミカンやモモがやられてしまう。①

落ちないように上手に食べるのには感心しています。 家の中まで入ってきて台所を荒す。 ①カキをリスとカ

そんなわけで，冬えさのなくなると頁が一番多く出没し ラスにやられてしまう。⑤餌づけをしているので仕方

ます。最近はなれてしまい，人がいても逃げなくなり がないが，戸袋はくし、やぶられるし，木の皮をはし、で

ました。うちではミカンドロボウが叉来ているなんて しまう」などの情報が寄せられている。

云っていますが，家になる甘夏，ハツサックは殆ど リ タイワンリスの繁殖によって，鎌倉の動植物の生態

スにもたべさしています」（極楽寺〉。 系が破壊されているというほどの被害は，いまのとこ

今回寄せられた情報から得た食物の種類は次のよう ろ見られないが，いくつかの地域で上記のような実害

なものであった。 カキ， ピーナツ， ビワ， ユズ，カ のあることは確かである。タ イワンリスは，まだ愛す

ヤ，ツバキの実，ナツミカン，松の実，ハ ッサク，キ ベき小獣として市民に扱われているが，害獣化するか

ンカン， ミカン，モモ，ソノレダム，アンズ，クルミ， どうか注目すべき問題である。

ドングリ， リンゴなどの果実や種子類のほかに，木の

皮， 甘い物，雑飯，花の球根，バンの耳，花などであ おわりに

る。 鎌倉市に生息しているタイワンリスの情報を新聞紙

上をかりて集め，その結果を一応，ここにまとめてみ

被害 た。特に注目すべきことは，現在生息している地域に

前に述べた朝日新聞の記事は 「鎌倉の緑豊かな森に 隣接していながら，いまだに生息が確認されていない

タイワ ンリ スが大繁殖して， 電話線ケーブノレをかじる 逗子市や横浜市西部地域に，分布を拡大するかとうか

ため， 不通や混線事故が続出している。 電電公社は， である。今後，その推移を見守りたし、。

ケープゃル内に束ねて収納している配線 （芯線〕の絶縁

被覆を，紙からポリ エチレンに替えたり，さらにスチ 文献

ーノレ入りケーブノレに張り替えるなど被害防止に懸命だ 朝日新聞 1984, 「もしもし」不通，かわいい犯人，

が，リスの生息地は年々広がっており， 電話線被害だ リスが電話線かじる． 東京．

けではなく， 一帯の動植物の生態系を壊すのではない

かと心配する声も出はじめている」と報じている。

今回の調査では4件の被害情報が寄せられている。

情報①． 「私の家は，県立近代美術館の前にありま

今泉吉典 1949, 日本um乳動物図説．洋々書房，東

京．

今泉古典 1960, 原色日本晴乳類図鑑．保育干上，大

阪．

す。10年来タイワンリスが出没し，庭のユズ，ソノレダ 岩波由香 ・谷川和子 1981，姫山公園におけるタイワ

ムなどのなりものを食べ荒して困っています。山を背 ンリスの行動域．鳥と 自然，（23): 7-10, 

負う地形のため，木が多く， 住みついているものと思 兵庫野鳥の会．

われます」（雪ノ下〉。 小林峯生 1983，タイワンリス． 鎌倉朝日.50号．

情報②． 「どの｛：i'L＼、るかわかりませんが，夜でも昼 中村一恵 1977，タ イワンリスに寄食するヒヨドリ．

でも歩き廻り，花でも実でも，冬などは椿の幹までか 野鳥，40(12): 648 653. 

じり大変被害を受けております。わが家では愛すべき 小原秀雄 1972，日本の動物辞典 p. 402 三省堂．
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日甫乳類ノート （2)

一一側溝をけもの道として利用するタヌキについて一

山口佳秀

Notes on Mammals (2) 

一一一Onthe Moving Track of Raccoon Dog－一一

Yoshihide YAMAGUCHI 

1986年6月16日， 午後6時20分頃，秦野市千村の市 この地域では，各道路の両側に側溝が設置され，所

道827号線で道路を横切って側溝に逃け、込むホンドタ 々に側溝と側溝を結ぶU字溝が道路を横切っている。

ヌキ Nyctereutesρroりonoidesviverrinusを目撃する 多くの側溝には鉄製の格子状の主主かコンクリート製の

機会があった。 60x3Qcmの蓋が連続して施してある。これらの側溝の

筆者はそれ以来， この地域での野生日甫乳類の確認を 多くは室川に直結している。

主たる 目的として，目撃あるいは足跡，食跡， 'tf~など

フィ ールドサインによるもの，また資料の補強のため ホンドタヌキの観察及び推察

に住民からの聞き込みも併せて行なっている。最近に 1986年6月16日以降，ホンドタヌキの目撃は次の通

なって，ここに生息するホンドタヌキが側溝を重要な りである。

けもの道として利用していることを認めたので報告す

る。

調査地の概況

調査地の千村地域は，秦野市の南西部に位置し，小

田急小田原線渋沢駅から渋沢丘陵に至るまでの秦野余

地のなかでもやや小高い場所にある。渋沢釈を中心と

した地域は市街地で，とくに近年は周辺のE陵部を造

成して宅地がさかんに造られ人口増加は著しし、。一

方，最南部は標高2～300mの渋沢丘陵で，いまだ自

然環境を多く残してL、る。この都市環境と自然環境の

接点にあたる地域が調査地で，渋沢丘陵の根元を流れ

る室川の水源付近にあたり，田園風景が多く残された

地域である（図 1）。

市道827号線以南の，とくに室川に沿った低地は水

田が発達し，夏にはへイケボタノレ，ゲンジボタノレが飛

び交い，アカガエノレ，イモリ，タニシ， ドジョウなと

豊富に生息している。また，近くにはミカン，カキな

ども植えられ， トウモロコシなと季節の野菜が広く栽

培されており，タヌキなどにとって絶好の餌場と考え

られる。

1986年6月16日 18: 20 A地点側溝穴に入る

1986年8月17日 16: 00 D地点側溝穴に入る

1986年10月6日 5: 05 A地点側溝穴から出る

1986年10月7日 5: 15 A地点側溝穴から出る

1986年10月28日 17: 30 B地点側溝穴から出る

1986年11月6日 5: 45 A地点側溝穴から出る

1986｛手11月7日 5: 50 A地点側溝穴から出る

1986年11月10日 6: 00 A地点側溝穴から出る

1986年11月10日 6: 30 C地点側溝穴から出る

1986年11月14日 6: 05 A地点側溝穴から出る

A地点（図 1-A）は1986年6月16日市道を横切って

側溝に逃けこむタヌキを初めて目撃した場所である。

その後， 10月6日， 7日，11月6日， 7日， 10日， 14

日の早朝（ちょうど日の出の時間と相前後している。

日の出時間は10月5日5時25分， 11月7日6時08分），

この側溝穴から出て道路を横断し，西側斜面に広がる

クリ，クヌギなどの雑木林，ヒノキの植林地の中へ向

うタヌキを目撃した。また，タヌキを目撃することの

出来なかった日以外でも，道路上につけられた足跡は

10月の始めから ほぼ毎日のように確認している。（側

溝内には僅かであるが水が流れているため，側溝内か
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図1 調査地

ら道路に出る場合は足跡が路面に僅かの時間であるが

残る〕

図2c 1-1〕は11月8日， A地点において午前6
時10分頃撮影したものであるが，すでに2頭（矢印〕

は道路を横切って西側斜面の雑木林内に向っている。

図2 〔1-2）は11月10日，午前5時40分頃撮影し

たもので，側溝穴の付近に点々とつく足跡は一度側溝

から出たものの筆者の気配でUターンして再び側溝の

中に逃げこんだためである。

B地点（図1 B)lO月28日午後5時30分頃，A地点

から 150mほど離れたコンクリート製の葦が30C皿ほど

ずれたため生じた側溝穴から出て， 5mほどの崖を登

りミカン畑へ向うタヌキを目撃した。この側溝穴のあ

る位置は，左側の側溝と右1r11Jの側溝を結ぶために道路

を横断して造られたU字溝と 交差している。 9月9

日， U字溝の中にトウモロコシ 2本，クリの実l個の

食跡があるのを目撃した。鉄製の格子状の蓋が施され

てあるが道路の中央部分であった。

以上の観察とホンドタヌキが夜行性という習性を考

慮、して推察すると，日中西側雑木林内にいたタヌキは
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日没とともに道路を横切り， A地点の側溝穴へ侵入，

B地点まで約 150mの側溝内を移動する。この地点で

再びU字溝を利用して道路を横切り，反対側の側溝を

300 mほど利用して餌場である室川に到着する。 ま

た， B地点の側溝穴から出たタヌキは5mほどの崖を

登り，住宅地と造成地の聞に残されたミカン畑に向う

と恩われる。虚につけられたけもの道（図 2-2矢印〉

が明l僚についているところからこの側溝穴の使用頻度

は相当に高いと恩われる。

夜間，餌場にて行動していたタヌキは日の出る10～

20分前になると再び側溝を利用してA地点まで戻り，

道路を横断して雑木林内に帰ってゆくと恩われるが，

日中の雑木林内での行動， 夜間の行動等については今

後の調査に待ちたい。なお，この側溝を利用している

タヌキは足跡などから推定して3個体と思われる。

C地点〔図 1 - C〕は11月 12 日午前 6 時30分頃，倶~

潜から飛び出して道路を横切るタヌキを目撃した。こ

の場所はA地点から 700mほと離れており， 12日午前

6時頃にA地点で目撃したタタキとは別個体と思われ

る。



図2 道路に残されたタヌキの足跡及び側溝穴
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D地点（図 1-D）は8月17日，渋沢小学校近くの

住宅地内で午後4時ごろ， 側溝の穴から出たものの筆

者の気配であわててUターンして側溝に逃げ込むタヌ

キを目撃した。この付近は大規模な宅地開発によって

できた住宅地の端にあたる。 この団地一帯は下水本管

を埋設した本絡的な下水工事が施行されているため，

側溝と下水管は継っていることから推測すると，下

水本管もけもの道として利用しているように考えられ

る。

以上のように新興住宅地付近に設置された側溝やU

字溝，あるいは下水本管はタヌキがけもの道として積

極的に利用していること をうかがうことができる。こ

れと似た事例は平田（1985）が， 埼玉県鶴ケ島IIIJの新

興住宅地で一時的であるが，親と 2頭の仔が庭先に作

られた畑に現われたり，日中下水本管からU字溝に移

動中のものや，道路横断中のものが多くの人に目撃さ

れたり，仔の鳴き声によ ってしか推測できなかったが

親はかなり下水本管の配置を知っているらしく，縦横

に利用している印象を受けたと報告している。

このように縦横に，やや大袈裟に表現すれば五盤の

白状に配置されている側溝やU字溝，あるいは下水本

管をタヌキ自身の生活を支えるハビタッ トとして取り

入れることにより，野犬などの天敵から身を守り，日

中の行動も可能にしているように思われる。

安全なけもの道の出現は，最近いわれているタヌキ

の増加現象の一つの要因とも考えられる。このことは

都市環境と自然環境の接点地域，いわゆる新興住宅地

に生息する野生nflj乳類の新しい特徴ではなかろうか。

まとめ

ここでは， ホン ドタヌキが側溝を重要なけもの道と

して利用していることの報告だけにとどめ， 今後，こ
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の地に生息するホンドタヌキの行動図利用，一餌の季節

変化なと今後の調査に待ちたい。

なお，6月以後4カ月間に確認することのできた野

生哨乳類は次の10種であった。 トラップ等による地上

棲小型n市乳類の採集は実施していなし、。

ホンドタヌキ Nyctereutes procyonides viverrinus 

目撃，図 1-A-D

ホンドイタチ Mustela sibirica itatsi 目撃，図1 1 

ホンドキツネ Vu！ρes vulpes jaρonica 糞，鳴き声，

図1-2

キュウシユウノウサギ Leρusbrachyurus brachyurus 

捕獲，図1-3

カヤネズミ Micromys minutus 球巣，図 1-4

ヒメネズミ Aρodemus argenteus 拾得，図1-5

ムササビ Petaurista leucogenys 食跡，鳴き戸， 図

1-6 

コモグラ Mogura wogera imaizumi 拾得，図 1-7 

アズマモグラ Magera却ogura卸ogura 拾得，図1

-8 

ホンシュウヒミズ Urotrichus ta争aideshondnis拾

得，図1-9

なお， 8月の初め頃，ゲンジボタノレを観察中にコウ

モリの一種の飛淘を目撃している。

参考文献

池田啓ほか 1979 高島におけるホ ンドタヌキの行

動圏利用について，日生態会誌.29 ; 35-48. 

小原秀雄ほか 1986 都市生態系における人間と動物

の動態， 生物科学， 38;46 58. 

平田 久 1985 鶴ケ島町のH市乳動物，鶴ケ島研究，

2;15-19. 
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清川村札掛で観察されたホン

シュウモモンガについて

浜口哲

Notes on Pteromys momonga in Kiyokawa 

Village, Kanagawa Prefecture. 

って短L、滑空も行った。ムササピと比較した場合，体

の大きさの違いの他，自が相対的に大きいこと，飛脱

が狭いこと、 尾が体よ り短く上下に偏平であること等

の特徴がよく確かめられた。

札掛からは柴田（1964）も1960年にやはり小鳥の巣箱

に入っていた2例を報告しており，ここがホンシュウ

モモンガの定住地であることがうかがわれる。当地で

はムササビの観察例も多く，種間関係にも興味が持た

7.'lる。

巣の形態

Tetuichi HAMAGUCHI ホンシュウモモンガの利用していた巣箱は，スギ材

で作られたシジュウカラ用の大きさのものである。人

はじめに 口は30X30阻程度の四角い穴が開けてあったが，図の

神奈川県のllf日乳類相については，田代道弥，柴田敏 ようにかじって拡張されていた。内部には幅lm以下

隆，小林峯生等各氏の努力によって知見が蓄積され， に細かく裂いたスギの樹皮がいっぱL、に運びこまれ，

近年では環境庁，県立自然保護センターによる広域的 断面図に示したような丸い部屋が作られていた。

な分布調査も行われている。しかしこれらの調査はト なおこの巣箱はー｜時カラ類が利用したようで，底部

ラγプによるネズミ類等の小型の種類と，聞き取りに には蘇類が数かれていた。

よるタヌキ等よ り大型の種類に重点が置かれており，

中型の種類については情報が少ないきらいがある。特 巣から検出されたノミ

にホンシュウモモンカてPteromysmomonga〕について 巣箱を観察していたところ， 巣材の問等からノミ類

は， 僅かに柴田〔1964）と田代〔1971〕に計3例が報告さ が発見され， 12匹を採集した。

れているに過ぎない。 阪口浩平氏の日本の｜思麹目のモノグラフ（SAKAGU-

筆者は，このように県内での記録の少ないホンシュ CH I 1962）には，ホンシュウモモンガに寄生する種類

ウモモンガを，丹沢山地の清川村札掛において観察す として3種類のノミが記載されている。今回発見され

る機会を得たので， ここに報告する。報告にあたって たものは，前胸部のみに櫛状の練が認められ，そのフ

は，一緒に観察を行った丹沢自然保護協会の自然教室 ち最も 普通と される Ceratophyllidaeナガノミ科の

スタッフの皆さんに感謝したい。 Monopsyllus argusムササピナガノ ミと特徴が一致し

た。

観察状況 ノミはi液浸楳本として平塚市博物館に保存してある

1985年12月26日，清川村札掛で開催されていた丹沢 ので（登録番号 HCM52-2123），将来専門家の同定を

自然保護協会主催の冬の自然教室において，前年の冬 仰ぐ予定である。

期に架けた巣箱の掃除点検が行われていた。その巣箱

の一つを木から下ろしたところ，中から 1頭のホンシ

ュウモモンガが現れた。スタッフがそれを捕らえ，室

内においてしばらく観察した後，野外に放した。

ホンシュウモモンガが利用していた巣箱は札掛の国

民宿舎丹沢ホームのすぐ裏手の落葉広葉樹の地上かわ

約3mの位置に架けられたものであった。付近の植生

はモ ミの自然林であり，標高は約550mである。

この個体は計測は行わなかったが， 頭胴長約2o:m程

度と思われ，上面の色彩は比較的灰色味が強かった。

室内に放した時は物陰にうずく まるほか， 柱などに登 図1 室内に放したホンシュウモモンガ
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図2 ホンシュウモモンガが利用していた巣箱（A：全形 B：断面図 C：入口〉

図3 巣から検出されたノミ （Monoρsyllusargus ？〕

おわリに

山地に架けられた巣箱は鳥類だけでなく ，小型のn市

乳類によってもよく利用される。ここには実際に利用

個体が観察された例を報告したが，札掛では他にも巣

材だけが発見される場合が少なくない。そうした例を

丹念に記録しておくことも自然史的に重要な情報にな

るであろう。また巣箱の架設や掃除にあたっても，時

期や方法の点で哨乳類への影響も配慮する必要がある

ことを指摘しておきたい。
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真鶴岬で捕獲されたゴマフアザラシについて

中村一恵・山口佳秀

On the Ice-breeding Harbour Seal (Phoca largha) Caught off 

Manazuru-misaki, Kanagawa Pretecture 

Kazue NAKAMURA and Yoshihide YAMAGUCHI 

1986年6月24日，神奈川県真鶴岬沖でアザラシが捕

獲された。アザラシ類は，日本では北海道のオホーツ

ク海沿岸以北に分布する寒流系の生物で，北海道を除

く日本沿岸に南下することはまれである。これまで相

模湾から正式に報告されたことはないようである。よ

って本例を報告し，あわせて東海域への鰭脚類の南下

現象についても概報する。

報告するにあたり，貴重な資料をご寄贈下った斉藤

英和氏，捕獲情報をお寄せ下った県水産試験場相模湾

支所および横浜国立大鈴木博教授，南下鰭脚類の新聞

情報を集めて下った吉村信紀氏，斉藤雄治氏，記録の

問合せに心よく回答下った大洗水族館海獣展示課の稲

葉暢弘氏，静岡水試伊東分場の青山雅俊氏，アザラシ

南下の背景を探るにあたって有意義な助言と文献の提

供を下った神奈川県水産試験場の岩田静夫博士と岡県

水産課亀井正法主査，解剖処理で援助下った小林峯生

氏，以上の方々すべてに対し厚くお干し申し上げる。

真鶴産個体および1986年に南下したアザラシ類の

記録について

このアザラシは真鶴岬番場浦の小型定置網（斉藤英

和氏所有〕で混獲された。中層定置網の魚、捕部分に入

ったものが，斉藤氏によって早朝（5時30分頃〉に発

見されたが，その時はすでに死亡していた。窒息死し

たもの思われる。斉藤氏によると，6月23日の夕刻か

ら夜半にかけて綿に入ったのではないかとL寸。体長

101. 5 cm，尾長11.Ocm，体重31kgの維で， 大きさ

(NAITO, 1976参照）から，1才程度の若令個体と推定

された。

日本沿岸（北海道を除く〉に南下するアザラシ類は，

ワモ ンアザラシ，ゴマフアザラシ，アゴヒゲアザラシ

の3種である（NAITO,1976）が，大きさ，斑紋等の

特徴で類似するのは，ワモンアザラシとコ＇. 7フアザラ

シである。ワモンアザラシの腹面には，西脇（1965〕

によると，ゴマフアザラシにあるような顕著なまだら

模僚はなく，体側および背の斑紋はコ。マフアザラシの

ものより大きく，多くの個体で斑紋の縁に白色を帯び

る縁とりがあり，輸の形をなす。この個体は，ワモン

アザラシの特徴とは異なり，灰色の地に白と黒の不規

則な小斑が全身にある（写真参照）。斑紋の特徴から，

コ’マフアザラシ （Phocalargha）と考えられる。本個

体の骨格標本も収集してあるので，将来，頭骨に基づ

く同定の再検索および年令査定が可能である。

真鶴岬沖でゴマフアザラシが捕獲された年（1986年〕

は，相模湾以外の数ケ所でもアザラシもしくはアザラ

シ様動物が捕獲されたり目撃された。これらは次の通

りである（種名等は新開発表等のニュースソースのま

ま〕。

1. ワモンアザラシ 1月23日，愛知県豊橋市寺沢町

（通称寺沢海岸〕，体長60cm，体重8.5kg （朝日新

聞，中部読売新聞各1月24日付）

2. アゴヒゲアザラシ 8月3日，長崎県対馬三浦湾，

雑魚磯建網混獲，体長115cm，体重102kg，おそら

く当才獣（鯨研通信364号〉

3. アザラシ様動物 8月8日，東京都足立区南鹿浜

町荒川，体重約lOOcm（サンケイ新聞， 8月9日付〉

4. アゴヒゲアザラシ 9月30日， 茨城県水戸市那珂

川，サケ流網混獲，体長135cm，体重SOkgの雌（N

77 



真鶴川fl沖で捕獲されたゴマアザラシ（撮影 ・中村一恵〉

HKlO月3日ニュース，性 ・休長 ・体重は大洗水族 北半球の北極圏に分布し，流氷期に北海道近海で

館稲葉i陽弘氏による。同館に保護収容〕。おそらく まれに観察される。北半球産アザラシ類中の最大

当才獣。 種。

冒頭に述へたように，これら 5種のうち，本州，四

日本産アザラシの分類と分布および南下種の分散 匡l，九州、｜までに南下する種は，すべて氷上繁殖種の，

について ワモン，コ’マフ，アコヒゲの3種のみで，南下個体の

日本で記録されるアザラシ類を主として内藤（1979〕 ほとんどが幼獣である（NAITO,1976〕。西脇 ・内藤（19

の分類によって整理すると，以下の5種である。 74〕， NAITO(1976〕，内藤（1979〕に基づいてゴマフア

1. クラカケアザラシ Phoca fasciata ザラシ幼獣の誕生から分散までに至る過程をまとめる

ベーリング海からオホーツク海にかけて分布し， と次のようになる。

流氷とともに北海道近海まで南下する。 オホーツク海のゴマブは， 沖合の流水域と沿岸域の

2. ワモンアザラシ〔旧名フィリアザラシ〕 Phoca 2つの生活環境をもっ。流氷域の生活は1月から 4月

hispida 凶 までで，オホーツク海のものはこの間〔3月頃〉に流

北半球両大洋の，多くは北極圏の定着氷上で繁殖 氷上で11子を出産する。生まれたばかりの仔は，体長

し，流氷とともに北海道のオホーツク海沿岸にも出 約SOcm，体重7kgほと。育仔期間は非常に短く， 2

現する。 日本近海のものは亜種 ochotensisとされ ～3週間。この間の仔の成長は目ざましく，とくに体

る。アザラシ科中の最小種。 重は25～30kgになり，この頃になると，遊泳生活に

3. ゼニガタアザラシ Phocavituli仰 適さない新生仔毛を脱落させ，親と同じ羊毛状の毛が

北半球両大洋の寒帯から温帯の沿岸に分布。北海 はえる。仔が独立すると，親はすくに交尾を行なう。

道東部の岩礁帯に繁殖するものは亜種stejnegeriと 海水の解けはじめる 4～5月には， 20～100頭の集団

位置づけられている。次の氷上繁殖型のゴマフアザ となって沿岸に向けて移動するが，こうした流水域か

ラシに近縁で，岩礁海岸に定住する 陸岸繁殖型の ら沿岸域への生活環境の転換は，仔が生まれてまもな

”コーマフアザラシ”。 く行なわれる。この間に，仔は授乳，換毛，離乳まで

4. ゴマフアザラシ Phoca largha の過程を短かい期間で完了させなければならない。そ

北太平洋に分布し，流氷とともに北海道沿岸に出 のため独立生活に入った幼獣には流氷によって運ばれ

現する。 る分散が必然的に起きる。中には，風や潮流によって

5. アゴヒゲアザラシ Erig制 thusbarbatus 南へ移動する流氷によって運ばれ，根室海峡（流氷雨
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限域〉を抜けて太平洋に流されて行く個体もあるだろ

う。海氷が完全に流失する 5月中旬以降から 6月にか

けて，根室半島周辺で魚、網にかかるアザラシ類は，ワ

モン，ゴマフ，アゴヒゲ， クラカケの4種で， ゴマフ

が最も多く，次いでワモンとアゴヒゲ，クラカケは最

も少なL、。それらのほとんどが幼獣である。太平洋に

流出する流氷によって運ばれたものがさらに南の日本

沿岸に達するものと考えられる。北海道を除く日本沿

べ1～2度低い15度台の低温水で忌おおわれた。5月下

旬～6月上旬には平年に比べ3～5度｛郎、異常ともL、

える低温が小田原の早川沖 （45m深）で観測された。

この間c1～6月），サケ，ホ ッケ， スケソウ，ク ロ
ソイ等の寒流系魚類が湾内および東京湾口で捕獲され

た（東海水産研究所，1986）。

考察

岸からのアザラシ類の捕獲例数は， 1949年以降1975年 表1に筆者らの知り得た，近年の東海域における鰭

までの問に16例あったが，出現頻度の最も高い種は， 脚類の出現状況を示す。オットセイの記録が多く，ア

根室半島で魚網にかかる優占種と同じゴマフであり， ザラシ類の報告例は少ない。セイウチの出現は極めて

16例中10例を占める。南下したアザラシ類の75%が4 異例のことである。

月から 7月の聞に記録されている。 定住性の強＇ ＇，陸 オットセイの南下は親潮接岸分技と沖合分技の道東

岸繁殖種のゼニガタアザラシは南下しない。クラカケ 沖や三陸沖への接近と一致するが，その分布南限は黒

は氷上繁殖種だ、が，日本沿岸（北海道を除く〉への南 潮との措抗状態によって変化し， 春に大冷水塊が常盤

下記録は一例もない。それは，この種が繁殖および換 沖にあるようなときには，分布は最も南偏し，銚子沖

毛期を除くと明らかに外洋性となることに関係してい まで達する。水温15度は，オットセイの正常な体温調

るらしし、。 節を，そして活動的な生活を営むための限界温度と考

えられる。潮境に集中する餌動物の分布密度にも関係

アザラシが南下した1986年春の相模湾の海況 するが， 15度以上の高温水域まではほとんど回遊しな

県水産試験場の相模湾漁海況予測 (1986年6月20日 L、（和田，1969〕。

付）によると，この年の親潮の勢力は，84年以来2年 常盤沖より鹿島灘に至る沿岸域は，通常は北部に親

ぶりの強さを示し， 2月中旬には鹿島灘北部海域まで 潮接岸分技の先端と黒潮本流から派生し，接岸分技を

親潮が南下した。その後も南下勢力は弱まらず，常盤 分断する暖水舌ないし暖水流との混合域で，親潮接岸

～鹿島灘では3月以降の水温が平年に比べ4度も低か 分技が房総沖まで及ぶことはまれである（藤森 ・他

った。 3月7日以降冷水塊は房総沖まで移動し， 4月 1969）。 したがって， オッ トセイが銚子沖まで達する

11日以降房総沿岸低温水の南下勢力が強くなり，湾内 ことは，和田が言う ように，通常ではないことであ

はその影響を受けはじめた。 5月以降も前月に引続き り，さらに以南の東海域まで達することはまれなこと

冷水塊と房総沿岸低温水の影響を強く受け，平年に比 であると考えられる。それ故に，こ うした南下の背景

表1 東海域（房総～熊野灘） における鰭脚類の出現状況（未完）

年 月 房総（銚子以南）～相模灘 伊勢湾 ～ 熊野灘 出 典

• 1975 3～4 伊豆大島沖F1 ? 三重御座海岸F1 木幡・亀井（1981），毎日新聞
（’84.3. 2) 
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千葉天津s1 NAI'l'O 

1982 
1983 12 

• 1984 1～3 
千葉一宮F1 

毎日新聞（’81.5. 20），朝日（’81.
5.29) 

無名子（1984)
三重津市F1，名古屋新川 塚田（1984〕，毎日新聞（’84.3.5)
F 1，三重尾鷲湾Wl

東京湾F1 

1985 2 静岡伊豆山沖F1 東海区水研（1985）， 青山雅俊
（私信〉

F；オットセイ， S；アザラシ（アゴヒゲ）， w；セイウチ，記号の後の数字は頭数，
・印は冷水年て、あった年（二平 1986）を示す
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には，当然親潮南下勢力強さが関係しているものと考

えられる。

異常冷水年とされた1963年と同等もしくはそれ以上

のTの値（鹿島灘沿岸のほぼ中央部に設定された定点

観測地における！Om層水温値のうち10°c以下の水温
値（ t〕をとりだし10 t値の積算値T=I;(lO-t）を

冷水年の評価指標とした場合〉を示す年は， 1975, 77, 

81, 84年である 〔二平，1986）。こう した 「冷水年」と

L、われる年に対応してオ ットセイが東海域に出現して

し、る（表1参照）。

銚子以南へのオットセイの南下は， 12～5月の冬か

ら春先にかけて起きるようであるが，アザラシ類の出

現季節は， NArT0(1976〕によると，オットセイと異な

り，主として春から夏にかけてである。それによる

と，アザラシ類は， 房総半島と能登半島を結ぶ線以北

の北部本州では，4月下旬から10月中句まで，その多

くが4月上旬から 6月中旬までの聞に捕獲され，以南

の南部本州，四国，九州では，そのすへてが7月上旬か

ら11月上旬までの聞に捕獲されている。12月から 3月

までの記録は皆無である。捕獲の位置と季節の関係に

おいて，水戸市 （9月30日〉， 真鶴 （6月24日〉，対馬

(8月3日〉の記録に無理はないが，豊橋市〔1月23日〕

の出現季節は，ど うみても不自然である。新聞報道に

よると， 休長60cm，体重8.5kgとあるから当才獣と

推定される。しかも，その写真をみると，新生仔毛を

脱落中の個体であるようにみえる。上記3例が混獲に

よるものであるのに対し，この個体は海岸の砂浜にう

づくま っていたとL寸。自然分布とは考えにくく， 北

方の繁殖地から，おそらく船によって人為的に運ばれ

遺棄されたものであろう。

相模湾へのゴマフアザラシの出現は，神奈川水試1，、

うところの房総低温水の波及に伴った迷入と一応考え

てよいのではないかと思えるのだが，移動力が大きく

かっ外洋性に富むオットセイと沿岸性のアザラシ類と

では，出現時期に違いがあるようであり，同一視する

ことに問題が残る。今後の検討を必要とする。

おわりに

1986年6月十こ相模湾でコ’マフアザラシが記録され

た。こうした 1例報告はそれほど大きな意味をもたな

し、かも℃れない。しかしj情報が集積されることによ

って，一つJつσプ情報が互いに補完しあう形となり ，
予一想作の事笑や法買lj性が浮かび上ってくるのではない

だろうか。だが，これらに関する情報網は極めて貧弱
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で，断片的なまま放置されているのが実状である。し

かし幸いなことに，鯨類研究所がセンターとなって情

報収集に乗り出した（加藤， 1986）。ただし。情報の中

で，新聞によるものは，豊橋市の例にみるように，速

報性はあっても， 由来その他同定等の点で｛言慾性を往

々にして欠く場合もあるので，資料の扱いには十分配

慮、する必要があることは言うまでもない。
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酒匂川で記録された黄脚のセグロカモメについて

室 伏 友

A Herring Gull with Yellow Leg Recorded from Sakawa River, Knagawa Prefecture 

Yuzo MUROFUSHI 

神奈川県小田原市の酒匂川河の付近は県内有数のカ ど差は認められなかった。特に，脚が水中などに， 没

モメ類渡米地であり，冬期にはユリカモメ，カモメ， していると識別は非常に困難であった。

ウミネコ， セグロカモメ等の群れが観察される。セグ しかし，自然光の中での両者の差異は顕著ではなか

ロカモメ（Larusargentatus vegae〕は，ピンク色の脚 ったものの特に， 曇天の日などには，その背面は黄脚

を持った大形カモメ類の中で，酒匂川ではもっとも個 セグロカモメの方が，やや濃いように感じられ， l嚇の

体数の多い種類であるが， 1984年12月21日，約 150羽 色調もやや濃く感じられた。H拷先端の赤のスポットの

のセグロカモメ（L.a. vegae）群中lこ， 黄色い胸Iを持つ 大きさ，色調に関して，セグロカモメとの差異は認め

たセグロカモメ 6羽〔成鳥〕が， 混在しているのが観察 られなかった。

された。これらは， 85年4月まで滞在した。また，翌 これらの個体は，脚が黄色いとL寸特徴から，セグ

冬の85年12月から86年3月まで以前のように， 6羽程 ロカモメの地理的車種で，ソヒeエト，中国， モンコツレ

度の小群でなく，単独か，2～3羽の小グループでの にまたがる中央アジアに産する L.a. mongolicusで

再渡来が観察されたので，報告してみたい。 はないかと考えられる。

観察された，黄脚のセグロカモメは，通常では，セ 本亜種はBrazil(1983〕によって九州にて観察記録

グロカモメ （L.a. vegae〕と行動をともにしているよ されたことがある。

うであった。しかし，日中河川内で休息している時の L. a. mongolicusは，本来，越冬地を中国沿岸に求

縁子は，やや異なり，他のセグロカモメ （L.a. ve仰の めており， 本邦への迷行もじゅ うぶん考えられる。特
とは，混じる事なし黄脚セグロモメのみで，小グノレ に， 二年続けて，単独ではなく，小群，小グループで

ープを形成し，群の中央よりやや端付近に存在してい 渡来してきている事は，単なる迷行としてよいのか又

た。移動する時も，だいたい同H寺であり，水浴，羽 は，越冬地の鉱大とも考える事でき，興味深h、。

づくろい，休息も，おたがいに，接近しており，その

距離は他のセグロカモメ （L.a. vegae〕よりも近かっ 文献

た。 BRAZILM. 1983 A sight record of Yellow-legged 

なお， 黄脚個体の黄脚セグロカモメの特徴は，第一 Herring Gull from Kyushu, Japan. Tori 

に，脚が黄色であるとし寸事であり，その他の点につ 32: 112-113. 

いては，外見上，セグロカモメ（L.a. vegae〕とほとん （箱根町立箱根明星中学校〉
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黄脚のセグロカモメ，中央横向きの1羽 小岡原市酒匂川

黄脚のセクロカモメについてのコメント

セグロカモメ，オオセグロカモメ，ワシカモメ，シ

ロカモメなどの，いわゆる大形カモメ類（セグロカモ

メ種群〕の分類は複雑かっ困難を極め，とくに Arge-

ntatus -fuscus （セグロカモメ ーニシセグロカモメ〕

complexの分類は困難て、ある。極端な場合，セグロカ

モメとニシセグロカモメを統合して1種とする見解か

ら5種に細分する分類まである。

セグロカモメ （Larttsargentatus）はユーラシア大

陸および北米に広く分布し，多数の地理的亜種が認め

られているが，分類 ・形態等の特徴から， 次の3群に

大別される。

1. argentatus群（北西ヨーロッパ，シベリア， 北

米，4亜種）

2. cachinnans群（南ヨーロ ッパ，北アフリカ，中

失アジア，7亜種）

3. arinenicus群（アノレメニア， トノレコ， イラン，

1亜種〉

一方，ヨーロッパを中心lこ分布するニシセグロカモ

メ（L.fuscus）は2亜種に分類されていた（PETERE,

1934〕が， D;o;vILLERS(1983）はセグロカモメの一部

の亜種をニシセグロカモメに移籍し， 5!Jii:穏に分けら
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れるとした。DEVILLERSの新分類に徒うならば，これ

までヨーロッパに限られていたニシセグロカモメの分

布は実際には北シベリア中央部まで達し，北東シベリ

アにおいてセグロカモメの亜種 vegae（日本冬鳥〉 と

分布を接していることなる。エニセイ:J'lll区ではニシセ

グロカモメの麗種heugliniとvegaeとが明らかに交雑

し，明確な雑種群を形成している。DEVfLLEHSはこの

交雑個体群を便宜上ニシセグロカモメの亜種taimyre-

nsisとして分類している。ニシセグロカモの亜種の中

で最も大形で，背の色は両者の中聞を有し 変異に富

み，足の色はピンクまたは黄色である。taimyrensis1コ
越冬分布域についてはよ くわかっていないが， 繁殖分

布域から推定して一部はvegaeの越冬地に渡っている

ものと考えられる。

DEVILLERSの再分類により，セグロカモメは北方の

argentatus群と南方のcachinnans群とにさらに大別

される。第1群の成鳥は，背淡色，足は主としてピン

ク，限険は黄色ないしオレンジ ・イエロー，虹彩レモ

ンイエロー，冬羽で頭部の縦斑顕著等によ って特徴づ

けられる。第2群の成鳥は，大形，背 ・翼上面は第 1

群より濃い。足は黄色，自民I践は赤，虹彩は淡灰黄色

（亜種別ichahellis，亜種mongolicusでは褐色とし、う者

あり〕。下ntlfの赤斑は第1群より一般に顕著：。冬羽で



頭部の縦斑は少ない等によって特徴づけられる。 く，虹彩は l羽で褐色， 2羽で淡黄色であった。背の

前述した第3群のarmenicus群は，第2群とは顕著 色が vegaeよりやや濃く，褐色の虹彩をもった個体の

に異なる特徴を もっ亜種である。小形でn婦が短かく， 下鳴の赤斑は鮮やかに顕著であった。

横帯があり ，初列風切白斑の発達が惑い。虹彩は褐色 1984年から連続して3年渡米が確認され，数も少な

また日本冬鳥の vegaeは大形で，背の色は第l群より からず観察されていることは，黄脚のセグロカモメが

はむしろ 北米のアメリカオオセグロカモメ （L.occi- 迷行によるものではなく ，恒常的な冬鳥として日本に

dentalis occidentalis）に近い。それぞれは独立種であ 渡来していることを示唆するものであろう。

る可能性が大きい（眼険の色は vegaeでは赤く ，ar- vegaeの足の色は年令に関わりなくピンク（肉色〕

gentatus群とは異なっている 中村）。室伏氏の報告 であるから，色の足をもっ個体が別系統のものである

でキアシセグロカモメと考えられた亜種〔mongolicuの ことはほぼ間違いない。 しかしその場合，交雑個体鮮
は第2群に含まれる。 taimyrensisとセグロカモメ第2群の mongolicusのし、

室伏氏が観案されたものとおそらくは同じタイプと ずれかめるいは両方が渡来している可能性がある。今

思われる黄脚のセグロカモメを， 1987年1月9日小田 後，足の色ばかりでなく他の形質についても十分検討

原市早川河口で至近距離から観察できた，天候は，風 し，識別する必要があり ，同時に日本に渡来する “セ

はあまり強くなく快晴であった。約30羽のセグロカモ グロカモメ”の分類を洗‘パ直す必要があるだろう。

メ （vegae〕の小群（他にオオセグロカモメ， ウミネ コメントするにあたり，以下の文献を参考にした。

コ，ユリカモメ若干を含む混群であった）の中に黄脚 CRAMP, S and K. E. L. SIMMONS (eds) 1983 The 

個体（成鳥〉が3羽認められた。足の色は vegaeのピン birds of the western Palearctic, vol. 3. 

ク（肉色〉 とは明らかに異なり，黄色を帯びるが，肉 Oxford. （とくに Devillersによる系統分類

色を基調に黄色がかるとL寸色調で，とくに践で肉色 の部分〉

系が優る。肉色と黄色の混じりあった色調で，全体と DwrGHT, J. 1925 The gulls (Laridae〕ofthe world: 

して鈍L、黄色で，近くにいたウミネコ成鳥の明るい黄 th巴irplumages, moults, variations, rela-

色とは異なっていた。 1羽の背の色は vegaeよりやや tionships and distribution. Bull. Amer. 

濃い灰色であったが，他の2羽は vegaeとほとんど差 Mus. Nat. Hist. 52 : 63 401. 

はなく， 淡灰色であった。頭部は vegaeと比較して縦 GRANT, P. J. 1986 Gulls, a guid巴toidentification. 

斑が少なく，襟に集中している。眼険は vegae同様赤 second edition. T &AD Poyser, England. 

（中村一恵〉
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神奈川県産ゲンゴロウ類資料 （1)

高桑正敏

Distributional Records of Dytiscid Beetles from Kanagawa Prefecture (1〕

Masatoshi TAKAKUWA 

神奈川県の甲虫相の解明は全国で最も進んでおり，

小県であるにもかかわらず，全都道府県に先がけてま

もなく 3,000種が記録されよう としているが，しかし

その中にあって，なおいくつかの群については調査が

不充分なままである。ゲンゴロウ類もそのlつで， 県

下のもの＊は大場（1981〕が13種を報告し，その後，

平野（1981; 1984 ; 1985〕や西村・岸（1986）が追加

して合計19種となった〔岡野， 1941を除いて〉ものの，

近隣諸県における知見から判断してなお数種以上の追

加が想定されていた。一方では， 県下における水棲昆

虫の棲息環境の減少と劣化は著しく，神奈川県からす

でに姿を消したと考えられる種類もあって，早急な調

査が望まれていた。

こうした状況をかんがみ，筆者は19明年に神奈川県

のゲンゴロウ類調査を意識的に試みたところ， 多くの

同好の方々の協力を得て県内未記録種を含む22種を発

見することができた。さらに横須賀市自然博物館所蔵

の標本中からは，だいぶ古いものであるがやはり県内

未記録を含む貴重なゲンゴロウ科甲虫を見い出した。

この調査はまだまだ不充分で，将来にわたり継続しな

ければならないものだが，神奈川県産甲虫類3,000種

突破への早期実現のためのささやかな一助として，ま

た調査に協力してくれた方々に報いるためにも，ここ

にデータをとりまとめ， 発表しておく ことにした。

本文に先立ち，所蔵標本を見せてくださり，発表を

＊県下のゲンゴロウ類をまとめた報告としては，古く
岡野 (1941）による14種があるが，これにはデータ

が一切示されておらず，単に種名の羅列にとどまっ

てし句。このため，神奈川県産甲虫類をまとめてい

る平野幸彦氏も岡野〔1941〕の扱いに苦慮されてお

り，現状としてはほとんど利用していなL、。したが

ってここでも岡野（1941)のリストは参考とするに

とどめておくことにした。

快諾された横須賀市自然博物館の大場信義博士，文献

等について教示いただいた神奈川昆虫談話会の平野幸

彦氏，調査に多大な便宜をはかつてくださ った同会の

秋山秀雄，西村正賢，焼悶理一郎の各氏，神奈川県立

自然保護センターの高橋和弘氏，神奈川県立博物館の

新井一政氏に厚くお礼を申しあげる。また， 長谷川道

明，岸一弘，中村進ーの各氏からは貴重な標本の恵与

を受けた。ここに改めて感謝したい。

なお，以下のデータのうち，特に断りのないものは

筆者が保管している。 同様に，採集者名が記されてい

ないものは筆者による。種の配列および学名 ・和名は

佐藤（1985〕に従った。

コップゲンゴロウ手ヰ Noteridae 

コップゲンゴロウ Noterusjaponicus SHARP 

4頭，厚木市七沢， 26.v. 1986 
県立自然保護センター内のアサザが密生する小池

から得た。コップゲンゴロウ科は神奈川県からは初

めて記録されるものである。

ゲンゴロウ平ヰ Dytiscidae 

キボシケシゲンゴロウ Nか•Ponhydrusflavomaculatus 

(KAMIYA〕

4頭，逗子市二子山， 22.JX. 1968，小熊良明採

集； 1頭，同， 14.w. 1970，小熊良明採集（横須
賀市自然博物館蔵〉

森戸川上流の産と恩われる。筆者も1962年に同地

でいくつかを得たことがある。県初記録種。

ケシゲンゴロウ正fyphydrusjaρonicus SHARP 

16色合18♀♀，横須賀市秋谷前田川流域， 4,.v. 
1986 ; 1♀，同，19.v. 1986 
1ケ所の休耕田から得た。この休耕回における本

種の個体数はおびただしいもので，同時に得られた
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他のゲンゴロウ科甲虫7種の全個体数よりもはるか はるかに少なく，また核息場所も本流のよどみと伏

に多L、ほどだった。戦前の藤沢市片瀬産の標本も検 流水の湧出部付近に限られていた。岡野(1941〕のリ

している。県初記録種。 ストにあるが，正式なものとしては西村 ・岸（1986)

チャイロチピゲンゴロウ Liodessusmegacφhalus による愛川町角田の記録が初めてのものである。

(GscHWENDTNER) ツプゲンゴロウ Laccophilusdifficilis SHARP 

29頭，三浦市江奈湾口， 7.N. 1986 1頭，相模原市神沢， 7.JX. 1986 

海岸の岩礁地帯の塩分を合む水溜りに棲息する種 相模川左岸の河原に生じた水溜りから得た。

として知られ，上の記録も岩礁地帯の汀線から10～ ノレイスツプゲンゴロウ L.lewisius SHARP 

30m程度雌れた浅い水溜りからのものである。昼間 15頭，横須賀市秋谷前田川流域， 4. v. 1986; 
も活発に泳ぎ回り，交尾中の個体も多かった。従来 8頭，同， 19.v. 1986 
の神奈川県からの記録は平野（1985）の城ケ島のみ ケシゲンゴロウが佼占な休耕田とそこからやや離

だが，録。木繁雄氏によれば三浦市三戸の岩礁士山千＃＇で れた水田の2ケ所から得た。県初記録種。

も目撃しているというので，三浦半島ではかなり広 コウベツプゲンゴロウ L.kobensis SHARP 

く分布しているものと思われる。 1頭，三浦市引橋， s.N. 1978，大場信義採集

チピゲンゴロウ Guignotusja戸onicus〔SHARP) （横須賀市自然博物館蔵〉

1頭，横浜市緑区寺家町，8.JX. 1986 ; 4頭， 県初記録種。 この標本は大場（1981）がアヤナミ

横須賀市長坂嶋塚，19.v. 1986; 10頭，岡市秋谷 ツプゲンゴロウ L.sharpi RtGIMBAR1＇として報告し

前田川流域，4 V.1986;1頭，同，19.v. 19 たもので，ここに訂正しておく。アヤナミ ツブゲン

86; 1頭，相模原市神沢，6.JX. 1986 ; 2頭，城 ゴロウ（シャープツプゲンゴロウ〕は全国的には普

山町滝尻，7.JX. 1986; 3頭，清川村宮ケ瀬， 11. 遍的な種であるが， 今のところ神奈川県産の標本を

班.1986 ; 1頭，同， 4.x. 1986 見ていない。

浅い7]<.溜り，特に何回か雨が降らない場合には干 セスジゲンゴロウ Coρelatusjaponicus SHARP 

上ってしまう場所に多かった。 横須賀市長坂鴫塚で 1♀，相模原市当麻，6.JX. 1986，長谷川道明

はきわめて多くの個体を目撃した。 採集 ；1頭，寒川町一之宮，13.JX. 1986，岸一弘

コシマチビゲンゴロウ Potamonecteshostilis SHARP 採集

2頭目撃，相模原市田名，6. lX. 1986 ; 12頭， 相模原市の個体は休耕閏から， 寒川町の伺体は灯

同市神沢，17.N. 1986; 7頭，向，6 JX. 1986; 火採集によるもので，双方とも次種と混じて得られ

1頭，同市上大島，28.v. 1986 ; 8頭，城山町葉 た。♀は次種と紛らわしい場合があるが，休はやや

山鳥，28.N. 1986; 5頭，清川村宮ケ瀬， 11.Vil. 幅広く， 上麹は淡褐がかった濁黄色で基部の黄色帝

1986; 2頭，同，4.x. 1986 が明瞭なことから区別できる。県初記録種。

相模川と宮ケ瀬の人工水路から得た。相模川にお ホソセスジゲンゴロウ C.weymarni B.1LFOuR-BROWNE 

いては本流のよどみ，本流から校l岐れした小流，伏 6頭， 横浜市緑区新治町， 29.N. 1986; 6頭，

流水の湧出部付近，河原の水溜りなどに棲息し，個 同区三保町，29.N. 1986; 2頭，横須賀市秋谷前

体数は概して多し、。特に夜間3立行動が活発で， 1 n1 田川流域， 4 v. 1986; 3頭，相模原市当麻， 6.
当り100頭以上観察できた場所もある。宮ケ瀬では JX, 1986; 12頭，同市田名，6. ]X. 1986 ; 2頭，

新しく造られた人工水路の池部分で見っかり，個体 寒川町一之宮，13.lX. 1986，岸一弘採集； 1頭，

数は比較的多L、。他には平野（1984）による西丹沢 城山町穴川，28.N. 1986 

からの記録がある。 休耕田，7]<.溜り，流れのゆるやかな溝などで得た

コ’マダラチピゲンゴロウ Neonectes仰 trix(SHARP) が，水深が1～2cm以下ときわめて浅く，何日か降

1頭，相模原市神沢，6. lX目 1986;7頭，同， 雨がなければ干上ってしまうような水域にむしろ多

7 • lX. 1986 ; 1頭，愛川町角田， 17.N. 1986, かった。寒川町の個体は灯火に飛来した。体型や色

新井一政採集 ；3頭，津久井町青野原， 5.v. 19 彩にいくらか変化が見られ，上麹基部にかなり明瞭

86，秋山秀雄採集 な褐色部を生じる個体もあった。他には丸山（1971〕

相模原市では前種と混じて得られたが，個体数は によ る川崎市多摩区中野島と平野（1984）の西丹沢
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管沢からの記録がある。 マメゲンゴロウ A.jaρonicus SHARP 

キベリマメゲンゴロウ Platambusfimbriatus (SHA UP) 2頭，横浜市緑区寺家H汀， 15.Vlll. 1985 ; 15頭，

l頭，相模原市神沢，6.IX. 1986，新井一政採 同， 27.x. 1985; 1頭，同区新治町， 29.w. 19 
集 ；87頭，同，7 . IX. 1986 86 ; 4頭，同区三保町， 29.w. 1986; 3頭，岡市
相模川本流左岸のよどみで次種とともに得た。新 旭区上白根， 8.w. 1986; 1頭，葉山町二子谷，
井氏採集の1頭は河原の水十ti'.lりからのものだが，増 18. v. 1986; 1頭，横須賀市秋谷前田川｜流域，4.
水によって2～3目前は冠水した場所であり，本流 v. 1986; 3頭，相模原市当麻，28.v. 1986 ; 5 
に棲息していたものが取り残されたものと推定され 頭，同市神沢，17.w. 1986; 2頭，秦野市蓑毛，
る。従来の県下からの記録は ScHONFELDT(1886〕の 11. 1唖 1986，岸一弘採集； 1頭，厚木市七沢，26.
カタログ中の箱根とL寸記述と，岡野（1941〕のリ v. 1986; 2頭，岡市広沢寺温泉，26.v. 1986; 
ストに掲げられているだけ。 l頭，城山町葉山島，28.w. 1986; 2頭，同町穴
モンキマメゲンゴロウ P.ρictipennis〔SIIAHP) JIJ, 28. w. 1986; 1頭，箱根町仙石原， 19.vr. 
2頭，横浜市緑区三保町・， 29. w. 1986; 40頭， 1986 

岡市磯子区氷取沢，6.v. 1986 ; 129頭，逗子市・ 各地の止水域に普通に見られる。5月頃に未成熟

葉山町二子谷，18.v. 1986; 53頭，横須賀市秋谷 個体が多いので，この頃に新成虫が出現するものと

前回JIJ, 4 V. 1986; 76頭，同，19.v. 1986; 思われる。
2頭，相模原市神沢，28.v. 1986 ; 36頭，同， グロズマメゲンゴロウ A.conspicuus SHARP 

7 IX. 1986 ; 78頭，厚木市広沢寺温泉， 26.v. 2頭，横須賀市秋谷前田川流域， 4 v. 1986; 
1986; 2頭，城山町小倉串川，14.vr. 1986，岸一 11頭，同，19.v. 1986; 1頭，相模原市神沢，28.
弘採集，3頭，清川村宮ケ瀬，4.x. 1986; 7頭， v. 1986 
同，24.x. 1986 休耕田と相模川左岸の段丘崖下の湧水により生じ

清流にきわめて多く， lケ所のよどみに 100頭以 た水溜りから得た。横須賀市における 5月4日の個

上見られることも珍しくなL、。5月に新成虫が羽化 体は未成熟で，5月19日の個体も一部が成熟してい

脱出するらしく，その頃の大部分の個体が未成熟で なかったことから， 5月上中旬頃に新成虫が現れる

ある。原則として止水域には桜息しないが，新成虫 ものと思われる。県初記録種。

はこの限りではないようで，例えば逗子市・葉山町 ヒメゲンゴロウ Rhantuspulverosus (STEPHENS) 

二子谷においては河原に生じた水溜りにも多数の未 3 fiJl，横浜市緑区寺家間J,27. x. 1985; 1頭，
成熟個体が見出された。黄紋は前胸背両側にも現れ 同区新治町， 12.w. 1986; 5頭，岡市旭区上白根，
るものから上麹がほとんど無紋となるものまで変化 8 w. 1986; 1頭，岡市磯子区氷取沢，4.v. 
が著しい。 1986，中村進一採集； 5頭目撃，岡市栄区上郷，24.

サワダマメゲンゴロウ P.sawadai〔KAMIYA) 四 1986; 1頭，横須賀市秋谷前田川流域，19.v. 
6頭，清川村富ケ瀬，24.x. 1986 1986; 1頭，寒川町一之宮，13.IX. 1986，岸一弘

中津川の1支流，布川の河原に生じた水溜りに前 採集； 17頭，相模原市神沢，17.w. 1986; 1頭，
種に混じて見られた。神奈川県からは大場（1981〕 同， 28.v. 1986; 3頭，岡市上大島，28.v. 19 
による三浦半島の記録があるが，標本を検したとこ 86; 4頭，厚木市七沢， 26. V.1986; 1頭，城山

ろクロズマメゲンゴロウの誤りだったので，今回が 町葉111烏，28.w. 1986; 1頭，同町穴JIJ,28. N. 
事実上の初記録となる。 1986 

クロマメゲンゴロウ Agabusoptatus SHARP 神奈川県の止水域では最も普通な種である。前胸

1頭，相模原市神沢，7.IX. 1986，長谷川道明 背の黒紋の形や体型に変化がある。

採集 ハイ イロゲンゴロウ E何tessticticus (LINNE) 

相模川に面した段丘崖下の湧水により生じた水溜 1頭，横浜市緑区三保町，8.IX. 1986 

りから得られた。県下では他に倉形（1971）による 遊水池で得た。県内各地に棲息していると思われ

西丹沢皆瀬川と平野（1981〕による小田原市早川の るが，深い水溜りをほとんど調査していないためか

採集例しか知らない。 上記の個体しか採集できなかった。西村正賢氏は三
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浦市城ケ島の岩礁地帯の水溜りで多数を得てし唱。 (2）キベリク ロヒメゲンゴロウ Jlybiusapicalis SHARP 

シマゲンゴロウ め daticusbo卸円ngiCLARK 岡野（1941）のリス トにあるだけで詳細は不明。

1頭，城山町穴Jll,28. w. 1986; 1頭，同，7. 全国的には少ない種ではないので，いずれ県内から

IX. 1986 再発見されるものと思われる。

道路脇の水溜りと休耕田中の直径Zm未満の溜池 (3）ゲンゴロウ Cybisterj.ゆonicusSHARP 

から得た。県下ではかなり少なくなった気がする。 最近の県内からの採集例はほとんどなく，わずか

コシマゲンゴロウ H.grammic別（GERMAR) lこ1984年の相模湖産の1個体を検しただけである。

3頭，横浜市緑区寺家町， 27.x. 1985; 3頭， ('l）シャープゲンゴロウモドキ Dytiscussharpi WElrn-

同区三保町， 29.w. 1986; 1頭，横須賀市秋谷前 CKE 

田川流域，4.v. 1986; 1頭，同市長j反鴫塚，19. 岡野〔1941）のリストにあるだけで詳細は不明。

v. 1986; 1頭，寒川町一之宮，13.IX. 1986，岸 本種の関東地方における記録は1936年以降途絶えて

一弘採集 ，1頭，相模原市神沢，17.w. 1986；多 いたが， 1984年になって千葉県から再発見されるに

数目撃，同，28.v. 1986; 1頭，厚木市七沢， 26. 至り（佐藤，1986〕，神奈川県での棲息確認に望み

v. 1986; 2頭，城山町葉山島， 28.w. 1986；多 を残している。

数目撃，同町穴Jll,28. w. 1986 
神奈川県の止水域ではごく普通に見られる。

マノレガタゲンゴロウ Graphoderusadamsii (CLAHK) 

3頭，藤沢市片瀬， 29.VJ[. 1935，山本玄採集

（横須賀市自然博物館蔵〕

上記は戦前の標本だが，横浜市港北区産の比較的

近年に得られた 1値体を見たことがある。これまで

は岡野（1941）のリス トに示されていただけ。

クロゲンゴロウ Cybisterbrevis AUBE 

l♀，横須賀市秋谷前田川流域， 4.v. 1986, 
秋山秀縦採集

休耕回から得られた。大場（1981）により同じ横

須賀市産の1954年の1個体が記録されているが，現

在も棲息することが確認された。

コガタノゲンゴロウ C.tripunctatus orientalis Gscw 

WEND'l'NER 

1頭，藤沢市片瀬，29.＇唖 1935，山本玄採集

（横須賀市自然博物館蔵〕

戦前の標本だが，きわめて 貴重 な記録と思われ

る。これまでは岡野（1941〕のリストに示されてい

ただけ。

以上，神奈川県のゲンゴロウ類をコップゲンゴロウ

科1種，ゲンゴロウ科24種を記録した。このうちゲン

ゴロワ科については県内からなお次の4種が記録され

ており，合計28種となったが，今後の調査によっては

さらに 2～3の種が追加される可能性が高L、。

(1）コクロマメケ．ンコロウ Agabusinsolitus SHARP 

大場（1981）が清川村ーノ沢から記録した。標本

は横須賀市自然博物館蔵。
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神奈川自然誌資料 ( 8) : 89～94, Mar. 1987 

横浜市緑区寺家町の直麹目

西村正 賢

Notes on Orthoptera in Jike cho, Midori ku, Yokohama 

Masatoshi NISHIMURA 

はじめに た目視による確認だけでは，調査時間帯がほとんど昼

直麹目は昔から人とのかかわりが強し親しまれて 問であったことから，夜間活動性の種を多く含む直趨

来た昆虫のひとつである。とくにスズムシ・マツムシ・ 自の調査には不都合な点が多いため，生息の可能性の

キリギリスなどの鳴く虫は今でもよく飼育され，音色 ある地域においてビーテイング ・スヮィーピングなど

を楽しむ人も多いようである。またイナゴなどのよう の積筏的な方法も取入れて調査を実施した。また生息

に農業害虫として知名度が高いものも含まれている。 の確認記録は基本的には実個体にもとづくものである

そのように一般的なものであるにもかかわらず，それ が，鳴き声により識別が可能な種については記録に加

らのほとんどは風物などとしてとらえられているにす えた。

ぎず，実際に神奈川県内の例をみても直遡目に関する

報告の数は少なく，近年全県的にまとめられたものと 調査地域とその概要

して佐藤勝信（1980），西村正賢（1986）があるにすぎ 調査地域は神奈川県横浜市緑区寺家町の全域を対象

ない。同好者の問でも直麹目は蝶やカミキリムシなど とした。緑区は横浜市の北西に位置し，旭区などとな

の仲間と比べていまひとつ人気がなく調査を遅らせて らんで自然環境は豊なところである。既に岡市南東部

いる。 ではほとんどみられなくなったコナラ ・クヌギなどを

本報告では，約1年という短い期間ではあるが直麹 主体とした雑木林が丘陵を覆い，その聞の谷底部には

自に関する記録のほとんどない横浜市北西部の調査を 休耕後かなり時聞がたち貴重な植物も生育するという

する機会に恵まれ，わずかながら直麹目の記録をとる 湿性草地を残している。またそれらに隣接す奇形で宅

ことができた。 当地域の直麹目相を語るにはさらに調 地化がすすんだ，造成後の荒れ地は乾性の草地・裸地を

査を続け記録の集積が必要と考えられるが，記録の少 作り出している。これら多様な環境は直麹目をはじめ

ない地域であるということから概観に触れ，分布基礎 とする多くの昆虫類の生息が期待される地域である。

資料のひとつとして報告しておきたい。

本調査にあたり日頃から御指導いただき，また調査 調査期日

の機会を与えてくださった神奈川県立博物館学芸員の 調査の期間は1985年の秋季から1986年の秋季までの

高桑正敏氏，クツワムシなどに関して近年の生息状況 およそ 1年間とした。現地での調査は多くの直麹目の

を御教示くださった伊藤正宏氏， 一部の種について同 成虫がみられる夏季から秋季に主に行った。実際の調

定の労をとられた石川均氏に深くお礼申し上げる。 査期日は1985年では10月26日， 10月27日， 1986年では

7月19日，7月24日， 9月13日， 10月18日でトある。

調査方法

現地調査では基礎資料収集の目的から採集による調 調査結果

査を行った。具体的には環境をおおまかに樹林・草地・ 前項で挙げたように合計6回の現地調査から生息が

裸地と分け，それぞれの環境において目視による実個 確認されたのは7科41種であった。さらにそれらの科

体の確認を行L、採集していくとし寸方法をと った。ま 毎の種数をしめすならばキリギリス科13種，コオロギ
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科14種，ケラ科l種，ヒシバッタ科4種，バッタ科5

種，オンブバッタ科1種，イナゴ科3種である。

これらの結果をもとに県全体との比較，あるいは種

の評価をするには先にも述べたように本県を含む関東

地方での調査が不一｜’分であり，比較資料が少ないこと

から差し控えたい。従って，ここでは筆者の持つ近隣

地域の資料をもとに，調査地域で今後発見される可能

性のある種についても，科毎にまとめて触れておく程

度としたい。

なお，確認種については目録に示したが，そのなか

でとくにことわりのないものはすべて筆者の採集した

ものである。

キリギリス科はコオロギ科について宇多くの種（13種）

が確認された。今後生息確認が期待されるものとして

クツワムシ，カヤキ リ，シブイロカヤキリ モドキ， キ

リギリスなどが考えられる。これらのうちクツワムシ

を除くと，造成跡地のススキ草地などにもみられるも

ので，特に自然度の高い草地にかぎり生息するわけで

はないようだ。それに比べクツワムシは入手の入らな

い雑木林などに生息し， 1960年代前半には横浜市南部

でも時折鳴き声を耳にすることはあったが，同地域で

は近年筆者はその日馬き声を聞いたことがない。伊藤正

宏氏の御教示によれば県中央部～西部には現在でもか

なり生息しているという。ウマオイムシについてはす

べて昼間の確認であったことから種を鳴き声により決

定することはできなかった。単に環境から考えるとハ

ヤシノウマオイ，ハタケノウ 7 オイの両種が生息して

し、る可能性は高し、。

コオロギ科に属する種はし、くつかのものを除くと意

外に採集がしづらいもので，草間で鳴き声はするが実

個体をlr'iii認できないものがある。当地でも同様に，谷

奥の草丈の高い湿性7コ草地で何種かの異なる鳴き声を

耳にしているが個体の確認にはいたっていなし、。それ

らの種を含み生息の可能性のあるものとしてはクマス

ズムシ，マツムシ，スズムシ，カンタン，キンヒバリ

などが挙げられる。筆者の数少ない採集経験からする

とクマスズムシはお｜作地脇の草地で，マツムシ，スズ

ムシはやや草丈の高いススキ草地で，カンタンは林縁

の大きなススキの株などで得られることが多い。キン

ヒバリは草丈の高い湿性草地でそれらしい鳴き声を耳

にしたのでここに挙げた。

バッタ科では今後発見される可能性の高いものとし

てはショウリョウバッタモドキ， トノサマバッタ，ナ

キイナゴなどが挙げられる。ショウリョウノミッタモド

90 

キは高茎の草地にみられるが局所的で，ひとつの連続

した草地であっても全域にいない場合が多い。 トノサ

マバッタ，ナキイナコずは裸地～低茎草地に生息してい

る。とくに卜ノサマハ ッタは踏圧の進んだ裸地などに

みられる。

以上の科のほかにはノミバッタ科のノミバッタが発

見される可能性がきわめて高い。本種は踏庄の比較的

すすんだやや湿性の線地なとにみられるもので，住宅

地などでもみられる。本調査では谷間の裸地などに注

意したが臨認できなかった。

直麹目目録

学名は直麹類研究クeループ〔1983〕によった。

キリギリス科 Tettigoniidae 

・ツユムシ Phaneropterafalcata 

2合合，19.VII. 1986. 

・セスジツユムシ Ducetiajaponica 

1♀，13. JX. 1986. 

・サトクタマキモドキ Holochlorajaponzca 

2 (1)合，♀♀，13.lX. 1986. 

・ウマオイの一種 Hexacentrussp. 

2色合，2♀♀，13. JX. 1986; 1合，13. 1986 

〔高桑〕

・クビキリギス Euconocephalusthunbergiz 

1 ex., 13. JX. 1986. 

・クサキリ Homorocoryρhuslineosus 

2♀♀，27. x. 1985. 
・オナガササキリ Conocephalusgladiatus 

1♀，18. x. 1986. 
・ウスイロササキリ Conocephaluschinensis （写真。

G合合，4♀♀，27.x. 1985;5.合会，24.VII. 
1986 ; 2 (1)合，18.x目 1986.
・コパネササキリ Conoceρhalusjaponicus （写真2〕

7 (1)合，27. x. 1985; 5合会，4♀♀，18. x. 
1986. 

・ササキリ Conocephalusmelas〔写真3)

5♀♀，27. x. 1985; 1♀，13. JX. 1986; 2合(1).
18. x. 1986. 
・コパネヒメ ギス Chizuellabonnetz 

2 (1)合，2♀♀， 13.lX. 1986. 

・ヒメ ギス Metriopterahime 

15合(1).3♀♀，19. VII. 1986. 

・ヤブキリ Tettigoniaorientalis 

1合，2♀♀，24.VJ[, 1986. 



写真1 ウスイロササキリ Conocephalz日 chinensis

2 コパネササキリ Conocephalusja1うonicus

3 ササキリ Conocephalus削 elas 

4 アオマツムシ Calyptotrypushibinonzs 

5 ツマグロイナゴモ ドキ Mecostethus問 。gister

6 フキノ〈ッタの1種 Parapodismasp. 
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コオロギ科 Cryllidae 

・ツヅレサセコオロギ Velarifictorusmicado 

26合，2♀♀， 13.lX. 1986. 

・グマコオロギ Modicogryllus?minor 

1♀，13. lX. 1986 c高桑〉．
・ハラオカメコオロギ Loxoblemmussp. 1 

26合，2♀♀，13.lX. 1986. 

・モリオカメコオロギ Loxoblemmussp. 2 

1合，13.lX. 1986. 

・ミツカドコオロギ Loxoblemmussp. 3 

1合，1♀，26.x. 1985; 1合，13.lX. 1986. 
・エンマコオロギ Teleogryllusemma 

2♀♀，26. x. 1985; 2合6.2♀♀，13. JX. 
1986. 

・アオマツムシ Caかρtotrypushibinonis （写真4〕

1♀，27. x. 1985. 
・キアシヒハリモドキ Trigonidiumsp. 

2♀♀，24. VIL 1986. 
・クサヒバリ Paratrigonidiumbifasciatum 

1合，2♀♀，18.x. 1986. 
．ヤチスズ Pteronemobiusohmachii 

2♀♀，24. vrr, 1986. 
・7 ダラスズ Pteronemobiusnigrofasciatus 

1 6. 1♀，26. x. 1985; 2 66. 2♀♀，13. 
JX. 1986. 

・ヒゲシロスズ Pteronemobiusflavoantennalis 

2♀♀，13. JX. 1986. 

・シハスズ Pteronemobii日 mikado

・コパネヒシバ ッタ Fornosatettixlarvatus 

lex., 19. vrr. 1986; 2合会，2♀♀，13.IX. 
1986. 

バッタ平斗 Acrididae 

・ショウリョウバッタ Acridacinerea 

2合6.2♀♀，13. lX. 1986. 

・クノレマバッタモドキ Oedaleusinfernalis 

4♀♀，13. lX. 1986. 

・イボハッタ T円＇loρhidiaannulata japonica 
2合会，2♀♀，13.JX, 1986目

・ツマグロイナコeモドキ Mecostethusmagister〔写

真5〕

5合合，3♀♀，19.四.1986. 

・ヒナハッタ Chorthipρusbrunneus 

26合，2♀♀，13.lX. 1986. 

オンブハッタ干ヰ Pyrgomorphidae 

・オンブバッタ Atractomorphalata 

• 16, 2♀♀，27. x. 1985; 2会合，5♀♀，13. 
JX. 1986. 

イナゴ干ヰ Catantopida巴

・コパネイナゴ Oxyayezoensis 

2合合，27.x. 1985; 3 6合，1♀，13. JX, 19 
86. 

・フキノく ッタの1種 Paraρodismasp.〔写真 6)

1♀，24. vrr, 1986; 2♀♀，13. lX. 1986. 
．ツチイナゴ Patangajaρonica 

1 （幼虫〕， 13.JX, 1986. 

2合合，2♀♀， 13.JX, 1986. 直麹類とその生息環境

・カネタタキ Ornebiuskanetataki 直麹自の生息環境については本調査での確認地点を

2合6,2♀♀，13. JX. 1986. もとに判別を行ったもので，従来の報告とは多少異な

ケラ科 Gryllotalpidae ることもある。 直趨目の生息環境という点からすると

・ケラ Gryllotalpafossor 調査地域の環境は樹林，草地，裸地の3つに大別され

1合， 27.X. 1985; 1 ex. （幼虫）， 19. vrr. 1986. た。ほかに草地として水田が占める割合も大きいが薬
ヒシバッタ科 Tetrigidae 害などを考慮すると本来の直麹目相が確認できない可

・トゲヒシバッ タ C円＇otettixjaponicus 能性があり，調査対象から除いた。以下に各環境の概

2 exs., 19. vrr. 1986; 2 6合，2♀♀，13.JX. 19 要とそこでみられる直麹目について記した。さらにそ
86. れらを図にまとめ示した（図1〕。

・ハネナガヒシハッタ Euparatettixinsularis ① 樹 林

22巴XS.,19. V[. 1986; 2合合，2♀♀，13.JX. 19 丘陵部のほとんどがコナラ，クヌギなどを主とした

86. 樹林地である。公園化されていることから林床の整備

・ヒシバッタ Acrydiumjaρonicum は行き届き，部分的には低木（薮）が残されているが，

3 exs目， 19.vrr. 1986; 2合会，2♀♀，13.IX. 多くは草木が生えている程度である。直麹類の生息、に
1986. は林床が放置されているほうが適するようで， 管理が
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樹 林

セスジツユムシ

ザトクダマキモトキ

ウマオイムシの一種

ササキリ

ヤブキリ

アオマツムシ

クサヒバリ

カネタタキ

フキバッタの－f重

オオカマキリ

チョウセンカマキリ

図1 直麹類とその生息環境

1氏茎草地
高茎草地

湿 性草地 乾性 箪 f也

ウスイロササキリ クビキリギス ツユムシ

コ｝＼ネヒメギス クサキリ オナガササキリ

ヒメギス ツヅレサセコオロキ コバネササキリ

クマコオロギ ハラオカメコオロギ

キアシヒバリモドキ ミツカドコオロギ

ヤチスズ エンマコオロギ

ケラ マダラスズ

トゲヒシバッタ ヒゲシロスズ

ハネナガヒシバッタ シパスズ

ヒシ）＇＼ッタ ヒシ｝＼ッタ

コバネヒシバッタ コ ）＇＼.＂~ ヒシ ｝＼. ッタ

オンフバッタ ショウリョウバッタ

コパネイナゴ クルマバッタモドキ

イボバッタ

ヒナバッタ

オンブバッタ

コバネイナゴ

ツチイナゴ

コカマキリ

裸 地

ヒシJ＼ッタ

コJ＼ネヒ、ンJ＼ッタ

クルマバッタモFキ

イボバッタ

ヒナバッタ

ッチイナゴ

ハラオカメコオロギ

エンマコオロギ

マダラスズ

されていなし明田市側の樹林林縁で種数 ・個体数とも もよし、ほど人為的環境に関係し，樹林地にのみ生息す

に多く確認できた。この環境で確認されたものとして るものではないが，サ トクダマキモドキは周辺の生息

はキリギリス科ではセスジツユムシ ・サトクダマキモ 地をみても樹林との関係は密接なようである。またヤ

ドキ ・ウマオイムシの一種 ・ササキリ ・ヤブキリ，コ ブキリも樹上で得られているが，調査地では先の2種

オロギ科ではアオマツムシ・クサヒハリ・カネタタキ， と比べ静止位置は低かった。ほかの種はすべて林縁で

イナコ科ではフキノくッタの一種である。これらのうち 確認されたもので，特定樹種との関連もみられなかっ

サトクダマキモドキ ・アオマツムシは樹上にみられ， た。

前者はコナラ，後者はサクラの樹から多く確認されて ②草 地

いる。アオマツムシは周知のように都市昆虫といって a.高茎草地
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林縁の一部，谷奥，道路脇などにみられる環境で，

ほとんどが乾性草地であるが谷奥にあるものは湿性の

草地であった。ただ谷奥にある草地では何種かの直遡

目の鳴き声を聞いているが実個体を確認できなかった

ことからこの環境区分から除くことにする。前述のよ

うなところにある高茎の草地はススキであることが多

く， そこでトはキリギリス科のツユムシ ・オナガササキ

リ・コパネササキリをみることができた。このうちツ

ユムシは各種の草本が混生するような草地にみられた

が，オナガササキリ ・コパネササキリはイネ科の草木

が主体となった草地でよくみられた。また後者の2種

は近縁で同様の環境を利用しているようであるが，調

査地域内での分布（確認地点〉は異なった。両種とも熊

野神社奥の谷で確認されたが，寸ナガササキリは谷入

口近くの水田の脇にあるススキの草地，コパネササキ

リは谷奥の湿性草地（休耕回〉の脇にあるススキ草地

というように多少離れた地域において生息が確認され

た。 これら 2種のササキリ類が棲み分けをしているも

・エンマコオロギ ・マダラスズ ・ヒゲシロスズ ・シハ

スズ，ヒシバッタ科のヒシハ ッタ・コハネヒシバッタ，

バッタ科のショウリョウバッタ ・クノレマバッタモ ドキ

・イボハッタ ・ヒナノミッタ，オンブバッタ科のオンブ

バッタ，イナコ干ヰのコパネイナゴ ・ツチイナゴがみら

れた。

① 1:!1! 士也

調査地域では造成地 ・耕作士山〔畑など〉 ・道路などを

このm'i境とした。ここて引はヒシハッタ科のヒシハッタ

・コパネヒシノくッタ，バッタ科σコクノレマバッタモドキ
・イボハツタ ・ヒナノくッタ， イナコ干ヰのツチイナゴな

どがみられた。これらのなかでとくにクノレ7バッタモ

ドキ ・ツチイナゴは踏圧の進んだ地域にみられた。ま

たこれらの環境に革本や落葉がわずかでもみられると

ハラオカメ ・エンマ ・マダラスズなどとし、ったコオロ

ギ類も確認できた。

文献

のかどうかについては資料が少なく確認はされなかっ 直麹煩研究クソレープ 1983 大阪市立自然史博物館収

たが，コハネササキリについては採集個体のほか50個 蔵資料目録第15集．日本の直麹類大阪市

体ほど捕獲して確認したがオナガササキリは同所から 立自然史博物館．

発見できなかった。さらにこれらは発生期も異なり周 小林正明 1981 信州の秋に鳴く虫とそのなかま 秋

辺地域の例ではオナガササキリは8月中旬から，コパ の虫の会

ネササキリは10月に入ってからみられた。 小林正明 1985 日本の秋の虫ー築地書館株式会社．

b.低茎草地 東京．

この環境は谷底部と丘陵の樹林内空間などにみられ 松浦一良［l 1983 直麹類の採集法 昆虫と自然， 18

た。谷底部では休耕後かなりの年月を経た湿性の草地 (7〕：17-19.

となっている。そこではキリギリス不｜のウスイロササ 西村正賢 1986 神奈川県の直趨類概要．神奈川虫

キリ ・コバネヒメギス ・ヒメギス，コオロギ科のクマ 報，（79): 1-4. 

コオロギ ・キアシヒバリモドキ ・ヤチスズ，ケラ科の 大阪市立自然史博物館 1978 大阪市立、自然史博物館

ケラ，ヒシパッタ科のトゲヒシハッタ ・ハネナガヒシ 展示解説第4集大阪の昆虫隆生篇I.

バッタ ・ヒシハッタ ・コパネヒシバッタ，オンブパッ 佐藤勝信 1981 神奈川県のコオロギ，バッタ，カマ

タ科のオンブノミッタ，イナコ科のコパネイナゴが多く キリ類その他について神奈川県昆虫調査報

みられた。これらのなかでヒメギス ・クマコオロギ ・ 告書： 227-231.

トゲヒシノくッタなどはとくに湿性地との結びつきは強 山崎柄根 1978 学研の写真図鑑ハッタ． 学習研究

L、ょうで，水の溜まったような草地にも生息していた。 社．東京．

また樹林内空間，小道脇の乾性の草地にはキリギリス 横浜市公害対策局 1983 横浜市昆虫調査報告書

平ヰのクビキリギス ・クサキリ，コオロギ干ヰσコツヅレサ

セコオロギ ・ハラオカメコオロギ ・ミツカドコオロギ （神奈川昆虫談話会〉

94 



神奈川自然誌資料 (8〕： 95～97,Mar. 1987 

足柄上郡大井町におけるアリ類の

結婚飛行の観察記録

酒井 春 彦

Records of the Mating Flight of Ants Observed at Oimachi, Ashigarakami-gun, 

Kanagawa Prefecture 

Haruhiko SAKAI 

アリが空中で交尾をするいわゆる結婚飛行は，よく 今後も，更に多くの種類の結婚飛行の日時や条件を

知られていることだが，実繋にその結婚飛行を目にす 調べていきたいと，思う。

る機会というのは，大変少ないと思う。

日本には約200種のアリ類が生息するが， 筆者は足

柄 ヒ郡大井川Iにか，、てそのうち16穫のアリの結婚飛行

を観察することができた。その年月日及び｜時五Jjを表に

示した。

以下に示す記録からわかるように，アリの種類によ

って結婚飛行の季節や時刻がほぼ決まっているといえ

る。しかもこの季節や時刻は，その条件が同じである

限り，地:J：］］的に広い範囲にわたって同じであるという

事実がク ロオオアリについては確かめられている（久

保田， 1977）。つまり， 小田原市でも平塚市でも同じ

日の同じl時刻に結婚飛行が行われるということであ

り，これは実に興味深い事実である。

ところで，この結婚飛行を行うか行わないかを決定

する条件とはし、ったい何であろうか。筆者が｜ー数年観

察してきた結果からいうと，それは，気温，湿度，風

力の3つではないかと考えられる。つまり，結婚飛行

がよく行われる 日とL、うのは， 気温が高く ，蒸し暑く

て，風が大変弱いとL、う特徴があり，この条件は，春

・夏・秋のいずれの季節に飛行を行うアリにもあては

まる。

1986年の観察結果からは， 気温は23°c以上，平均

は27～2s0c,湿度は65勿以上， 平均は70～80%とい

うことが明らかになった。風力については，厳密な測

定は行わなかったので数字では表せないが，肌にわず

かに感じる程度の風ということがいえる。いずれにし

ても，風は空中結婚するアリにとって大きな妨げとな

ることはまち治判、な＼'o 

結婚飛行を観察した日時（足柄上郡大井町〉

1. トピイロ シワアリ Tetγa慨 0γiumcaeゆitum

1 9 8 4年7月5日午前晴れ

1 9 8 6年7月12日午前9時晴れ 27。c

1 9 8 6年7月15日 午前晴れ

2. クロナガア リ Messoγaciculatus 

1 9 7 7年4月20日 午前晴れ

1 9 8 1年4月28日 午前晴れ

1 9 8 2年5月3日午前晴れ

1 9 8 3年4月24日午前晴れ

1 9 8 4年5月3日午前晴れ

1 9 8 5年4月21日 午前晴れ

1 9 8 6年4月26日午前晴れ 27°c 

3 トフシアリ Diplorhoρtrum jaρonicum 

1 9 7 7年10月7日午前晴れ

1 9 8 0年9月21日 午前晴れ

1 9 8 2年9月27日 午前9時晴れ

1 9 8 4年10月14日 午前日青れ

1 9 8 5年10月10日午前晴れ後雨

4. アズマオオズアカアリ Pheidole fervida 

1 9 8 5年8月10日午前晴れ

1 9 8 6年8月5日午前91時晴れ 27°C

5. キイロシリ アゲアリ Crematogaster osakensis 

1 9 8 6年9月3日午後7時晴れ 30°c 

1 9 8 6年9月22日午後6時晴れ 26°C

6. トビイロケアリ Lasius niger 

1 9 8 1年7月11日 午後7時晴れ
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1 9 8 2年7月4日夜

1 9 8 2年7月10日夜

1 9 8 4年7月4日夜

1 9 8 4年7月5日夜

晴れ

日青れ

晴れ

晴れ

1 9 8 6年7月5日 午前8時晴れ後雨 23°c 
1 9 8 6年7月11日午前8時曇り 26。C

1 9 8 6年7月16日午前晴れ

1 9 8 6年7月18日午前8時晴れ 26°C

1 9 8 6年 7月23日午前10時曇り時々晴れ

24° c 
1 9 8 6年7月24日午後8時曇り

1 9 8 6年8月10日午前晴れ

7.アメイロケアリ Lasius umbratus （写真上〕

1 9 8 2年7月21日午後5～6時晴れ

1 9 8 4年6月20日午後5～6時晴れ

1 9 8 4年7月5日午後5～6時晴れ

1 9 8 5年6月7日夕方晴れ

1 9 8 6年6月16日 夕方晴れ後曇り 24。C

1 9 8 6年7月14日夕方 晴れ 26°c 
1 9 8 6年7月16日午後4～5時晴れ 28°c 
1 9 8 6年7月18日午後6時晴れ 26°c 
8. クサアリモドキ Lasius spathejうus

1 9 8 1年7月29日夜晴れ

1 9 8 2年7月10日夜晴れ

1 9 8 4年7月5日夜晴れ

1 9 8 6年7月14日夜晴れ 26°C

1 9 8 6年7月16日夜晴れ 28。C
1 9 8 6年7月17日夜晴れ 28°C

9 クロヤマアリ Formica japonica 

1 9 8 2年6月6日午前 晴れ

1 9 8 4年6月18日 午前晴れ

1 9 8 6年6月16日 午前日青れ 24°C

1 9 8 6年6月22日 午前日青れ

1 9 8 6年6月25日午前8時晴れ 23°c 
1 9 8 6年7月14日午前9時晴れ 26°c 
1 9 8 6年7月17日午前9時晴れ 28°c 
10.サムライアリ Polyergus samurai （写真下〕

1 9 8 2年7月11日午前晴れ
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1 9 8 3年7月6日午前晴れ

1 9 8 6年7月6日 午前日青れ 27°c 
1 9 8 6年7月19日午前晴れ 30°c 
1 9 8 6年7月23日午ilfJll～12時晴れ 28°C

1 9 8 6年8月6日 午前日青れ 30°c 
1 9 8 6年8月7日 午前10～11時晴れ 30。C
11. クロオオアリ Camρonotus japonicus 

1 9 8 0年 5月31日午後5～6時晴れ

1 9 8 2年 5月9日午後5～6時晴れ

1 9 8 3年5月22日午後5～6時晴れ

1 9 8 4年 5月30日午後5～6時晴れ

1 9 8 5年5月26日午後4～5時晴れ

1 9 8 6年5月31日 午後4～5時晴れ 26°c 
12. ヨツボシオオアリ Camρonotus quadrinotatus 

1 9 8 2年5月9日 午前晴れ

1 9 8 4年6月7日 午前日青れ

1 9 8 5年5月26日午前晴れ

1 9 8 6年5月31日 午前日青れ 26°c 
1 9 8 6年6月8日午前晴れ

13. ヒラズオオアリ Cai刊ρonotusnψ戸onicus

1 9 8 5年8月3日夜晴れ

14. アメイロア リ Paratrechina flavψes 

1 9 8 2年5月3日 午前日青れ

1 9 8 5年 5月11日午前晴れ

1 9 8 5年 5月12日午前9～10時晴れ

1 9 8 5年5月26日午前9～10時晴れ

1 9 8 6年6月1日 午前日青れ

15.サクラアリ Paratrechina sakurae 

1 9 8 4年10月14日午前晴れ

1 9 8 5年10月10日午前9～10時晴れ

16.ノレリアリ Iridomyrmex glaber 

1 9 8 6年7月24日午前7～8時晴れ 26°c 
1 9 8 6年8月6日午前晴れ 30°C

文献

久保田政雄 1977 クロオオアリの結婚飛行． 「蟻J
vol. 8.蟻類研究会．

（大井町立大井小学校〉



写真上 ：結婚飛行に飛ひ立とうとするアメイロケアリ 下 ：結婚飛行に飛び立とうとしているサムライアリの合
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神奈川自然誌資料 c 8) : 99～105, Mar. 1987 

小田原市内 4箇所の社寺林 （蓮昌寺・大蓮寺・

真福寺・大稲荷神社〉の真正クモ類

池田 博明 ・佐藤 伸一・稲葉茂 代

Spiders of Four Groves (of Rensho-ji, Dairen-ji, Shinpuku-ji, and Dainari jinja) 

in Odawara City, Kanagawa Prefecture 

Hiroyoshi IKEDA, Shin ichi SATO and Shigeyo INABA 

1. はじめに 2. 調査の概要

神奈川県内各地の真正クモ類目録は大楠山 （植村， 4ケ所の社寺および城内高校の位置を地図上に示し

1938），神武寺（町田 ・松下， 1940），丹沢（近藤， 19 た。真福寺は小田原市早川にあり，裏手はミカン山に

64，八木沼，1964）の他， 主に東京蜘妹談話会会員に つづく常緑落葉混交林を持つ。それに対して蓮昌寺お

よって精力的にまとめられている。それらは丹沢山塊 よび大蓮寺は市街地の寺で，敷地内には生垣 （アオキ

〔山Jll・熊田 1973, 1979，栗原 1977），川崎市王禅寺 やイプキ〕と数本の樹（クス，マツなど〕が値えられ

〔新海1965〕， 小倉山 （新海1970）， 多摩プラザ 〔国見 ている。大稲荷神社は小田原駅付近にあり，境内には

1970〕，横浜〔1l1Jll1973〕， 厚木（山野 ・木戸 1975), カシ，クス， スギ，イチョウなど，かなりの樹が植え

三浦半島（熊田1980），日向薬師 ・広沢寺（高橋1981〕， られている。

津久井 ・城山（高橋 ・松浦 1981），野庭高校（谷川ほ 各社寺の採集日時 ・採集者を記す。なお目録中には

か1982），県立教育センター（池田 ・谷Ji/1986），平塚 採集地は蓮，大， 真，稲の略号 （それぞれ蓮昌寺，大

市（平塚クモの会 1986〕，高麗山（池田 1986）など各 蓮寺， 真福寺，大稲荷神社の略〕で示し，採集月を ロ

地にわたるが，丹沢をのぞくと神奈川県西部の記録は ーマ数字てー示した。同月の場合には，年号の古い方か

少く， 芦の湖 ・新島 ・真鶴（Matsumoto1970），真鶴 らa,b, cで区別した。たとえば，稲Xcとあるの

岬（権匝11972）， 箱根畑宿（小林ほか1975〕，小田原市 は大稲荷神社，10月，1986年の記録である。

〔佐久間1976），小田原城内高校 〔田淵ほか1982，池田 蓮昌寺：1984年6月15日〔佐藤伸一，稲葉茂代，植

ほか1983）があるにすぎなL、。 田恭子，渋谷暁子，杉崎るり〕， 1984年10月3日（池

神奈川県をフィーノレドにしたクモの生態記録も多数 回博明，佐藤，稲葉，植田，沢田典子〕， 1986年10月

報告されているが，酒匂川以西てやは前述の他，キノボ 4日（池田）。

リトタテグモ（高橋 ・鈴木 1980，小田原市〉，ムラク 大蓮寺 ：1984年6月15日（池田，内田真代， ii木孝

モヒシガタグモ（池田ほか 1982～1984，真鶴）， スズ 子，中村衣里），1984年10月3日〔池田， 佐藤，稲葉，

ミグモ（浜口 1985，山北と曽我山〕，ヤパネウラシマ 植田，沢田），1986年10月4日 （池田）。

グモ（稲葉1986，小田原市〉， ヒメハナグモ（新海19 真福寺： 1985年l月8日〔池回，植田，、沢田，井上

86；仙石原〉などである。 ' 美樹〕， 1985年5月30日（池田，稲葉， 青野和子， 倉

小田原城内高校生物研究部では， 県西のクモの生態 沢景子，瀬戸典子，高橋祐子，結城由起子）， 1984年

調査を目的とし，小田原市内 4ケ所の社寺林（蓮昌寺 6月8日（池田イ佐藤，稲葉， 植田，沢田，渋谷，杉

・大蓮寺 ・真福寺 ・大稲荷神社〉を1984年から平日の 崎，露木）， 1984年7月四回t〔池田，佐藤，稲葉，植

放課後を利用して調べてきた。まだ不十分ではあるが 田，沢田，渋谷，・杉崎，天野智校，及川美和）， 1985 

その結果をまとめておく。 一 年g月27日（池田，縮図，渋谷，高橋， 青木和代，山
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図1 調査地点略図

本自香，渡辺秀子），1986年10月4日（池田〕。

大稲荷神社 ：1985年5月2日（池田，稲葉，青野，

倉沢，瀬戸，高橋，結城〉， 1986年5月8日（池田，

佐藤，高橋，久保寺みか，諏訪なお子，原田弘美），

1984年6月21日（池田，佐藤，稲葉，植田，沢田，渋

谷，杉崎）， 1985年6月7日（池田，倉沢，瀬戸，高

橋，結城〕，1984年10月4日（池田，佐藤，稲葉，井

上，沢田，渋谷， 杉崎， 露木，渡辺，遠藤明美〉，

1985年10月8日〔池田， 佐藤，稲葉，青木，植田，倉

沢，渋谷，高橋，山本〕， 1986年10月4日（池田）。

3. 真正クモま耳目録

科の配列は新海 ・高野 （1984）により，科内の属お

よび種の配列は学名のアルファベット順とした。和名

および学名は八木沼（1986）に準じた。採集地略号の

アノレファベットは採集時のクモの令を示す。 Fはメス

成体，fはメス亜成体， Mはオス成体，mはオス亜成

体， nは幼体 （nymph), Eは卵のうを表す。※印は

城内高校内でも記録されている種である。

同定は，斉藤博（22,23, 24〕，新海栄一（27〕，小

野展嗣（59），加村隆英（90）の諸氏にお願いした他は，

池田が行なった。心よく同定して下さった諸氏に感謝
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申しあげる。また，新海栄一氏には同定，文献等で常

にお世話になっている。記して感謝の意を表したし、。

トタテグモ科 CTENIZIDAE 

1. キシノウエトタテグモ Latouchia tyρica (Kr-

SHIDA) F真V ※

2. キノポリトタテグモ Ummidia fragaria (Do-

NIη） 11稲Vb

ジグモ科 ATYPIDAE 

3.ジグモ Atypuskarschi DoNrTZ n連Xb・f真

V・n真VI ※

ハグモ科 D:cTYNIDAE 

4.ネコハグモ Dictyna felis B凸s.et Srn・ F真

VI・n真VII・f稲VIa
ウズグモ科 ULOBOR!DAE 

5.マネキグモ Miagraimnopesorientalis Bos. et 

Srn. n真VII・n真IX ※

6.カタハリウズグモ Uloborussybotides Bos. et 

Sm. F真V • Fn真VI・F真VII
7. ウズグモ U. varians Bos et Sm. fn真VI

チリグモ手ヰ 0ECOB!IDAE 

8.チリグモ Oecobius annuliρes LucAs F真VI



• Ff1百Via

タマゴグモ科 OoNOPTDAE 

※ tus (WALCK.〕 MF稲Va ※

27. オオサカアカムネグモ Ummeliataosakaensis 

9. ナノレト ミダニグモ I schnothyreus naruto例ii (01) F逝Xa・FM大VI ※ 

(NAKATSUDI) F立ITVI・M蓮Xb
ユウレイグモ科 PHOLC!DAE 

10. ユウレイグモ Pholcus crypticolens Bos. et 

STR. F真V・FMEn真VI・F真VII・n真I・n真X
11. イエユウレイグモ Pholcusρhalangioides(Fu-

SSLIN) F真VII

ヒメグモ科 THERIDI !DAE 

12. ヒメグモ AchaearaneajaJうonica(Bos. et STR.〕

FEn蓮Xb・FEn大Xb・fn真VII・Fn真IX・n稲Xb
13.オオヒメグモ A. tepidariorum (C. KocH) 

n蓮VI・F大Xa・Mn真VI・nE真VII・Fn稲Va・F稲
Vb・Fn稲Via・n稲Xa ※

14. アシプトヒメグモ Anelosimuscγassipes〔Biis.

et STR目） M連VI ・ n蓮Xa•F大VI·n大Xa ・FE真

VI・FEn真VII・n真IX・m真X ※

15. カニミジングモ Dipoena musterina〔SrMoN)

Fm真IX

16. シモフリミジングモ D.punctisparsa Y AGrNu-

MA n稲Xa• n稲Xb ※

17. カレハヒメグモ Enoplognathatransversifove 

ata (Bos. et STR. ) F真V・n真I・n真X・n稲I・ F 

稲Vb・n稲Xb ※

18. ツクネグモ Phoroncidia pilula 〔KARSCH〕

F蓬Xb

19.ハンゲツオスナキグモ Steatoda cavernicola 

(Bos. et STR. ) n稲Xa

20.スネグロオチパヒメグモ StemmoρesnψIうoni

cus YAG!NUMA Ffi百Via• n稲Xa

21. ムナポシヒメグモ Theridion sterninotatum 

Bos. et STR. n大Xb・FM真VII・Fn稲Va・n稲Xa• 

F稲Xb・n稲I
サラグモ科 LTNYPH!DAE 

22. タテヤマテナガグモ Bathyphantes tateyama-

ensis (Or〕 M稲Vb

23.ハラジロムナキグモ Dψlocejうhaloidessaganus 

(Bos. et Srn. ) F真V・FM稲Vb・F稲Xb

24.クロナンキングモ E円＇gonidiumgraminicola 
(SUND.) M稲Va

25.へリジロサラグモ Linyphiaoidedicata (HELS田

DlNGEN) f真VII・f稲Vb・M稲Xa ※

26.チピアカサラグモ Nematogmussanguinolen-

センショ ウグモ干ヰ MrMETTDAE 

28.センショウグモ Ero japonica Bos. et STR. 

ME真VII • n真I・F稲Xa• n稲Xb ※

コガネグモ科 ARANE!DAE 

29.ムツポシオニグモ A raniella SJう． F~百Vb ※

30.コガネグモ Argiope amoena L. Koen n蓮

VI 

31. コガタコガネグモ A. minnta KARscn n真

VI ※ 

32. ゴミグモ Cyclosa octotuberculata KARSCH 

n大Xa・Mf稲Va・n稲Xa ※ 

33.ギンメッキゴミグモ C. argenteoalba Bos. et 

STR. F真VI• n真VII・F真X • Ffn稲Vb・F稲Via

34.ヤマ トカナエグモ Choriwpesnipponicus YA-

GINU証A n稲Xa ※ 

35. ジョロウグモ Nephila clavata L. KOCH n蓮

VI ・ F蓮Xa • FM蓮Xb ・ n大VI•n真VII ・ FM真X ·

n稲Via・FM稲Xa・FM稲Xe ※

36. サツマノミ ダマシ Neoscona scylloidcs (B凸s.

et STR.) n大VI ※ 

37.ワキグロサツマノミダマシ N.mellotteei〔Sr-

MON) il稲Via

38.ヤマシロオニグモ N. scylloides (KARSCH) f 

真v・n真VI・稲Via ※ 

39.ズグロオニグモ Yaginumia sia (STRAND〕

n大Xa

40. カラフ トオニグモ Zillasachalinensis (SAITO) 

F真VI ※

アシナガグモ科 TETRAGNATH!DAE 

41. シロカネグモ（幼体） Leucauge sp. n大Xa・

n真VII・n稲Va・n稲Via ※ 

42. コシロカネグモ Leucauge subblanda B白s.et 

STR. F真V

43. チュウガタシロカネグモ L.blanda (L. Korn) 

f真VI ※

44. ヤサガタアシナガグモ Tetragnathamaxillosa 

THORELL n大VI・ n真VI• n稲VIa ※ 

45.ウロコアシナガグモ T. squamata KARSCH 

n大VI・ F真V•m稲Va ・ n稲Xb

ヒラタグモ科 UROCTE!DAE 

46. ヒラタグモ Urocteacompactilis L. KucH Fn 
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真VI・n真VII・n稲Via・ n稲Xa ※ ・Mm真VI・Fn稲Via・n稲Xb・n稲Vb

タナグモ平ヰ AGELENIDAE 

47. クサグモ Agelenalzinbata THORELL n大VI•

n真V • n真VI ※ 

48. コクサグモ A. opulenta L. Koen n蓮VI •

n大VI・F大Xa・n真V・n真VII・F真x・n稲Va・n
稲Via • n稲Vb ※

49. シモフリヤチグモ Coelotes. insidiosus L. Ko-

CH F稲Via ※

50. メガネヤチグモ C. luctuosus (L. KocH) F 

蓮Vl • F真VI ※ 

キシダグモ1ヰ PISAURIDAE

51. イオウイロハシリグモ Dolornedes sulfureus 

L. KocH n真V・n真VI ※ 

52. アズマキシダグモ Pisauralama Bos. et STrr. 

F真VI ※ 

コモリ グモ干ヰ LYCOSIDAE 

53.ヒノマルコモリグモ Arctosajaponica (SrnoN) 

n真VI

67. アサヒエビグモ P subaureolus B凸s.et STR. 

m蓮VI ・ n蓮Xa ・ n大Xa ・ n真V ・ n真I ・ n稲Va • F稲

Via・ n稲Xe ※ 

68. シャコグモ Tibellustenellus (L. Korn) F真

VI • n真VII ・ fm稲Va ・ n稲Via ・ n稲Xb ・ m稲Vb ※

ハエト リク．モ科 SALTICIDA

69. ネコハエトリ Carrhotusxanthogramma (LA 

TREILLE) Il大Xa ※ 

70. ＇？ミジ ロハエト リ Evarchaalbaria (L. Kocu) 

n真VI・n真VII ※

71. ヨダンハエトリ Marpissaρulla〔KARSCH)

M真V•M真VI ※ 

72.シラヒゲハエ トリ Menemerusconfusus Bos. 

et STR. FM蓮VI・F真IX
73. アリグモ 11めwmarachnejaponica (KA RSCH〕

f大VI・m真V ・ fm真VI• n真I・f稲Va ※

74.カラスハエトリ Rheneatrata (KARSCH〕F真

v・n真I ※

54. コモリグモの一種 Lycosasp. M真VI 75. デーニ ッツハエ トリ Plexippoides doenitzi 

55.ハリ ゲコモリグモ Pardosa laura (KARscn) (KARSCH) Fn蓮VI・F稲Vb ※ 

FM稲Via 76. ミスジハエトリ Plexiρ•Pus setzρes KARSCH 

56. カイゾクコモリグモの一種 Piratasp. m真VI F蓮VI・F真VII ※ 

ササグモ科 0XYOPIDAE 

57.ササグモ O秒。ρessertatus L. KocH F大VI

• n大Xa ・ m真V•Fm真VI· F真VII ※

カニグモ干ヰ THOMISIDAE 

58. キハダカニグモ Bassaniana decorata (KAR-

SCH) M蓮VI・F真VII・M稲Via・f稲Xb

59. イポカニグモ Boliscus tuberculatus (SrnoN) 

M真I

60.ハナグモの一種 MisumenopsSP. n真VII

61. ワカパグモ Oxytate striatipes L. Koen n真

VII・n稲Xa
62.ヤミイロカニグモ Xysticuscroceus Fox Mn 

真V・M真VI・M稲Via ※ 

6.3. 北オヤミイロカニグモ X. saganus Bos. et 

STR. F真VII

77. メスジロハエトリ Phintellaversicolor (C. Ko-

CH) il大Xa

78. アオオピハエトリ Silerellavittata (KARSCH) 

F蓮VI・nf真V・F真VI・n真IX ※ 

79.ムツパハエ トリ Yaginumanis sexdentatus 

(Y AGINUMA) Il真I

フクログモ手ヰ CLUB ION I DAE 

80. ヤサコマチグモ Chiracanthiumunicum Bos. 

巴tSm. M大VI

81. ヤハズフクログモ Clubiona jucunda (KAR・ 

SCH) Il大Xa ※

ウエムラグモ科 LrocLANIDAE 

82.イタチグモ Jtatsinaρraticola (Bos. et STR〕

fm真VI・n真IX・m稲Xb

83. オ トヒメ グモ Orthobulacrucijera Bos. et 

64.セマノレ トラフガニグモ Tmarusrimosus PAIK STR. M蓮Xa ※ 

m真VI・n真X・f稲Via・n稲Xb ※ 84. ウラシマグモ Phrurolithusnipponicus Krsrn-

エピグモ科 PHIL~DROM!DAE DA n蓮Xa・n大Xb・F稲Via・FM稲VI・m稲Xa※

65. キンイロエビグモ Philodromusauricomus L. 85. ヤノくネウラシマグモ P. pennatus Y AGlNUMA 

KOCH n大Xa・n稲Va ※ n蓮VI ・ F蓮VI • n大VI ・n真V • n真VI ・F真VII・稲

66. キハダエビグモ P. spinitarsis SrnoN F蓮VI Vlb・F稲Via・稲Xb ※ 
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86.ウラシマグモの一種 P.sp. FM稲Vlb• n稲 sides (Bos. et STR. ), 115.ハタケグモHahniacor-

Xa ※ ticicola Bos. et STR. （（ハタケグモ科 HAHNIIDAE)),

87.ネコグモ Trachelas jaρonica Bos. et STR. 116.ウヅキコモリ グモ Pardosaastrigera L. KocH, 

F蓬VI ・ n蓮Xa•n真I ・ n稲Xa ※ 117.チピコモリグモ Pirataprocurvus (Bos. et 

アシダカグモ科 HETEROPODIDAE STR.) （（コモ リグモ科））， 118.ハナグモ MisurnenψS

88. アシダカグモ Heteroρodavenato円s(LINNAE- tricuspidatus (FABRICIUS〕. 119. ガザミ グモ Pistius

us〕 F真VII• n稲Xa・F稲Xe ※ undulatus KARscn, 120.アズチグモ Thornisusla-

シポグモ科 CTENIDAE befactus KARSCH （（カニグモ科）），121. イナズマハエ

89. シボグモ Anahitafauna KARSCH n真IX※ トリ Euoρhrysundulatovittata Bos.巴tSTR., 122. 

ワシグモ科 GNAPHOSIDAE ヤハズハエトリ Marpissaelongata (KARSCH〕， 123.

90. ホシジ ロトンビグモ Poecilochroahosiziro ヤサア リグモ Myri叩arachneinnermichelis (Bos. et 

YAGINUMA F蓮VI STR. ), 124.チャイ ロアサヒハエトリ Phintellaabn 

41と60は既知種の幼体と思うが，86は新種の可能性 orrnis (Bos. et STR.) （（ハエトリグモ科）），125. カパ

がある。 キコマチグモChiracanthiurnjaponicum B凸s.et STn., 

また，小田原城内高校内で記録されている種には， 126. トピイ ロフ クログモClubionalena Sos. et STR., 

この目録の他に，次の39種がある。 127.ムナアカフクログモ C.vigil KARSCH （（フクロ

91. ユカタヤマシログモ Scytodes thoracica (LA- グモ干ヰ））， 128.コムラ ウラ シマグモ Phrurolithusko・

'fREILLE) （（ヤマシログモ科 ScvTODIDAE)), 92. イト murai y AGINUMA （（ウエムラグモ科））， 129.チャクロ

グモ Loxoscelesrufescens (DUFOUR) （（イト グモ科 ワシグモ Drassodesoculi向。tatusBos. et STR. （（ワ

LOXOSCELIDAE)), 93. シモングモ Spermophoraseno シグモ科））。

culata〔DuGF.s) （（ユウレイグモ科））， これら3種は屋

内性である。94. キヒメグモ Achaearanea asiatica 

(Bos.巴tStr. ), 95. オナガグモ Argyrodescylindr-

ogaster〔SrnoN),96.ヤホシヒメグモColeosomaoc-

tornaculaturn (B白s.et STR.〕， 97. ムラクモヒシガタ

グモ Episinusnubilus YAGINUMA, 98.バラギヒメグ

モ Theridionchikunii YAGINUMA, 99.ハイイロヒメ

グモ T. subpallens Bos. et STR., 100. タカユヒメ

グモ T.takayense SAITO, 101. キヨヒメ グモ T.sp. 

（（ヒメクーモ干ヰ））， 102. ムネグロサラグモ Liny戸hiani 

grψectoris (Or) （（サラグモ科）），103. ヌサオニグモ
Araneus ejusmodi Bos. et Sm., 104. イシサワオニ

グモ A ishisa卸＇GiKISHIDA, 105.コゲチャオニグモ

A. punctigera (DoLESCHALL), 106. オニグモ A

ventricosus L. Koen, 107. ナガコガネグモ Argiope

bruennichii (ScopoLr), 108.チュウガタコガネグモ

A. boesenbergi LEvr, 109. シロスジショウジョウグ

モ Hy1りsosingasanguinea (C. Koen〕， 110. ドヨウ

オニグモ Neosconadoenitzi (Bos. et STR.〕（（コガネ

グモ科））， 111. ヨツボシヒメアシナガグモ Dyschirio-

gnatha quadrirnaculata Bos. et STR., 112. キララ

シロカネグモ Leucaugesubge1仰向eaBos. et STR., 

113. アシナガグモ Tetragnathapraedonia L. Koen, 

（（アシナガグモ科）），114.ヤマヤチグ毛 Coelotescora-

4. 考察とまとめ

寺社ごとの種数をまとめると，蓮昌寺22種， 大蓮寺

20種，真福寺61種， 大稲荷神社46種となる。蓮昌寺と

大蓮寺は採集回数も少いが， 寺社林の規模に見合った

種数と考えられる。城内高校での記録種数は， 91種で

ある。観察期間も長いし，観察回数も多いためである。

記録をも とにして， 4つのグノレープを特徴づけた。

(1) どの寺社でも記録された種

ヒメ グモ，オオヒメ グモ，ジョロウグモ， コクサグ

モ，アサヒエビグモ，ヤパネウラシマグモ。

これらは平地では普遍的な種である。前4種は造網

性，アサヒエビグモは築上俳個性， ヤパネウラシマグ

モは地表および落葉俳f回性である。前4種の造網環境

は少しずつ異なっている。ヒメグモの不規則網やコク

サグモの棚網は濯木の葉や校の問，オオヒメ グモの不

規則網は住居の隅，ジョ ロウグモの蹄型円綱は高木の

校聞に張られる。

( 2) 真福寺だけで記録された種

カタハリウズグモ，ウズグモ，ユウレイ グモ，イエ

ユウレイグモ，カニミ ジングモ，コシロカネグモ，ヒ

ノマノレコモリ グモ，イボカニグモ， オオヤミイ ロカニ

クモ， ムツパハエ トリ。

これらは， うす日齢、樹林帯に好んで生息する極とい
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えよう。真福寺は調査地の中では，もっとも 自然林が daia. (29～32) : 9-13. 

残されたところである。ただし， 11種のうち，オオヤ 浜口哲一 1985 神奈川県のスズミグモの記録2例．

ミイロカニグモは幼体のため，他の調査地で記録され Kishidaia，〔53〕： 26-27.

ていないとし寸可能性がある。 平塚クモの会 1986 平塚市の真正クモ類 1. リスト

(3〕真福寺と蓮昌寺，または大蓮寺の双方で記録 および分布．自然と文化，（9): 75-102. 

された種 池田博明・ 生物研究部 1982 小田原城内高校内のク

ジグモ，アシフトヒメクモ，ムナボシヒメグモ，ゴ モ〔下〉．小田原城内高校図書館紀要，（5〕：

ミグモ，シロカネグモ幼体，ヤサガタアシナガグモ， 73-76. 

ウロコアシナガグモ，クサグモ，メガネヤチグモ，サ 池田博明・稲葉茂代・ 小川まゆみ・島津千秋・田村武

サグモ，キハダカニグ。モ，キハダエビグモ，アリグ 子・ヰ鳥田明子・山口泉 1982 ムラクモヒシ

モ， ミスジハエトリ，アオオヒーハエトリ，ネコク’モ。 ガタグモの生態（1 ) . Kishidaia, ( 49) : 22-

これらは（1〕に準ずる種で， 当地区に普遍的に分布 25. 

していると考えられる。なお， 目録中ではゴミ グモは 池田博明・ 生物研究部 1983 ムラクモヒシガタグモ

真福寺での記録が記されていないが， 1986年6月に多 の生態（2). Kishidaia, (50) : 1-6. 

数観察している。 池田博明・稲葉茂代・小川まゆみ・山口泉・島津千秋・

(4〕 蓮昌寺または大蓮寺だけで記録された種。 紺田明子・田村武子 1983 ムラクモヒシガ

ナノレトミダニグモ，ツクネグモ 3 コガネグモ，ズグ タグモの造網・交接・卵のう製作.Atypus, 

ロオニグモ，メスジロハエトリ，ヤサコマチグモ，ホ (82〕： 28-34.

シジロトンビグモ。 池田博明・ 生物研究部 1984 ムラクモヒシガタグモ

前2種は小型のため，目につきにくし、ものと思われ の生態〔3). Kishidaia, (51〕： 1-6.

る。ツクネグモについては，別に真福寺で1頭採集さ 池田博明 1984 ムラクモヒシガタグモの幼生越冬．

れた。他の種についても，市街地に特有というよりも Atypus, (84〕： 25-26.

個体数が少いため， 発見されなかったものと考えてい 池田博明・谷川明男 1986 クモの同定と観察．神奈

る。 川県生物教育研究会会報，（4〕： 7-10.

以上，（1）から（4〕までは， 4ケ所の寺社だけでな 池田博明 1986 東京蜘妹談話会採集観察会報告・高

く，城内高校の記録もあわせて，まとめた。社寺林の 麗山のクモ. Kishidaia, (54) : 22-28. 

規模の大きい方から並べると， 真福寺，大稲荷神社， 稲葉茂代 1986 ヤパネウラシマグモの習性． Aty-

城内高校，蓮昌寺，大蓮寺となる。 pus, (87) : 1-8. 

小林久俊・石山鉄幸・権回重雄 1975 箱根畑宿付近

5. おわりに の真正蜘由来類.Kishidaia, (39) : 42-48. 

松本〔1979）のLocalityCodeで表せば，城内高校・ 近藤昭夫 1964 丹沢産真正蜘妹類目録．丹沢大山学

蓮昌寺 ・大蓮寺は 〔C3909-3514〕，大稲荷神社は〔C 術調査報告書，神奈川県.395-397. 

3909-3515］，真福寺は〔C3908-3514〕である。 熊田憲一 1980 三浦半島の真正蜘妹類.Kishidaia, 

採集個体も少く，同定の難しい科，サラグモ科，コ (45) : 9 27. 

モリグモ科，フクログモ科については，生態を十分反 国見裕久 1970 神奈川県多摩プラーザのクモ． Ki-

映しているものとは考えていない。今後とも継続して shidaia, (16・17〕： 3-5.

調査を行うとともに，近隣の箱根，真鶴，大雄山など 栗原輝代子 1976 東京蜘妹談話会観察会報告・丹沢

の調査も進めていきたい。 山塊ヒジリ峰のクモ.Kishidaia, (40) : 3-6. 

最後に採集容器としてフィノレム・ケースを提供して 町田徳治・松下伝吾 1940 神奈川県神武寺付近産蜘

下さ っている下回維子氏と心よく調査させて下さった 妹.Acta arachnol., 5 (2〕： 76-80.

各社寺の方々に感謝申しあげる。 MATSUMOTO, S. 1970 Spiders around Ashinoko 

文献
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神奈川自然誌資料 ( 8 ) : 107～110, Mar. 1987 

日本初記録のタイワンオオヒライソガニ（新称〉

Vαrunαyui H w ANG et TAKEDAについて

一寸木 肇・石原龍雄

A New Record of V arunαyui HWANG et TAKEDA 

(Crustacea, Brachyura〕fromJapan 

Hajime CHOKKI and Tatsuo ISHIHARA 

During th巴 ecologicalsurvey of the freshwater crab, Varuna litterata〔FABRicrus),in the Sakawa-

gawa River, Kanagawa Prefecture, central Japan, some crabs closely allied to V. litterata, but 

distinct from it, were obtained at the stations about 400 600 m up the river-mouth on July to 

September, 1986. They were identified with Varuna yui HwANG et TAKEDA, 1986, which was newly 

described on the specimens from Taiwan as the third representative of the genus. According to 

the original authors, V. y削 isalso known from Cebu, the Philippines, but there is no subsequent 

record from the other localities. Thus, the present record is the first in Japan. 

はじめに

1986年7月から11月にかけて，オオヒライソガニ類

の調査を酒匂川河口付近で行ったが，7月26日， B月

10日，9月2日に採集された計6個体は，現在，日本

で知られているオオヒライソガニ Varunalitterata 

(F ABRICIUS, 1798）ではなく ，同年7月に台湾北東部

産の個体に基づいて記載されたV.yui HwANG et TA・ 

KEDAであることが，標本を比較検討した結果判明し

た。本種は日本初記録なので，ここに報告する。

採集地および方法

これらのカニが採集された地点は，小田原市酒匂川

の河口より約400～600m上流で，感潮域上部にあたる

が海水の影響はなL、。また， 採集時は干潮にあたって

いたため，約0.3m/sの流れがあった。（図l,2) 

7月26日の夜に採集された 1♀はテ トラポッドの水

中部分に登っていたが，他の個体は，岸寄りて。水深20

～30:mの磯底に点在する直径30Cmぐらし、の浮き石の下

や，板切れの下に潜んでいた。

なお，採集は玉網に足で追い込む方法で行った。

観察結果と考察

オオヒライソガニ属（GenusVaruna H. MrLNE 

Eow ARD, 1830）には，いままでにザンジパノレからー

小田原

相模 湾

O 5 10krn 

真鶴岬

図1 採集地点

図2 採集場所の景観
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ソガニと比較してみると，形態に差異は認められない

（図4.C. D）。

生息場所については，神奈川県西部の河川において

微妙に異なっている。オオヒライソガニが比較的川の

流れが停滞した砂泥底から採集され，体表には泥が付

着していることが多いのに比べ，タイワンオオヒライ

ソガニは流れのある石の下などから採集されている。

また休表には泥などの付着物は認められない。このこ

とから両種は互いにすみわけている可能性がある。

なお， 9月， 10月，11月にも酒匂川河口付近を調査

したが，本種は採集されなかった。しかし，オオヒラ

イソガニ類の稚ガニは，けっこう見ることができた。

池田（1981）はオオヒライソガニを1967年12月17日に，

葉山沖の水深5～7mの地点から採集していること，

また，タイワンオオヒライソガニを飼育してみると歩

脚を使ってよく遊泳することを考え合わせると，両種

とも海へ移動して越冬することが十分に考えられる。

また，本種は西日本でも発見される可能性が強い

が， 現在までオオヒライソガニと同定されたものの中

には，本種が含まれている可能性も非常に濃い。今

後，各地で採集された標本を再度検討する必要があ

る。

一 一川旬、明 d ふれ慨

甲長36.5mrn・甲幅39.4mrn 図3

度だけ記録された V.tomentosa PFEFFER 1889と， 広

くインド洋，太平洋海域に分布し，相模湾を北限とす

るオオヒライソガニv.litterata (FABRICIUS, 1798）治f
知られている。オオヒライソガニは東南アジアからイ

ンドにかけての各地で広く食用とされる。

オオヒライソガニについて，神奈川県内では，蒲生

(1958, 1965），加藤（1974〕，酒井 (1976），池田（19

81）， 一寸木 ・石原（1985）の報告がある。

1986年7月に HWANGと武田が，台湾北東部より採

集された個体を新種として記載し，V.yuiと命名した。

本種はフィリピンのセプ島からも採集されている。今

回日本でも記録されたことにより，基産地の名をとっ

て，タイワンオオヒライソガニ（新称〉とする。

今回採集されたタイワンオオヒライソガニの個体は

下の表に示すとおりである。

採集年月日

口
U

門
口
門
口

F

O

A

U

〉
d

n
4

可

i

，
4

日

川

白

川

日

川

7

H

8

9

H

H

 

年

年

年

p

o

β

O

P

0

 

0

0

0

0

0

0

 

q

u

n

v

Q

d

 

τ

4

1

4

1

4

 

甲長（凹〕甲幅（凹）

25.9 

33.0 

26.8 

37.7 

38.4 

39.4 

25.2 

31. 8 

25.2 

35.0 

35.3 

36.5 

性別

♀

♀

合

合

合

合

個体

No. l 

No.2 

No. 3 

No.4 

No. 5 

No.6 

謝辞

この稿をすすめるにあたり，国立科学博物館の武田

正倫博士には，標本を同定していただくとともに貴重

なる御助言を賜った。また，日本甲殻類学会々員の池

田等氏ならびに小田原市立前JI!小学校の石塚大輔君に

は，オオヒライソガニの標本を提供していただいた。

飼育にあたっては，箱根町立大涌谷自然科学館々長の

菅井清登氏に御便宜をはかつていただいた。ここに厚

く御礼申し上げる。

タイワンオオヒライソガニはオオヒライソガニとた

L、へんよく似ている。しかし，甲が平滑であり，丸味

を帯びている。また，雄の腹節については，第6腹節

のはりだしが少なく，ゆるく湾曲している。（図4.B) 

生時の体色は，甲や歩脚は茶褐色～褐色であり，鉛脚

には鮮やかな檀褐色が認められ，オオヒライソガニよ

り美しい。（図3〕しかし何といっても本種の特徴は，

雄の第1腹肢の形態がオオヒライソガニとは著しく異

なっていることである。両種とも第1腹肢は石灰化が

かなり進み，先端は剛毛でおおわれているが，その剛

毛を除去して比較すると，関口部やキチン質でできた

へリ状の部分の形態が明らかに異なっている。（図5)

なお，HWANG・TAKEDA(1986）では，雌の腹節の

形態について，両種に差異が見られるように記述され

ている。しかし，7月26日に採集された雌（甲長31.8 

m，甲帽33.omrn〕が8月21日に脱皮した際（脱皮後甲

長37.6mrn，甲幅39.lmrn〕，卵形の腹節からカニ類の雌

の成体に見られる円形の腹節に変化した。このことか

らHWANG・TAKEDA(1986）が報告した雌は亜成体の

ものであると考えられる。脱皮後の腹節をオオヒライ
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図4 タイワ ンオオヒライソガニ Varunayui HawNG et TAKEDA 1986 

A：雄 甲長36.5nun 甲幅39.4nun B：；雄腹節

c: ftj[成体腹節 D；雌亜成体腹節
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A B c 

E F G 

図5 A～D v. yui HWANG et TAKEDAの雄の第一腹肢
E～H v. litterata (FABRICIUS）の雄の第一腹肢

D 

H 

A,E：腹面から見たもの B,F：背面から見たもの C,G：岡リ毛を取り

除いて腹面から見たもの D,H：剛毛を取り除いて背面から見たもの



神奈川自然誌資料 (8): 111～117, Mar. 1987 

スナガイとその模式産地

（三崎〉について

東 良雄

Notes on Gastrocoρta (Sinalbinulα〉

armigerella (REINHARDT, 1877) and 

its Type Locality (Misaki Kanagawa 

Prefecture, Japan) 

スナガイ属について

1877年に，REINHARDTは，スナガイをサナギガイ属

Puρaのl新種として記載したが，PILSBRY 〔1916〕

はスナガイ属 GastrocoρtaWoLLASTON, 1878に含め

た。

PrrnBRYは，平瀬与一郎の協力のもとに日本の陸産

貝類を研究した 1人であり， 1916年に東アジア，日本

産のスナガイ類についての詳細な研究を行っている。

次に彼の研究を中心にスナガイ属について述べてみた

。、L 
本属の貝殻は，体層はあまり広がらず，殻口は円～

卵型，貝殻は非常に小さ く， 殻口内に現れる髪〔キノt

状の突起〕〔図3）を大きな特徴としている。髪のうち

内唇板（B歯〉と隅板（A歯〉は内方で収れんする傾向に

ある〔B歯とA歯が連続してA B歯（隅壁板〉となる〉。

はじめに 殻口内に現れた壌の形態と数はスナガイ属の分類の基

日本の陸産貝類（カタツムリの仲間〕の研究は江戸 準となっている。 REINHARDTがスナガイを新種と判断

時代までにも行われていたが，飛躍的に発展したのは した際にもこの形質を用いたようである。すなわち，

幕末から明治にかけての海外からの来島者によるとこ アメリカ産の G.(Albinula〕armifera〔SAY〕（図4〕

ろが大きい。 この来島者の1人にFranzMartin HrL- と比較して，殻口内の歯〔lamella,folds）の形態は似

GENDORF (1839 1904）とし寸名の ドイツ人動物学者が ているけれども，貝殻の大きさがかなり異なる点（殻

いた。彼が採集し，のちにOttoREINHARDT (1838-19 長4.4凹に対しスナガイは2.25rnm）を指摘している。

24〕によって新種とされたスナガイ Gastrocopta(Si- また，インド産の G.file叩 や G.ρ。langulaとも比較
nalbinula〕armigerella(REINHARDT, 1877）とL、う砂 検討している。日本周辺のスナガイの仲間はスナガイ

粒くらいの大きさの陸貝がある。 この貝は神奈川県三 亜属 Si叩lbinulaに属している。 この亜属の特徴は，

浦半島の三崎が模式産地である。筆者は，生物調査中 殻口内や殻表面が，やや頼粒状の肌になっていること

Yoshio AZUMA 

にこの貝を三崎にて発見することができたのでここに である。

報告する。 次に，日本周辺でみられるスナガイ属数種類につい

て区別してみることにする。スナガイ属には，前述の

スナガイ発見の経過について とおり殻口内にキバ状に発達した髪が現れる。各袋の

スナガイの採集者 HILGENDORFは， 明治政府の招き 名称は図3に示すとおりであるが，ここでは筒略化し

で1872年〔明治5年）12月来日し，翌年の3月 1875 て以下A歯， B歯， ・・・・・・H歯とし寸略称を用いる。ここ

年〔2月）まで東京医学校の教師として滞在した。彼 で日本周辺のスナガイ属の種の検索表を PILSBRY(19 

は”生きた化石”といわれるオキナエピスガイ Pleu- 16〕に従って以下に示す。（図1，図2，図3参照〕

rotomaria beyrichii HrLGENDORFの殻を江ノ島のみや a 内唇に3本のほぼ等しい長さの歯（A,B, C) 

げ物店から発見した人として有名である。彼は滞在中 が平行に走る（小笠原諸島産〕

に三浦半島の三崎周辺に出向き，採集した陸産貝類を b 殻長は約2.4 mm…・・G. (S.) chichijim仰 G chi-
帰国後，この方面の研究者であった REINHARDTに標 chijimanaチチジマスナガイ

本を提供した。 REINHARDTは，サナギガイ （Puρι〉， b’殻長は約1.75JUil・…・・G. (S.〕chichjimanaoga-
キパサナギガイ （Vertigo）等の微小な貝類について詳 sa却aranaオガサワラスナガイ

細な研究をした人である。そのとき研究した貝類の中 a r 内唇の歯は平行とならない

でスナガイ G.(S.) armigerellaを新種として記載し b 内唇のA歯と B歯はかなり接近して並び，滑層

ている。（波部， 1977; 1979) でつながっているようだが， 1本にはつながらな

し、
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c A歯の後にB歯が並び， C歯はB歯よりも短

い（小笠原諸島産〉・・・G.(S.) boninensisボニ

ンスナガイ

CI A歯とB歯は側面に並び， C歯はないかある

し、はあっても小突起状（インドシナ産）

G. (S.) ejecta 

b' A歯と B歯とは連結し，二裂片状の歯〔A- B

歯）となっている

c 殻口内に4歯すなわちA-B歯， D歯， F歯，

G歯がある（マカオ， 香港産〉。殻長は2.25rnm 

……G. (S.) meridionalis 

c F 殻口内に 6- 7歯を有する

d 腹面側からみると A-B歯は弓状になり，

B歯の後端は軸唇の方へI坊がっている。C歯

は褐袈状（Pe-chili産〕－－…G.〔s.〕hiraseiヒ
ラセスナガイ

d’腹面側からみると A-B歯はほぼ直線状

e D歯の後端は下方へ曲がり，突起状のC

歯がみられる

f 殻長は2.252.5mrn（日本，中国産〉・

G. (S.）町制igeγellaarmigeγellαスナjj

イ

f F 殻長は2mm。よくふくれた卵型 〔八丈

島産〕－ 一 ・G.(S.) anπigerella hachi 

joensis ハチジョウスナガイ

e I D歯は短く直線的で水平になっている。

C歯はないかあっても小突起状

f 殻長は2mm （巨済島産〕・・・・・・G. 〔S.)

coreanaチョウセンスナガイ

f I 殻長は約1.5mrn (Sytchuan産〕 …. G. 
cs.〕monadicula

スナガイ属は，ほぼ全世界の熱帯を中心に分布して

おり，ヨーロッパでは化石種のみが見つかっている。

地域毎に7亜属に細分され，スナガイ亜属はアジアの

東南部，オーストラリア，太平洋の島々，さらにトラ

ンスコーカサス，アビシニア方面にも分布している。

(PlLSBRY 1916 ; 1926；黒田， 1957〕

G歯， H歯のうちF歯は長く強く現れる。 H歯は一番

小さい。これら 3歯は殻口内の滑層で速なっているよ

うに見える。殻口縁は連続的で単純であり，少し外に

広がる。 20個体の測定値の平均及び模式標本の測定値

は表1のとおりである。

表1 スナガイの測定値

殻長（lllill) 殻径〔mm) 螺層

採集個体（20個体平均〕 2.24 

模式標本 2.25 

1. 23 

1. 00 

5% 
5 

近縁種とは殻口内の歯状の様子から次の点で区別さ

れている。すなわち，スナガイの歯状の発達状態はチ

ョウセンセンスナガイ→スナガイ→ヒラセスナガイの

！｜贋に強く発達している。例えばC歯についてみると，

チョウセンスナガイでは欠如しており，スナガイでは

小さなコフ明状になり，ヒラセスナガイではさらにはっ

きりと現れてくる（図1のE2→D2 ’F2〕。 D歯に

ついては， 短く直線状一発達し後端は曲がるーよく発

達し後端の曲がりも著しして図1のE3 •D 3→F 3〕

などである。一方， 貝殻の外唇外に現れる袋肋の発達

状態は， 望書肋を有するチョウセンスナガイと有しない

スナガイ，ヒラセスナガイとにわけられる（PILSBRY,

1916）。

分布：スナガイは三浦半島の三崎を模式産地として

L、るが，その後の研究で日本列島の太平洋岸を中心と

した地域に広く分布することが知られている。島しょ

においては， 三宅島，小笠原父島，沖永良部島， 与論

島，久米島，沖縄本島，伊平屋島，渡嘉敷島， 宮古

島，石垣島，西表島，魚、釣島，与那国島等に分布し，

さらに朝鮮半島や中国大陸の一部にまで広く分布して

し叩〔PrLSBRY, 1916; 1926；湊， 1976；知念， 1977;

1979）。

生態：ここでは三浦市三崎での発見地を中心に述べ

ることにする。発見地はマサキ，アスーマネザサ等の繁

茂する海岸であり， 海岸砂浜にみられるのとほぼ同じ

土壌で比較的乾燥した環境であった。倒木の裏側，落

葉の下側などに付着 している 個体がかなり見られた

〔図5；東， 1982）。付近では， ミスジマイマイEuhad-

スナガイについて ra peliomρhala (PFEIFFER, 1850），ヒ クギセノレガイ

貝殻は右巻き，円錐状の卵型，白色透明， 貝の表面 Stereoρhaedusa 〔Breviphaedusa〕gouldi〔A.AnA-

はうすく滑らかである。各螺層はよくふくれている。 MUS, 1868），コハグガイ Zonitoides〔Zonitellus)ar-

殻口は丸みを帯びた三角形，殻口内に 7歯を有す〔図 boreus (SA y, 1817〕， ウメムラシタラガイ Sitalina 

3 : A-B, C, D, E, F, G, H歯，図 lD，図 jゆonicaHABE, 1964等もみられ，個体数もかなり多

2 A）。 D歯はE歯より強くはっきり現れる。 F歯， し、。
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内部形態： 軟体部のうち足部は短く乳白色で，尾端 阪．

は突起状にならなし、。軟体背部は灰黒色である。 触角 CHINEN, M. 1977 Land shells of Okinawa-jima 

は灰黒色で大触角，小触角と もにあるがやや短い 〔図 and adjacent island. Ecological studies of 

6）。三崎産の個体について 歯舌（図7〕を調べてみ nature conservation of Ryukyu Islands.: 

た。歯舌列は85列内外で， 初めの50列はほぼ規則的な 127-149. 

配列を示している。 この中央部を 600倍で観察したも 知念盛俊 1979 尖閣列島の陸産貝類 沖縄生物学会

のが図7のC,Dである。図7のA, Bは歯舌の全体 誌，17: 19-27. 

像である。中歯（C）は小さく細長く 3歯尖がある。 i皮部忠重 1977 貝類命名者列伝（32) ラインハノレト

側歯（L）は大きく 3歯尖があり， 歯尖のっち中央の Otto Reinhardt (1838 1924）.ちりぼたん，

ものはかなり大きく発達している。縁歯（M）は外側 9 (8) : 194-195. 

ほと小さくなる。第1縁歯は3歯尖であるが，他は3 波部忠重 1979 貝類命名者列伝（39) ヒノレゲン ドノレ

-5歯尖を示す。歯式は 11- 1ー （6 + 5）である フ FranzMartin Hilgendorf (1839-1904〕

（図7D）。なお，アメ リカ産のG.(A.) armiferaの ちりぼたん， 10(7〕：204-205.

歯式は18-1-(8 +10）であり， 歯舌列は82列である 黒田徳米 1957 日本及び隣接地域産陸棲貝類相〔3)

(PILSBRY, 1948）。 Venus, 19 (3・4): 279-281. 

湊 宏 1976 与那国島の陸産貝類相 Venus35 

おわりに ( 4) : 163-184. 

スナガイは日本においては太平洋岸を中心に南西諸 P1LSBRY, H. A. 1916 Gastrocopta Eastern Asia, 

島にまで広く分布している。しかし， この陸貝は微小 Man. Conch. (2) 24: 103-112 pis. 20-21. 

であるために発見されにくい。本種は神奈川県の三崎 PrLSBRY, H. A. 1926 Review of the land mollusca 

を原産地とする貝であり，またいくつかの知見も得ら of Corea. Proc. A. N. S. Phila., 78 : 453-

れたので，ここに現在までの研究史を含めて報告をお 475. 

こなった。今後さらに詳細な研究をおこないたL、。 PILSBRY, H. A. 1948 Land mollusca of North A-

本稿を執筆するにあたり， 文献，歯舌の研究でご教 merica (North of Mexico〕.The academy 

示いただいた兵庫県自然保護協会宝塚支部長束正雄先 of natural sciences of philadelphia : 868-

生ならびに執筆の機会を与えて下さった神奈川県立博 916. 

物館の大場達之，中村一恵両先生そのほか博物館の方 REINHARDT, O. 1877 Uber Japanische Hyalinen 

々に感謝の意を表します。 Sitzungsber. Ges. Nat. Freunde Berlin : 

96-97. 

文献 （神奈川県植物誌調査会）

東正雄 1982 原色日本陸産貝類図鑑．保育社，大
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図1 日本周辺で見られるスナガイ属（Pilsbry, 1916より〉
A.G.〔S〕chichijimanachichijimana PrLSBRY, 1916 チチジマスナガイ

B. G. (S.) chichijimana ogasawarana PrLSBRY, 1916 オガサワラスナガイ

C. G. (S.) boninensis PrLSBRY, 1916 ポニンスナガイ

D. G.〔S.)armigerella〔REINHARDT, 1877〕スナガイ

E. G. (S.〕coreanaP1LSBRY, 1916 チョウセンスナガイ

F. G. (S.) hirasei PILSBRY, 1916 ヒラセスナガイ

1 .正面観 2.腹面観 3.側面観



c 

y 固

図2 スナガイ，チョウセンスナガイ ，ヒラセスナガイ
A. スナガイ（殻長23.9mm x殻径L3mm 5}1層〉

B.チョウセンスナガイ （2.08馴 xL 14mm 4 ,VJ層〉

c.ヒラセスナガイ（2.37mm x L 12凹 5 }1層〉
1. 正面観 2. 腹面観 3. 側面観

＼、J＿.，，.圏
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図3c左） スナガイ類の殻口内にあらわれる板 ・袋の名称
A B : Angular-parietal lamella隅壁板

C : Infraparietal lamella間体壁板

D : Columellar lamella殻軸板

E : Basae fold殻底望書

F : Lower palatal folds下腔板

G : Upper-pa[atal folds上腔板

H : Suprapalatal folps上位上腔板 （Pilsbry,1916改写〉

図4c右〕 Gastrocopta(Albinula) armifera (SAY, 1821) (4.4mmx2.2mm 672) 
(Pilsbry, 1948より〉

図5 スナガイの生息環境
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Ute山〉

A，~回IB®旬の伊(i)jJf!!-凶両日
図7 スナガイの歯舌

A：顕微鏡写真 〔x100) 

B：歯舌の全形

c：顕微鏡写真cx 600〕
D: （×600）のスケ ッチ

c：中歯 L：側歯 M：縁歯
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コし
－
言
悶後集編

今から少なくとも約1万年前，洪積世の最

後の氷期がすきてから現代に至るわずかの生

物学的時間に， 各種の生物の移動が，人類の

活動に直接間接的に助けられて活発に起こ

り，地域によっては，その生物相は本来の姿

を変え，すっかり違ったものになっている。

こうした生物相の撹乱は，現在もなお前より

も一層早いテンポで起こりつつある。そこに

はほとんど常に人聞が介在している。

第10号 （1989年3月刊〉ではじめて特集号

（テーマは帰化生物）を組む予定です。

〔中村一恵）

員
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